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　外は日がすっかり落ちて、深い瑠る璃り色いろの空には三みツつ星ぼしが輝いていた。

　袿うちぎの裾を持ちあげた塔とう子こは、切きり袴ばかまであるのをよいことに麗れい景けい殿でんから東とう宮ぐう御ご所しよである梨なし壺つぼ（昭しよう陽よう舎しや）への渡わた殿どのを駆け抜けていた。

（どこに行ったの？）

　渡殿から庭を一いち望ぼうしてみたが、明あか槻つきを見つけることはできなかった。背が高いうえに足が速い人なので、あるいはもう東宮御所に戻ってしまっているのかもしれない。

　新しん帝てい縋すが子この即位に際して、明槻の異母弟おとうと・三さんの宮みやが大だ宰ざいの帥そちの職を解とかれてから十日ほど経たった。複雑な事情や思おも惑わくがからんだ人じん事じだったのだが、世間も三の宮自身も、彼が東宮妃候補だった大だい納な言ごんの二にの姫ひめ・苑その子こに言いよったことが原因だと考えているようだった。

　もちろん縋子や京きよう極ごく院いんの気持ちを考えれば、まったく影響していないとは言いきれなかったが、真しんの理由はそれではなかった。そのことを説明しようとして、明槻は三の宮を呼び出したのだが───。

　梨壺の簀すの子こに渡ったところで、先の妻つま戸どが開いて明槻の乳ち兄弟きようだい・直なお霧ぎりが出てきた。明槻を見失ったことにすっかり動どう揺ようしていた塔子だったが、はっと思いだして彼のこめかみに目をむける。

「直霧さん、傷きずは大丈夫？」

　三の宮が地面に叩きつけた扇おうぎが石をはね、それが直霧にぶつかったのはつい先刻のことだ。射じや礼らいで直霧が勝ちを譲ったことがかえって三の宮の機き嫌げんを損そこね、憤いきどおったあげくの行為だった。悪あく意いがあってのことではなく単に癇かん癪しやくを起こした結果なのだが、だからといって明槻が言ったとおり怪け我がをさせてよいはずはない。

「大丈夫です。それよりあのあとはどうなりましたか？」

　傷は釣つり灯どう籠ろうの明かりの下でははっきりと見えなかったが、どうやら血は止まっているようだった。ひとまずそのことに安あん堵どしたあと、塔子は直霧の背中越しに妻戸を見やって訊きいた。

「東宮様は？」

「まだお戻りになっておられませんが、なにかあったのですか？」

　自分の問いに答えなかった塔子に、直霧は訝いぶかしげな面おも持もちで問う。

「それが………」

　塔子は言葉を濁にごした。どう説明したらよいのか分からなかった。帥そち職しよくを解いたことにかんして三の宮と話しあうという明槻の試みは不調に終わった。このまま無む官かんにしておくつもりはないということを告げても、三の宮の気持ちは頑かたくななまでに動かなかった。苑子との離り縁えんも辞じさない構えで、予想していたうちの最悪の結果だった。

　だがそれらが理由ではなく、まったく予想していなかった事態に塔子はあわてていた。

「三の宮様だけではなく、東宮様までひどくご立りつ腹ぷくなさって………」

「え？」

　塔子は直霧に、明槻と三の宮のやりとりをざっと話した。更こう衣い腹ばらであることを理由にいろいろと我が慢まんを強しいられてきた三の宮が、ここに来て不満をあらわにしたこと。対して明槻がこれまで見たこともないほどに怒っていたことを告げると、直霧は信じがたいという表情で念押しした。

「明槻様がですか？」

「しかたがなかったのよ」

　塔子は唇くちびるをへの字に曲げた。まったく思いだしただけでも腹立たしい。いったい三の宮は、どこまで理解したうえであんなことを言ったのだろう？　たとえ母親の身分が高くても、出しゆつ生せいの曰いわくを理由に明槻が嫌いやな思いをしてきたことは周しゆう知ちの事実ではないか。確かに三の宮の苦く悩のうや屈くつ辱じよくは明槻には理解できないことかもしれないが、三の宮だって明槻の苦悩にはまったく思いを巡めぐらせていない。

（………そっか、おたがいにそれだから喧けん嘩かになっちゃうのよね）

　自分が痛いものは他人も痛い───三の宮はともかく、明槻はそれぐらいのことは分かる人間だ。だというのに、なにかが千ち切ぎれたようにとつぜん怒りはじめたのだ。あのときの明槻はやはりおかしかった。

　もやもやと考えこむ塔子を一いち瞥べつし、直霧は庭を見回した。

「まだ、お戻りになりませんね」

「本当に、どこに行ったのかしら？」

　塔子も不安げに言いはしたが、ひょっとして気持ちを整理するために御所内を歩いているのかもしれないと思い直してもいた。ならば様子をうかがうにしても、少し間を置いてからのほうがよいのかもしれない。

「そのうち戻ってきますよ」

　まるで塔子の心を読んだように、簡単に直霧が言った。

　ひょいと顔をむけると、直霧は庭を眺ながめたまま口を開く。

「気になられるようでしたら、そのあたりを捜してまいりますが」

「ううん、いい。私、ここで待っているから」

「───ここ？」

　直霧が足元の簀子を指さすようにしたので、塔子はうなずいた。

　気がすんで戻ってきたとき、真っ先に出迎えてあげたいと考えていた。そうしたら喜んでくれるかなと思ったのだ。

　しかし直霧はよい顔をしなかった。

「ここは冷えますから中でお待ちください。麗景殿の女によう官かんには私が伝えてまいります」

「でもここで待っていたら、戻ってきたとき真っ先に気づけるし………」

「必ずしもここから戻ってくるとはかぎりませんから」

　直霧の言い分はもっともだ。梨壺にあがるための通路はいくつもあるし、そもそも明槻が庭から戻ってくるとはかぎらない。

「分かったわ」

　素直に塔子がうなずくと、直霧は少しほっとした顔をする。

　入れちがうように麗景殿にむかう直霧の背中を見送ったあと、塔子は東宮御所の妻戸を叩いたのだった。
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　明あか槻つきが御ご所しよの最さい奥おうにある桐きり壺つぼ（淑景しげい舎しや）の階きざはしを上のぼったのは、塔とう子こ達と別れて数すう刻こく後のことだった。庭を歩き、なんとか怒りが収まるまでそれだけ要ようしたのだ。

　とはいえ渡わた殿どのの先の東とう宮ぐう御ご所しよに戻る気にはまだならず、時間つぶしに格こう子しにもたれて殿でん舎しや名めいの由ゆ来らいとなった桐きりの樹木を眺めていた。初しよ夏かには美しい紫むらさきの花を咲かせる木だが、この季節では花どころかその特有の形の葉もすっかり落ちており、老人の手足のように細い節くれだった枝をほうぼうに伸ばしている。

「さて、どうしたものか……」

　暗い中、明槻は独ひとりごちた。頭に血が上のぼって、自みずからお膳ぜん立だてした話しあいの機会をふいにしてしまったことはもちろん反省していた。

　三さんの宮みやを敵に回すつもりはなかった。しかし今日のやりとりで、彼の反発が思ったよりも根深いことを知らされ正直たじろいだ。物心ついてからあんなことをずっと思っていたのなら、それはもう怨おん念ねんとでも言ったほうがよいのかもしれない。

　どうするべきかは分かっている。人の気持ちを変えようとするより、自分が折れるほうが手っ取り早い。自じ明めいの理りなのにどうしても気持ちが動かなかった。長年かけて生しようじた苔こけのように、根深く自分の心を侵しん食しよくしている思いは想像以上に厄やつ介かいだった。

「こっちも怨念だな」

　自じ嘲ちよう交まじりに明槻は漏もらした。気持ちの整理ができないでいるいまの状態では、もうしばらく梨なし壺つぼに戻ることはできそうもない。ある意味開き直って、明槻は格子にもたれたままずるずると簀すの子こに座りこんだ。

　釣つり灯どう籠ろうの明かりさえない簀子を、冴さえた月の光が照らす。

　女じよ帝ていの即そく位いにより主あるじ不在となった桐壺は、明かりもなく静まり返っていた。とはいえ別に践せん祚そや即位とは関係なく、清せい涼りよう殿でんからもっとも離れた位置になるこの殿舎には、ここ数年来妃きさきが入ったことはなかったのだが。

　桐壺に最後に入ったのは母だった。東宮御所たる梨壺に隣りん接せつするこの舎は、しばし東宮妃に賜たまわられたからだ。当時東宮であった宣せん陽よう院いんは、もっとも近い舎に母を置いた。それはそのまま彼女への寵ちよう愛あいの表れでもあったが、その裏には前の夫である父・京きよう極ごく帝ていの住む清涼殿から離すという意図もあったように思う。

　三人の夫を持った母は、すべての人の一いちの人となって生しよう涯がいを終えた。

　してみると自分は、この世で唯ゆい一いつ彼女を嫌きらった男なのかもしれない。そんなふうに考えると痛つう快かいに思う反面、胃の奥から苦いものがせりあがってくるような不快感も覚える。母と父を素直に愛することのできない自分が、人としてなにか欠けつ落らくした部分があるように思えてしまうのだ。

　明槻は頭かぶりをひとつ振り、すくっと立ちあがった。

　生まれ育った場所とはいえ、複雑な思い出ばかりがあるこの舎で、気持ちが落ちつくとは思えなくなった。まったくどうしてこんな場所を選んでしまったのだろう。

　苛いら立だちを紛まぎらわすように大おお股またで歩き梨壺に戻ると、妻つま戸どを開いたのは直なお霧ぎりだった。

「お前、まだ帰っていなかったのか？」

　思わず叫んだ明槻だったが「怪け我がをしているのに」とつづける前に、恐ろしく不ふ機き嫌げんな直霧の表情に気け圧おされ口をつぐんでしまった。一方的に行方ゆくえをくらませておいていまの発言は、確かに主人としてひどすぎた。

「あ、いや、その………」

「どこに行っていたのです」

　睦む月つきの夜や気きより冷ややかな直霧の声こわ音ねに、明槻は弁べん明めいの言葉さえはばかられる。どこに行っていたというわけではなくそのあたりをうろついていただけだが、正直に言うと鼻で笑われるような気がする。どう説明しようかと悩んでいると、先に直霧が言った。

「ずっとお待ちですよ」

「は？」

「それでは今こ宵よいは失礼いたします」

　明槻が問い返すのを待たず、直霧はすれちがうようにして妻戸から出ていった。

　簀子を曲がって彼の後ろ姿が見えなくなってから、明槻は釈しやく然ぜんとしないままつぶやいた。

「お待ちって、誰が？」

　まさか三の宮ではあるまい。あの気き性しようの彼が先に折れてくるはずもない。しかもこんな早々と。仮に折れてこられても、こちらの気持ちの整理がまだついていないので、それはそれで困ってしまう。戸と惑まどいつつ奥に進むと、目め敏ざとく女によう官かんが近づいてきた。

「よかった、ようやくお戻りになられましたか」

「ああ、すまなかった。射じや礼らいのあと、叔お父じ上うえ達に捉つかまって───」

「私どもも、いかがいたしたものかと苦く慮りよしておりました」

　大おお袈げ裟さな女官の言葉に明槻は首を傾げる。あるいは本当に三の宮が来て、女官達が持てあましているのかもしれない。そう考えた明槻は御み簾すをまくりあげて母おも屋やに入った。

　中は明かりが灯ともされ、棚や屛びよう風ぶ等の調度を橙だいだい色いろに染めあげていた。

　御お座まし所どころの手前に置いた几き帳ちようの先から、滝のようにうねる黒髪と見覚えのある朽くち葉ば色いろの袿うちぎがはみ出ていた。すぐに塔子が来ているのだと察さつし、明槻は几帳の先に回りこんだ。しかし茵しとねの上で丸まって寝入っている姿を見て、それ以上進めずに足を止めた。

　女官が気を利きかせたようで、彼女の小さな身体からだには衾ふすまがかけられている。

「すみません。ぐっすり寝入っておられるようで、お起こししてよいものかどうか……」

　背後から女官が声をかける。先ほどの〝いかがいたしたものか〟という言葉の意味はこのことだったようだ。

　明槻は塔子のかたわらに膝ひざをつき、すやすやと寝息をたてる彼女の顔を見下ろした。

（………本気で寝ている）

　呆れたことに、これほど近くによっても起きる気配がない。射礼のおり多少飲酒をしていたこともあるだろうが、これはよほど疲れていたのではないだろうか。確かに熊くま野の行ぎよう啓けいから今日に至いたるまでの忙しさを思いだせば、それもあたりまえだが。

「しかしなぜこんなところで………」

「東宮様をお待ちになられていたのです」

　女官の答えに明槻は「え？」と短く声をあげた。

「お戻りになられたら麗れい景けい殿でんのほうにお伝えすると申しあげたのですが、すぐにお顔を拝はい見けんしたいと仰おおせになられて」

　女官の説明に、明槻は思いだした。そういえば塔子と別れる寸前は、三の宮の件で立りつ腹ぷくして自分のことも周りのこともまったく見えていなかった。

　そんな自分の態度に、塔子は心配をしてくれたのだろうか。

　明槻は、あらためて膝の先にある塔子の寝顔を見下ろした。

　うっすらと開いた唇くちびるから規則的な寝息が聞こえる。白くすべらかな頰ほおに艶つやのある黒髪が打ちかかり、寝息にあわせて華きや奢しやな肩が緩ゆるく動く。彼女のひとつひとつの有あり様さまや所しよ作さを眺めているうちに、自然と口くち許もとがほころんでくる。

「───どうして」

「は？」

「どうして、こんなに可か愛わいいのかな」

　斜ななめ後ろにいた女官が耳を疑うような顔をしたが、塔子の寝顔を見下ろしていた明槻はとうぜん気づかなかった。

「あの、いかがなさいますか？　お起こししましょうか？」

　いつまでもにこにこして塔子を見下ろしている東宮様に、若じやつ干かん及および腰ごしで女官は尋ねる。

　そんな反応に気づかないまま、平然と明槻は答えた。

「いや、今宵はここで休ませよう」

「え？」

「こんなに気持ちよさそうに寝ているのに、起こすなど忍しのびない」

「………」

「御み帳ちよう台だいへは私が運ぶ。尚侍ないしのかみの召めし物ものをおゆるめしろ」

「は、はい！」

　やけに動どう転てんした声をあげる女官に明槻は複雑な気持ちになったが、下へ手たな言い訳をしてもかえって誤ご解かいを招くだけだと思い、敢あえてなにも言わなかった。

　状況を考えればそう思われてとうぜんだが、本心からそんなつもりは毛もう頭とうない。善ぜん意いで訪れて、うっかり眠りこけた相手になにかしようなど主しゆ義ぎに反する。

　そもそも周りがどう考えていようと、喪も明あけの文ふみ月づきにどうするかを選ぶのは自分ではなく塔子なのだ。恋愛感情以外にももろもろの要素を鑑かんがみて決めるのだから、思いが通じあっているということだけで自分のものにしてよい理由にはならない。

　ただ今晩は、彼女を傍そばから離したくなかった。感情に任まかせて立ち去った自分を心配して、ずっと待っていてくれた。その心しん境きようを想像するだけで、どうしようもなく彼女が愛いとおしくなった。

　小こ袖そで姿すがたの身体を袿でくるむようにして抱かかえあげたが、いっこうに起きる気配はない。それどころか、心の底から安あん堵どしているような実に安らかな表情をしている。

（ほんとに、あどけないな……）

　見つめていると、つい笑みがこぼれる。

　御帳台の中に入ってからそっと身体を下ろすと、塔子は小さく肩をよじらせた。

　そういえば以前、縋すが子この姦かん計けい（？）に引っかかって、塔子が寝ている御帳台の中に入ったことがあった。あのときは塔子の想いが熊くま野のに、なにより彼女の叔父・貴たか哉なりにあるものだと思っていたから苦しかった。

（ちがう……）

　思っていたのではなく、少し以前までは間違いなくそうだったのだろう。

　あるいは恋愛という感情とは微び妙みようにちがっていたのかもしれないが、塔子は他の誰よりも安らげる相手である貴哉と共に居ることを望んでいた。

　にもかかわらず、彼女は自分を選んでくれた。

　そばに居てほしいと望んだ人が、いろいろな苦労を覚かく悟ごしたうえで自分のそばに居ることを選んでくれた。それは本当に僥ぎよう倖こうであり、きっと奇き跡せきにも近いことなのだろう。

「東宮様」

　帳とばりのむこうから、女官の声がした。

　明槻は自分が束そく帯たい姿のままでいることを思いだした。こんな姿で御帳台の中に籠こもっていては、女官達も対応に困るだろう。いったん出てから装しよう束ぞくを解とかなければなるまい。

　明槻は足元に丸まった衾を広げて、塔子の身体にかぶせた。そのときさっと腕が伸びてきて、束帯の裾すそをつかまれた。

（え？）

　一瞬起こしたのかと思ったが、瞼まぶたは閉ざされたままでこちらをむく気配すらない。どうやら寝ぼけての仕草らしい。やれやれと思いながら、衣を握る細い指をほどこうとしたときだった。

「……あかつき」

　塔子がつぶやいた自分の名前に、明槻はどきりとして彼女の顔を見下ろす。

「なんですか？」

　念のために小さな声で応じるが、あんのじょう瞼は閉ざされたままだった。

　指ではじくように頰を突いてみるが、起きる気配はない。ぐっすり寝入っているようで、やはり寝言だったらしい。

　明槻は裾をつかむ塔子の指をそっと離して、代わりに衾をつかませた。小さな手がきゅっと衣を握りしめているさまを見ると、自然と笑みがこぼれてくる。

　本当に不思議だと思う。

　面めん倒どうくさいことも心配なことも山のようにあるのに、彼女がそばに居るというだけで、どうして自分はこれほど幸福な気持ちになれるのだろう。

「なんの夢を見ているんですか？」

　問いかけてみるが、塔子は背伸びをするように小さく身じろいだだけだった。

　起こして訊きいてみたいという思いを抑おさえ、明槻は音をたてないようにそっと傍を離れた。





[image: ]






　かすかな物音で目が覚めた。きっと御み帳ちよう台だいの外では女によう官かん達が、火ひ鉢ばちの準備をしているのだろう。ならばもう少し室へやが暖まるまでこうしていよう。そんなことを考えながら衾ふすまをかぶり直そうとしたとき、腕を動かしたはずみでなにかにぶつかった。

（ん？）

　うっすらと目を開くと、御帳台の中がいつもより薄うす暗ぐらい。どうしたのだろかと疑問に思いつつ、手がぶつかった方向をむいた塔とう子こはぎょっとして目を見張った。

　隣となりに明あか槻つきが寝ていたのだ。
















　幻げん覚かくかと思ったがそうではなかった。薄暗いと思っていたのは、彼の身体からだが影を作っていたからだった。腕を伸ばしたはずみで触ふれたのは彼の腕だった。

（な、なぜ？）

　本来であれば飛び起きるところだが、驚きで身体が硬こう直ちよくしてしまって動けない。同じ理由で声も出なくなっている。横向きのまま、まじまじと明槻の寝顔を凝ぎよう視しした。

（なんで？　どうしてこんなことになっているの？）

　昨夜のことを必死で思いだそうとするが、東とう宮ぐう御ご所しよで待ちくたびれて以降のことが一いつ切さい記き憶おくにない。うとうとしかけたことまでは覚えているのだが、それからどこがどうなって一緒の御帳台にいるのだろう。

（え、じゃあここは東宮御所？）

　動どう揺ようしたままなんとか身体を起こしてみて、明槻がかぶっている衾が自分のものと別であることにはじめて気づいた。ひとまず自分の衾を肩からかぶって逃げるように御帳台の外に顔を出すと、御み簾す越ごしに射しこんできたまばゆい光に目をすがめてしまう。

「おはようございます」

　母おも屋やにはすでに女官が控ひかえており、あらかじめ用意していたらしい角つの盥だらいを持ってきた。

　御帳台から塔子が顔を出したことに、なにも不思議な顔をしていない。

「どうぞ、お使いくださいませ」

「は、はあ……」

　帳とばりの間からはい出るようにして盥の前に座る。女官の顔ぶれも調ちよう度ども麗れい景けい殿でんのそれではなく、東宮御所でひと晩を明かしてしまったことは疑いがなさそうだ。

　顔を洗い、口をゆすいだあと、女官達が身み支じ度たくを手伝ってくれる。御み衣そ櫃びつに収められた衣装は昨日着ていた袿うちぎと切きり袴ばかまではなく、単ひとえに五いつつ衣ぎぬ等々の唐から衣ぎぬ裳も装しよう束ぞくだった。見覚えがある衣きぬだったので、麗景殿から運ばせたのだろう。

　女官がそれぞれ前後に立ち、二人がかりで着付けにかかる。

　五枚目の衣をあわせたところで、塔子は顎あごの下で襟えり元もとをあわせる女官に問うた。

「あの、昨夜は私………」

「ええ、東宮様が自みずから御帳台にお運びになられたのですよ。昨夜、寝物語などにお聞きになりませんでしたか？」

「………く、詳しくは」

　しどろもどろに答えはしたが、寝物語どころか声を聞いた記憶すらない。

　歯切れ悪い塔子をどう思ったのか、背後から表うわ着ぎを着せかけた女官が楽しげに言った。

「それにしてもよろしゅうございましたわ。熊くま野のよりお戻りになられてから東宮様は本当にお忙しそうで、尚侍ないしのかみのところにお渡りになることもままなりませんでしたものね」

　黙っている塔子にかまわず、女官は次に唐衣を着せる。

「昨夜は久しぶりに、お二人で夜をお過ごしになることができましたわね」

「お若い方々がこのままではお気の毒だと、みなで噂うわさしていたところでしたのよ」

　塔子を挟んで前と後ろで、女官二人は嬉うれしそうに語りかける。

　ここにきて塔子は、熊野で左さ近こん衛えの大だい将しようを怒ど鳴なりつけたときのことを思いだした。

　東宮から寵ちよう愛あいされているとからかわれ、恥ずかしさから誓ちかってなにもされていないと釈しやく明めいしたのだ。あのときはあまり考えもしなかったが、共に熊野行ぎよう啓けいに出向いたことで、すでにそのような関係にあると世間に印象付けてしまっていたようだ。

　そしてこの女官達の言葉から察さつするに、その誤解は解とけないままであったらしい。

　ある意味左近衛大将が塔子の恥ずかしい発言を吹ふい聴ちようしていない証しよう拠こではあるが、別に見直しもしないし、もはやいまとなってはどちらが幸いなのかは分からない。

「尚侍のお支し度たくはすみましたの？」

　衝つい立たてのむこうから別の女官が尋ね、裳もを結んでいた女官が応じる。

「はい、終わりました」

「よかった。では、東宮様をお通ししてよろしいわね」

　鼓こ動どうがひとつ鳴った。衝立越しに御帳台のほうから衣きぬ擦ずれなどの物音が聞こえ、小こ袖そで姿の明槻が現れた。唐衣裳同様、束そく帯たいも一人で着られるような代しろ物ものではなかった。

　繧うん繝げん縁べりの畳たたみにあがった明槻を前に、塔子はどうしようもなく顔が赤くなるのを感じた。

　女官達が着付けをはじめる中、構えたまま明槻は呼びかけた。

「昨夜はよくお休みになれましたか？」

「は、はい！」

　微び妙みように裏返った声に、明槻は苦笑を交まじえて応じる。

「ならばよかった。あの時間に渡わた殿どのに出たりしては風か邪ぜをひきますしね。私もあなたの可愛い寝顔が見られて嬉しかったですよ」

　にっこりと余裕の笑顔で告げられた言葉に、女官達は頰ほおを染めたり、にやけたりする。

　だが当人である塔子はどう答えてよいのかも分からず、顔を引きつらせたまま辛かろうじてうなずくしかできない。とはいえ人前では一応かしこまることは約束事だったので、明槻はあまり気にしていないようだった。

「あ、あの、私、一度麗景殿に……」

　途と切ぎれ途切れの塔子の言葉に、衵あこめをつけられている最中の明槻は顔をむけた。

　視線があわさった瞬間、心臓が飛び出すかと思うほど鼓動が高鳴った。

「し、失礼します!!」

　理性ではなく本ほん能のうで立ちあがると、塔子は御簾のむこうに飛び出した。朝あさ靄もやの残る御所の中で、麗景殿につながる渡殿を脱だつ兎とのように駆け抜ける。勢いのある一連の動作は、重い唐衣裳という障しよう壁へきなど微み塵じんも感じさせないものだった。そのまま麗景殿まで戻り、女官達がなにか言うのも無視して塗ぬり籠ごめの中に飛びこんで畳の上で丸くなる。

（馬ば鹿か、馬鹿！　私ったら最低すぎる）

　心の中で思いっきり自分を罵ば倒とうする。声に出さなかったのは、けして厚くはない壁一枚では外に漏もれてしまうと危あやぶんだからだ。

（まさか、こんな形で新にい手た枕まくらの関係になってしまうなんて……）

　新手枕というのは、端たん的てきにいえば初しよ夜やを迎えたということである。

　つまり塔子は完全に勘かん違ちがいをしてしまっているのだが、彼女が口に出さないかぎり誰もその誤解を訂てい正せいできない。

　そんな理由で塔子の後こう悔かいと混乱はさらに迷めい走そうしてゆく。

（え、ええいっ、過ぎたことをいまさら悩んでもしかたがないでしょ！）

　遅かれ早かれこうなるはずだっただろうし、出し惜おしみをするつもりも毛もう頭とうない。

　しかしいくらなんでもはじめての夜のことを覚えていないなんて、人間の女として最低すぎないか？　むしろ明槻に対して、とても申し訳がない気がする。そんなつもりはなかったが、それほどに酔よっていたのだろうか？

（だとしても新手枕の夜のことを全然覚えていないなんて、女としてありえない!!）

　そんな調子で、塔子はどんどん誤解をこじらせていった。

　冷静に考えれば、多少寝ね乱みだれていたとはいえ小こ袖そでを着ていたことで勘違いに気づいてもよさそうなものだが、十三歳から十六歳というもっとも好こう奇き心しん旺おう盛せいな年ごろに伊い勢せ斎さい王おうとして世せ俗ぞくから隔かく離りされていた塔子は、同じ年ごろの少女と話す機会がなく、その手のことは話では知っていても具体的な見けん聞ぶん（？）には欠けていたのだ。

（ど、どうしよう……。いくらなんでも、なにか思いださないと悪いわよね）

　でないと後きぬ朝ぎぬの文ふみに対して返事も書けないではないか。ちなみに後朝の文とは、初夜を迎えた後、男性が女性に送る恋文のことである。

　そこで塔子はふたたび妙な方向に思考をむける。

（明槻、後朝の文とか書くつもりかしら。……無理しなくてもいいけど）

　実際なにもなかったのだからそんなものが来るはずもないのだが、知る由よしもない塔子は真剣に心配してしまう。あの悪あく筆ひつで文を書くことは拷ごう問もんに近いだろう。それでなくとも頭の痛い事案が多いさなかだというのに。

（そういえば昨晩のことは、もう落ちついたのかしら？）

　女官達の手前もあるのだろうが、先刻はずいぶんと余裕のある態度だった。きれいに取りすました表情で「可愛い寝顔」などと言うほどに───。

（って、なんてことを言うのよ!!）

　思いだして、ふたたび頰が熱くなる。

　毬まりのように身体を丸めて身み悶もだえていると、とんとんと妻つま戸どを叩く音が聞こえた。

「尚侍、大丈夫ですか？　ご気分でもお悪いのですか？」

　さすがに不安に思ったらしい女官の問いに、塔子はがばっと身体を起こす。

　あまり心配をかけてもいけない。まだ気持ちは落ちついていなかったが、しぶしぶと近より妻戸を開く。

「いかがなさいますか？　具合が悪いようでしたら、本日の出しゆつ仕しはお休みさせていただくよう、主上おかみにお伝えしますか」

「う、ううん、大丈夫。せっかく唐衣まで着たんだから」

　半はん刻ときもかけて着付けたのに、という妙なもったいない意識から塔子は塗籠を出た。

　いわゆる朝帰りに対して、女官達は特に驚いたようすも見せない。熊野行啓ですでにそのような関係になっていると思われていたのなら、いまさら驚くこともないだろう。

（でも、主上達はご存じなのよね）

　思いついたとたん、塔子はおののいた。昨夜のことを知られればどんなふうに冷やかされるか、想像しただけで清涼殿に行きたくなくなってきた。

（ど、どうしよう。やっぱり具合が悪いとでも言って休もうかしら）

　一瞬迷いはしたが、今日一日休んだところでどうせ明日は出仕しなくてはならないのだから同じことだ。そう思い直した塔子は、えいや、とばかりに母おも屋やをあとにしたのだった。
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　射じや礼らいの翌日の十八日には『賭のり弓ゆみ』が行われる。

　清せい涼りよう殿でんに出向いたあと、塔とう子こは縋すが子こについて校きよう書しよ殿でんの東ひがし廂びさしにあがった。御み簾すを下ろした先には紫し宸しん殿でんを臨のぞみ、白はく砂さを敷きつめた南だん庭ていと右う近こんの橘たちばなが見える。

　賭弓とは校書殿に帝みかどの出しゆつ御ぎよを受け、近この衛え府ふと兵ひよう衛え府ふの武ぶ官かんが左右に分かれて射しや術じゆつを競う行事である。勝ったほうは賭のり物ものを賜たまわり、負けたほうは罰ばつ盃ぱいを強しいられることになっているので、勝負としてはむしろ射礼より盛りあがる。そしてこれが終われば、正月の公式行事はひと段だん落らくとなる。

　倚い子しに座る縋子から少し離れた場所に控ひかえた塔子は、内心でほっとしていた。

　清涼殿に入ったとき縋子から「昨夜、東とう宮ぐう御ご所しよに泊まったそうじゃのう」と訊きかれ、覚かく悟ごしていたこととはいえぎくりとした。しかしいまさら否定してもしかたがないので素直に認めると、縋子は微び妙みような表情でぽりぽりと額をかいただけだった。絶対に冷やかされるか、そうでなくてもなんらかのろくでもないことを言われると思っていたので驚いた。

（明あか槻つきがなにか釘くぎでも刺さしてくれたのかしら？）

　そういった理由でひとまず安あん堵どはしたものの、首を傾げつつ校書殿まで来たのだった。

　東廂で控えていると、妻つま戸どを押して明槻が入ってきた。

（き、来たっ！）

　塔子はひどく緊張した。来ることは分かりきっていたのに呆れるほど動どう揺ようしてしまう。

　明槻は縋子の傍そばまで行って挨あい拶さつを述のべたあと、くるりと塔子のほうをむいた。逃げるわけにもいかず柄がらにもなく扇おうぎを広げて顔を隠してみたが、明槻はまったく頓とん着ちやくせずに近づいてくる。彼が傍に来るまでのごく短い間、鼓こ動どうがありえないほど速くなった。

「今朝は急にどうされたのです？」

　塔子の横で膝ひざをつきながら明槻は問うた。扇をかざしたまま、塔子はちらりと明槻を見やる。真正面から彼の顔を見ることができない。

「……ど、どうって？」

「とつぜん麗れい景けい殿でんにお戻りになられたでしょう。まだ話があったのに」

　恨うらみがましいというほどではないが、少々不満げな明槻の物言いに塔子はどうにも居たたまれない気持ちになる。

「は、話？」

「ええ、今朝は驚かれたでしょう。そのことをまったく話していませんでしたから。昨夜はたいそう冷えましたし、渡わた殿どのに出るのも辛つらかろうと思ったのでお泊めしたのです」

　そういうやりとりがあったのかもしれないが、いかんせん一いつ切さいの記き憶おくがない。

　しかし無理やりなにかされた記憶もないから、きっと自分が迂う闊かつなだけで明槻に非ひはないのだろう。寝ぼけながらなのか、酔よいながらなのかは分からないが、どこかで同意したにちがいない。

（だって、明槻がそんな無む体たいな真ま似ねをするはずがないし）

　信頼しているゆえに変な方向に誤解をした塔子は、なんとか表情を取りつくろう。

　何ひとつ覚えていないなんて口が裂さけても言えない。そもそもきちんと覚えていたのなら、これほど懊おう悩のうせずともよかったのだろうが。

「ありがとうございます、お手数をおかけしました」

　無ぶ難なんな言葉で応じると、明槻は特に不ふ審しんがるようすも見せずにうなずいた。

　そんな彼の表情に、いまさらごちゃごちゃ考えてもしかたがないと開き直った塔子は現実的な問題を口にした。

「あ、文ふみは無理なさらなくてもいいですから」

「は？」

　明槻は意味の分からぬ顔をしたが、ひとまず肩の荷が下りた塔子はほっとしていた。

　かたや明槻も塔子が妙なことを言いだすのはいつものことなので、それ以上追つい及きゆうもせずに母おも屋やを出ていった。親しん王のうや公く卿ぎよう達が臨りん席せきしている無む名みよう門もんのほうに並ぶのだろう。

　やがて御み簾すのむこうに見える射しや場じように、左右に分かれた射しや手しゆがそれぞれ入ってきた。彼らの後方には、この儀ぎ式しきの上しよう卿けいである左右の近この衛えの大だい将しようと兵ひよう衛え督のかみとがそれぞれに座っている。左さ近こん衛え府ふの上卿はもちろんあの左さ近こん衛えの大だい将しようである。

「なんかここ数日、ずっとあいつの顔を見ている気がするわね」

　顔をしかめつつ、塔子は独ひとりごちた。

　昨日の射礼と同じように、冬の張りつめた空気を切って矢が飛んでゆく。賭け事の意味あいも含んでいるので、臨席する公卿や射手である武官達は大いに盛りあがっている。

「今年はどうやら左が優ゆう勢せいのようじゃな」

　倚子に座り、花掌侍はなのないしのじように酒を注つがせていた縋子が言った。

　塔子は御簾にむけていた視線を縋子のほうにむける。

「昨年はどちらが勝ったのですか？」

「どちらじゃったかのう。昨年は三さん条じようの邸やしきにおったからのう」

　すでに酒が回りはじめているのか、やや呂ろ律れつが回らないまま縋子は答えた。記憶にないのか酒のせいで思いだせないのか怪あやしいところだと思っていると、ふいにしゃっきりした口調で縋子が呼びかけた。

「ところで塔子」

「はい？」

「昨晩は東宮のようすはいかがであったか？」

　塔子は絶ぜつ句くする。あまりにも意味深すぎて、どう答えてよいのか分からない。

　新にい手た枕まくらの衝しよう撃げきでうっかり失しつ念ねんしていたが、昨晩は明槻にかんして大変な心配事があったのだ。そのために東宮御所で彼を待っていたのに、結局その件にかんしてなにも訊かないまま別れてしまった。今朝や先ほどのようすを見るかぎりは大丈夫だと思うが、はたして縋子が尋ねているのは射礼のあとのことなのか、あるいは新手枕の件なのだろうか？

　なかば目をむくようにして見あげていると、肘ひじ掛かけに腕を置いた縋子は、頰ほお杖づえをついた姿勢で言った。

「昨夜は同じ御み帳ちよう台だいで休んだのであろう」

「!!」

　やはりそちらのことかと思ったが、いずれにしろ明確には答えようがなかった。

　にもかかわらず縋子はさらに追及してくる。しかもその声こわ音ねはいつもの冷やかすようなものではなく、心持ち不ふ機き嫌げんなようにも感じられる。

「いかがであったか？」

「え、えーと……は、はい。とてもお優しくて、なにも問題はありませんでした」

　苦しまぎれにもそれらしいことを塔子は答えたつもりだったが、縋子はいよいよ眉み間けんに刻きざんだ皺しわを深くする。

「優しすぎるのも問題じゃ。男というものは時には強引にかつ情熱的にふるまわなくてはならぬ」

「いえ。東宮様は普ふ段だんはお優しい方ですけど、ときおりとても強引になられます」

　ついぽろりと漏もれた本ほん音ねにきょとんとしたあと、縋子は眉間に刻んだ皺を緩ゆるめた。

　そして上機嫌とまではいえなくても、比ひ較かく的てき朗ほがらかな声音で言った。

「そうか、ならば心配することもなかろう」

　会話が微妙に嚙かみあっていないことも気づかず、塔子は胸を撫なでおろした。

　しかしこのような、世間では人にあまり話すべきことではない私わたくし事ごとまでしっかり知れ渡っているのが、御所という場所の厄やつ介かいなところなのだろう。

（もしこれで懐かい妊にんなんてことになったら、瞬またたく間に知れ渡るわよね）

　そしてそれは、あちらこちらで悲ひ喜きこもごもの事態を引き起こすにちがいない。

　大だい納な言ごんの二にの姫ひめ・苑その子この明槻への入じゆ内だいがなくなったいま、摂せつ関かん家けの人間を外がい祖そ父ふに持たぬ東宮、ひいては帝を二代つづけて出すことはもはや避さけようがなくなった。摂関家の連中は、起こりうる事態に備そなえて対たい策さくを講こうじるのか。あるいは事態そのものが起きないように対策を講じるのか───。

　ふと冷たい風が吹きつけてきたような心地ここちになり、塔子は背筋を伸ばした。

　以前自身に言い聞かせたように、大切なことはどちらが正しくてどちらが間違っているではなく、どちらが勝つか負けるかなのだ。

　すでに縋子は御簾むこうの賭弓に夢中になっている。三掌侍をはじめ、他の女によう官かん達も目を輝かせて競技の行方ゆくえを見守っている。射場に臨席している者達も参加している武官達も、右と左のどちらが勝つか固かた唾ずを吞のんで見つめている。

「左があてたぞ」

「おお、右もだ」

　歓かん声せいと失しつ望ぼうの声が同時にあがる。勝敗はまだ予よ断だんを許しそうもなかった。
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　塔とう子こが麗れい景けい殿でんに戻ったのは宵よいのころであった。大おお殿との油あぶらには明かりが灯ともされ、火ひ鉢ばちの火か勢せいはいっそう強くなっていた。廂ひさしにあがった塔子に出迎えの女によう官かんが声をかける。

「お帰りなさいませ。賭のり弓ゆみの結果はいかがでしたか？」

「ええ、左が勝ったわ。それで今年は還かえり饗あるじが開かれるそうよ」

　女官は少し驚いた表情をする。還饗とは勝かち方かたの大だい将しようが自分側の射しや手しゆを邸やしきに招き行う饗きよう宴えんのことである。以前は盛さかんに行われていたが、近年は費用の問題もありあまり行われなくなっていたのだ。

「まあ、豪ごう勢せいな。どなたのお邸ですか？」

「………左さ近こん衛えの大だい将しよう様よ」

　苦にが虫むしを嚙かんだように顔をしかめる塔子に、女官は訝いぶかしげな表情をする。

　左近衛大将側の左が勝ったからといって、それで臍へそを曲げるほど狭きよう量りようではない。彼が還饗を行ったからといって本来なら気にもしないが───。

「それより装しよう束ぞくを解とくのを、手伝って」

「よろしいのですか？」

「大丈夫よ。主上おかみはきこし召めしすぎてお休みになっておられるし、東とう宮ぐう様は左近衛大将様のところの還饗に行ってらっしゃるから」

　よほど意外だったらしく女官は目をぱちくりさせた。さもありなん。新帝の誕生により大だい臣じんへの昇しよう進しんが確実だといわれていた大だい納な言ごんをはじめ、摂せつ関かん家けの面々は全員昇しよう進しんなしで終わった。そんな報ほう復ふくとも取れる人事の余よ韻いんも冷めやらぬうちに、摂関家の三男が東宮を饗宴に誘ったのだ。これまで彼等は自分達と血けつ縁えんを持たぬ東宮明あか槻つきと親しん密みつにしていたとは言いがたい関係だった。

　しかし塔子は左近衛大将が、彼の兄である大納言や父関かん白ぱくとは考え方を異いにしていることを知っている。だからこそ彼の腹はら積づもりを量はかりそこねて懸け念ねんを抱いだくのだ。きっと明槻も彼の意図を探るつもりで招きを受けたのだろう。

（なにもなければいいけど）

　まさか危害を加えられるようなことはないだろうが、やはり戻ってきたらすぐにどんな様子だったのかを訊ききにいかなければならないだろう。今朝、あれほど感じていた恥ずかしさや居たたまれなさなどきれいさっぱり忘れて塔子は考えこんでいた。

　母おも屋やにあがり、衣きぬを解いている最中、文ふ箱ばこを抱かかえた別の女官が近づいてきた。彼女は着替えが終わるまで控ひかえていたが、目め敏ざとく気づいた塔子はよもや明槻からの後きぬ朝ぎぬの文ふみではあるまいかとたじろいだ。

（無理しなくていいって言ったのに！）

　あるいは今朝すでに書いており、それがいま届いたわけではあるまいか。

　気の毒なようで、怖いもの見たさで見たいような誘ゆう惑わくに駆られつつ塔子は尋ねる。

「お文ふみ、どなたから？」

「それが………」

　やや戸と惑まどったように女官は続けた。

「胡こ蝶ちようの宮みや様でございます」

　塔子は目を見開き、単ひとえを羽は織おっただけの姿で文箱から文を引ったくった。

　それは三さんの宮みやの同母兄で、現在は嵯さ峨が野のに隠いん棲せいしている二にの宮みやの別べつ称しようだった。かつての恋多き姿を花から花に移る蝶ちように喩たとえられ、そのように呼ばれているのだと聞いている。

　実は先日塔子は彼に、苑その子この件で三の宮を説得してもらうように頼んでいたのだ。

　文は樺かば桜ざくらの造花に桜色の薄うす様ようを結ぶという、いかにもあの二の宮らしい美しい仕し様ようだったが、残念ながらそんなことに感心する余裕はなかった。破りかねない勢いで薄様をほどき、文面に目を走らせる。しかし読み終えたあとはへなへなとその場にしゃがみこんだ。

「………最悪」

「は？」

「ううん、こっちの話」

　気を取り直して、女官が用意した淡たん黄おうの袿うちぎを羽織る。袖そで口ぐちからのぞく単は光こう沢たくのある白で、唐から衣ぎぬ裳もにあわせていたものをそのまま着ていた。

　女官達を下がらせたあと、塔子は脇きよう息そくにもたれてため息をついた。

　端たん正せいだが意外と肉太な二の宮の手しゆ蹟せきは、こちらの意図を読んだのかと思うほど率そつ直ちよくに昨夜の明槻と三の宮の衝しよう突とつについて記しるしていた。

　昨夜遅く三の宮が嵯峨野までやってきて、経けい緯いをぶちまけたのだという。

　弟は完全に自や棄けになっており、もはや出しゆつ家けすらしかねない勢いである。性格を考えれば頭に血が上のぼっているだけだとは思うが、この状況で二の姫の件を諭さとしてもおそらく響かないと思うので、説得にはもう少し時間をいただきたいという内容だった。

　実に冷静な判断だと思う。あの三の宮にその状況で説得を試みてもかえって依い怙こ地じになるだけだろう。

　それだけではなく二の宮の文には、彼の疑問も記してあった。

　弟の言い分は聞いたが、なぜ東宮がそれほど激げき怒どされたのかがわからない。自分はそれほど彼かの御おん方かたを存じあげているわけではないが、慎しん重ちようで理性的なお人柄だとお見受けしていた。その御方がこれほど立りつ腹ぷくなさるのなら、弟が口にしないだけでよほどのことを言ったのではあるまいか？　という内容だった。

「さすが、鋭するどいわね」

　塔子はうなった。都の小こう路じの数以上の女によ人にんの心を虜とりこにしただけはある。二の宮が聞いたら間違いなく苦笑するであろう納得のしかたを塔子はした。

　おそらく三の宮は、やりとりを偽いつわることなく兄に告げたのだろう。客きやつ観かん的てきに判はんずれば明槻が激怒するような発言ではなかったから、二の宮が疑問に思ってとうぜんだ。

　母の身分の低さから歯は痒がゆい思いをしてきた、そのことを激げき白はくした三の宮に対して明槻は冷ややかに憤いきどおっていた。もちろん明槻が気分を害がいした理由は分かる。母親の身分は高くても、自分に非ひのない出しゆつ生せいのことで嫌いやな思いをしてきた境きよう遇ぐうは明槻だって同じだからだ。

　だからこそ塔子は、取り付く島もないほど激怒していた明槻が解げせなかったのだ。これまでの明槻であれば、その辛つらさが分かるからこそ相手を思いやって接していたのに。

　───あるいは出生の他に、なにか彼を怒らせる要よう因いんがあったのだろうか？

　塔子は昨夜の三の宮の発言を思い起こしてみたが、どう考えても明槻があそこまで激げつ高こうするような言葉はなかったと思う。三の宮は自分の生まれに対する理り不ふ尽じんさを訴えはしたが、明槻を卑ひ下げするような発言はしていなかった。

　考えれば考えるほど不ふ可か思し議ぎで、気になってしかたがなくなってきた。

　返すがえすも、今朝逃げるように立ち去ってしまったことが悔くやまれる。

（うう、不ふ覚かくだった）

　やはりどうあっても訊きにいかねばなるまい。どのみちこのまま不自然に避さけつづけられるはずもなく、むしろもう一度いたしてしまったほうが、かえってすっきりする。いっそのこと明槻が戻ってくるのを待って、こちらから東とう宮ぐう御ご所しよに突とつ撃げきしようか。

（よし、決めた）

　訪ねることを早々に決意すると、塔子は立ちあがった。

「とりあえず、お返事を書かなきゃ」

　二に階かい厨ず子しに置いていた硯すずり箱ばこを手にすると、塔子は文ふ机づくえの前に戻った。

　あまり種類を持たない料りよう紙しを引っぱり出してみてから、いまさら二の宮からの文が桜色の美しい仕様であることに気づいた。

「なんで恋こい文ぶみでもないのに、こんな紙を使うのかしら？」

　皮ひ肉にくではなく真面目に疑問に感じつつ、塔子自身は書きやすくて自分が好きな陸奥みちのく紙がみを選んだ。厚手の上質な紙で、文字もいちばん映はえるように思うのだ。

　墨すみを摺すりながら、塔子はこれから書く文面を頭で整理する。

　それにしてもわざわざ断りの文をこれほど素早くよこしてくれるとは、二の宮という人は思ったよりもずっと律りち儀ぎな性格のようだ。話に聞く女おんな癖ぐせの悪さはどうかと思うが、正直自分の友人が傷きずつけられでもしないかぎりあまり気にならない。その点で言うなら苑子をないがしろにしている三の宮のほうがよほど印象は悪い。

　直なお霧ぎりの家で几き帳ちよう越しに引きよせられたことは、された側としては複雑だが世間一いつ般ぱん的てきには許きよ容よう範はん囲いなのだろう。もっともこのように女側に思わせてしまうこと自体が、すでにまずい人なのかもしれないけれど。

（どうしようかな、きちんと事情を説明したほうがいいのかしら？）

　しかし〝確かに三の宮は暴ぼう言げんを口にはしたが、それは明槻を激怒させるようなものではなかった〟などと事実だけを告げても二の宮はますます首を傾げるだけだろう。場合によってはからかわれていると誤解されるかもしれない。

　それは正直避さけたい。油ゆ断だんならない人だとは相変わらず思うが、それでもこの文の誠実な内容を読むとこちらもきちんと対応したい。

　いろいろ考えながら摺りつづけていると、硯の中は好みの濃こさになったようだった。

　塔子は墨を置くと、手にした筆の先にたっぷりと墨ぼく汁じゆうを含ませた。

　そして文字を書くときはいつもそうであるように、ちょっと緊張した心地で筆先を紙に落としたのだった。
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　還かえり饗あるじが開かれる左さ近こん衛えの大だい将しようの邸やしきは五ご条じようの一角にあった。

　明あか槻つきは揺れる牛ぎつ車しやの中で屋や形かたにもたれていろいろ思し案あんしていたが、元々あまり好きではない車中に飽あきて、ひょいと身を起こして物もの見み窓まどを開いた。

　宵よい闇やみの迫せまる朱す雀ざく大おお路じは、御ご所しよ帰りの車や供ともの者でいまだ雑ざつ然ぜんとしている。西の方向に僅わずかな白さを残した空はまだ漆しつ黒こくにはなりきらず、紫むらさきを交まじえて村むら濃ごに染めた布のように広がっていた。

「いかがなさいましたか？」

　目め敏ざとく気づいたらしい直なお霧ぎりが窓に近づいてきたので、あまり深く考えもせず世間話でもするようなつもりで明槻は訊きいた。

「なあ、どうだと思う？」

「………なにがですか？」

　主しゆ語ごも目的語もない問いに対して、直霧は実にもっともな言葉で応じた。

「今朝話しただろう。あれ、やっぱり無理やりにでも起こして麗れい景けい殿でんに戻したほうがよかったかな？」

「………」

「女によ人にんは寝顔を見られることを、男が思っている以上に恥ずかしがるみたいだからな。でもよく寝ていたし、寒かったから……」

　塔とう子こを東とう宮ぐう御ご所しよに泊めたことは、今朝にはもう直霧と縋すが子この耳に入っていた。女によう官かんの口を通して御所中に知れ渡っているのだからとうぜんだろう。

　それ自体は熊くま野の行ぎよう啓けいの段だん階かいで大変なご寵ちよう愛あいということになっているのだから、世間的には特に驚くようなことでもないのだった───本当にただ寝ていただけだと知られたら、さぞ衝しよう撃げき的てきな事実だろうが。

　今朝になってやけに浮かれた縋子から事情を訊かれたので、正直に明槻は説明した。

　真しん相そうを知った縋子はいろいろと暴ぼう言げんを吐いていたが、その手のことにかんして反はん論ろんしても埒らちが明かないので聞き流しておいた。ちなみに横で聞いていた直霧は、頭ず痛つうを堪こらえるような表情でこめかみをぎゅっと押さえていた。

　そして彼はふたたび、あのときと同じ表情で言った。

「そのようなことは本人にお尋ねするのがいちばんかと存じます」

「そうだな。お前に訊いたって分かるはずがないよな」

　ため息交まじりに応じた明槻に、直霧は眉み間けんに皺しわを刻きざんだ。自分から訊いておいてどういう言い草だという心しん境きようにちがいないが、もやもやと考え事をしていた明槻は非ひ礼れいに気づかなかった。

　今朝の塔子のあわてぶりはすごかった。なにしろ清せい涼りよう殿でんで会ったときに、あの塔子が扇おうぎで顔を隠したのだから、よほど動どう揺ようしていたとしか思えない。

　自分がそうしたかったのがいちばんだったが、起こしたら可か哀わい想そうだと思ってしたことが存ぞん外がいに衝しよう撃げきを与えたようだ。あの姿を見ると、さすがにまずかったかと思い直してしまう。別になにもしていないのだからそうあわてることはないだろうに、などと思うのは男の考え方なのかもしれない。

「あのですね……」

　あからさまにいらついた直霧の声に、明槻は物思いから立ち直る。

「いまから敵てき陣じんにむかうのですから、もう少し緊きん張ちよう感かんをお持ちになってください」

「車くるま宿やどりに入ったらそうするよ。そんなふうにいつも緊張していたら身が持たない」

　投げやりに言いながら、明槻は窓から顔を離してふたたび屋形にもたれる。どう思ったのか一いつ拍ぱく置いてから直霧は「冷えますから」と言って窓を閉めた。

　明槻は立てた膝ひざに顎あごを乗せて、ふたたび物思いにふける。

「さあ、どういうつもりなのか……」

　これからむかう邸の主あるじのすました顔を思い浮かべる。

　現状の大だい納な言ごんほどあからさまでなくとも、左近衛大将邸も敵陣にはちがいない。しかも彼のほうが何倍も厄やつ介かいで油ゆ断だんがならず、腹の底などまったく見えない相手だ。

　還饗に誘われたことも、自分がそれを受けたことも、どう出るのか見当がつかない。

　はっきりと敵対しているのならこちらも出方に迷わないが、必ずしもそうではないから真意をつかみかねているのだ。

　摂せつ関かん家けの一族は間違いなく一いち枚まい岩いわではないし、左近衛大将には凡ぼん庸ような父や兄の下で終わる気持ちはかけらもないだろう。そもそも帝みかどの外がい祖そ父ふという望みが断たれた大納言に、かつての摂せつ政しようや関かん白ぱくのような権けん勢せいが得られるとは思えない。将来的なことをいえば、近ごろ娘を儲もうけたばかりだという左近衛大将のほうがよほど見込みはある。熊野で戯ざれ言ごとのように口にしていたが、自分の娘を次の東とう宮ぐうに入じゆ内だいさせることができるからだ。

　そして次の東宮というのは、よほどのことがないかぎり明槻が儲ける息子になる。

　ならばここに至って、左近衛大将が近づいてきた理由は明めい白はくだ。

（どうやらあの男も、すぐには敵対するつもりはなさそうだな）

　縋子の即そく位い以来、やけに友好的になってきた周りの変化に明槻は辟へき易えきしていた。臣しん下か達はもちろん、双ふた子ごの叔お父じ達に代表されるように皇こう族ぞく達もやたら愛あい想そがよい。まったく以前は腫はれ物ものに触ふれるように接していたくせに───。

　そこまで考えて明槻は自じ嘲ちよう的てきな笑みをこぼした。

　世せ知ち辛がらい世よにおいて彼等らの変わり身を非ひ難なんするつもりはないが、考えようによっては三さんの宮みやは実に裏表のない人間といえるのかもしれない。

「さて、どうするか」

　独ひとりつぶやいたとき、車が停まった。がたがたと音がして牛を外す気配がする。

「どうぞ」

　直霧の声に前まえ簾すだれをあげると、前板にすでに沓くつが用意されている。

　車を降りると中ちゆう門もんのむこうから滑なめらかな高こ麗ま笛ぶえの音ねが聞こえてきた。管かん弦げんの遊びでもしているのだろうかと耳をすませてから、感心したように明槻はつぶやく。

「なかなか達たつ者しやな奏そう者しやだな」

「右う中ちゆう将じようでございますよ」

　聞き覚えのある声に顔をあげると、妻つま戸どを開けた先に左近衛大将が立っていた。

「ようこそお越しくださいました。東宮様を拙せつ宅たくにお迎えすることができて、心の底から嬉うれしく思いますよ」

　うっすらと口くち許もとをほころばせて左近衛大将は言った。たいそうな歓かん迎げいぶりだ。東宮にお越しいただいた主人が、自ら出迎えにきたというわけだ。

「いや、こちらこそ───」

　無ぶ難なんな言葉で招待の礼を述のべたあと、明槻は左近衛大将の姿を眺ながめる。

　御ご所しよで着ていた束そく帯たいではなく冠かんむり直衣のうし姿である。どれほど急いで着替えたのかと不思議に思ったが、色調や紋もん様ようも軽すぎず、かといって仰ぎよう々ぎようしくもないこなれた着こなしだった。

　どこまでも隙すきのない男だと感心する明槻の前で、左近衛大将の視線が奥に動いた。

「ああ、よかったらそなたもおいで。近この衛えや兵ひよう衛えの武ぶ官かんの中に顔見知りもいるだろう」

　左近衛大将が呼びかけた相手は、いままさに随ずい身じん所どころに引き下がろうとした直霧だった。

　とつぜんの誘いに、直霧は感情のうかがえない顔で左近衛大将を見あげた。対照的に左近衛大将はやけに愛あい想そよく応じる。

「なにしろ昨日の射じや礼らいでは、たいそうな活躍だったからね。武官達の中にはそなたと勝負をしたいと望む者もいるかもしれないよ」

「せっかくですが酒など飲んで酔よいでもしましたら、なにかあったときに東宮様をお守りできませんので」

　間かん髪はつを容いれない直霧の断りに、左近衛大将は不意をつかれた表情をする。だがすぐに、あまり気にもしていないように言った。

「これはこれはさすが東宮様、見あげた臣下をお持ちですね」

　うまく逃げたなとは思ったが、この場で口に出しては言えず、明槻は曖あい昧まいにうなずいて応じた。結局直霧の見送りを受け、中門の妻戸をくぐった。左近衛大将の先せん導どうで中ちゆう門もん廊ろうから東の対たいの簀すの子こを歩きながら、相変わらず聞こえてくる笛の音に思いだしたように明槻は尋ねる。

「そういえば右う方ほう……、右中将も来ているのか？」

　先刻は聞き流してしまったが、左さ方ほうの勝ち祝いに負けた右方が来ていることになる。明槻の問いに、左近衛大将は足を止めないまま答えた。

「負け方で一応は渋しぶったのですが、私の甥おいでもありますし東宮様にとっても従い兄と弟こ。なにより笛の手て練だれなので、強引に頼んで来てもらいましたよ」

「………右中将は大納言の総そう領りようだったな」

　正せい妻さい、つまり中なかの宮みや・省しよう子こが産んだ息子で苑その子この兄にあたる人物だ。人当たりのよい好こう男だん子しではあるが、父親同様凡庸な人間だった。普段であれば特に気にすることもないのだが、現状ではやはり大納言側の動向は気になる。

「大納言も来ているのか？」

「いえ……」

　歯切れ悪く答えてから、寝しん殿でんにつながる渡殿の前で左近衛大将は足を止めた。

　そして打って変わったように、嘲ちよう笑しようめいた笑みを浮かべる。

「熊くま野のでの一件以来すっかり伏せがちになって。東宮様もご存じのことと思いますが、出しゆつ仕しのほうも滞とどこおりがちとなっております。とても饗きよう宴えんに出席できるような状態ではございませんので」

「───自じ業ごう自じ得とくだろう」

　それまでより一段声を低くして明槻は言った。

　考えてみれば熊野での一件が二人の間でまともに話題になったのは、これがはじめてだった。あのあと左近衛大将が大納言にどう説明したのか、それを大納言がどう受けとめたのかもまったく訊かずじまいでいた。

　確かに正月以降、大納言は出仕を休みがちになっている。してみると宣せん陽よう帝ていの譲じよう位いがきっかけだと思っていた関かん白ぱくの引いん退たいだが、ひょっとして息子である大納言の不ふ祥しよう事じが関係していたとも考えられるのではないか。公おおやけにはしないまでも関白を引退することで、氏うじの長ちよう者じやとして引いん責せきという形を取ったつもりなのかもしれない。

（しかしそうなると、いつまでもこの件を引きずるわけにもいかなくなるな………）

　すっきりしない気持ちは残るがしかたがない。過ぎる報ほう復ふくは相手を委い縮しゆくさせるだけではなくこちらの人間性も疑われてしまうから、暴ぼう君くんでもないかぎりよいことはない。

　にこりともしない明槻に、左近衛大将はやれやれとばかりに肩をすくめた。

「まことに。ですが右中将は父親がしでかしたことを知りませんので、本日は場を和なごませるためにも、彼の前では知らぬふりをしてやってください」

　総領息子なのに吞のん気きなことだと思ったあと、ふと明槻は気づく。先日塔子との話の中で、省子が熊野での一件を知っているのかどうかという話題になった。省子が自分の主しゆ催さいする宴うたげに塔子を呼んだ理由を、和わ解かいのためではないかと考えたのだ。真しん相そうは分からずじまいだったが、その宴での歓かん待たいぶりからおそらく和解目的であろうという答えに落ち着いた。

　しかし二は十た歳ちを過ぎた息子が知らないというのなら、北きたの方かたがその件を知らされている可能性は低い。だとすると省子が和解のために塔子を宴に呼んだとは考えにくい。

　ではいったい、なにが目的で省子は塔子を招待したのだろう。

　釈しやく然ぜんとしないまま寝しん殿でんに着くと、あんのじょう南だん庭ていから簀子、廂ひさしの間にまで客人があふれていた。

　池のほとりや中島では松たい明まつが明々と燃え、建物は透すき廊ろうや簀子にも釣つり灯どう籠ろうが灯ともされ、あたりは昼間のように明るかった。中島にはいびつに折れ曲がった松の古こ木ぼくと苔こけ生むした石が絶ぜつ妙みように配置され、主あるじの洒落しやれた感性がうかがえる。奥に植えられた楓かえでや紅葉もみじはすべて葉を落としてしまっているが、秋の季節にはさぞ見事な紅こう葉ようが見られることだろう。

　噂うわさの右中将は廂の一角で高麗笛を鳴らしている最中だったが、左近衛大将に連れられてきた明槻の姿を見ると演奏を止めた。

「これは東宮様、よくおいでくださいました」

　衛え門もん府ふ長ちよう官かんである衛え門もんの督かみが声をかけると、他の客達もならう。

「実によい間合いで」

「ちょうど管かん弦げんを催もよおしはじめたところでした」

「興きようを助けるつもりで、東宮様もなにかご披ひ露ろういただけませんか」

　口々に言葉をかけてくる上かん達だち部めや殿てん上じよう人びとを、明槻は適当に返事をしながらかわした。彼らの現金な態度はある程度予想していたので腹も立たないが、現実問題として一人一人相手をするのは面めん倒どうくさい。

「東宮様、どうぞこちらへ」

　左近衛大将が南みなみ廂びさしの中央に設しつらえられた『階はし隠がくしの間ま』に明槻を案内した。階きざはしの上部に畳たたみを敷いて作った御ご座ざをそのように呼ぶ。一段低くした左隣に、主人である左近衛大将の席が設もうけられていた。

　御座に着いてから、あらためて明槻は右中将に声をかけた。

「見事な音色であったな。当世代一の名めい手しゆに名乗りをあげてもよさそうだ」

　右中将はぱっと顔を輝かせた。得意げな表情から察さつするに、本当に父親がしでかした件は知らされていないようだ。

「とんでもないです。数あま多たの優すぐれた御おん方かた達に比べれば、私などまだまだ未み熟じゆく者ものです。先日も我が家の女によう房ぼう達に、胡こ蝶ちようの宮みや様の音には及ばないとけなされ、すっかり自信をなくしていたところですよ」

　唐とう突とつとも思える二にの宮みやの呼こ称しように、明槻は訝いぶかしげな顔をする。確かに彼は笛の名手として鳴らしていたが。

「そういえば二の宮様が、先日お宅においでになられたそうですな」

　殿上人の一人が声をあげ、右中将はこくりとうなずく。

「はい、おかげで女房達がかしましくて。その勢いきおいで言われたのでございますよ」

「それは災さい難なんでしたな、右中将。女によ人にん達は委い細さいかまわずあの宮様の味方ですから」

「相手が悪かったと、諦あきらめるしかありませんな」

　居合わせた者達がどっと笑い、思わず明槻も苦笑いを浮かべる。三の宮同様、二の宮ともさほど親しくしているわけではないが、流した浮うき名なは十分すぎるほど聞いている。ただの恋人ならともかく人妻となった者までなびかせてしまうというのだから、男からしたらこんなに油ゆ断だんならない相手はいない。

　人々の笑いを受けて右中将は、わざとふてくされた表情で応じた。

「まったくそのとおりですよ。私を擁よう護ごしてくれる女人は母上だけでしたから」

「おや、さすが中の宮様だね。思し慮りよ深く浮かれたことはおっしゃらない」

　あながち世せ辞じにも聞こえぬ口調で言ったのは、左近衛大将だった。

　そういえば塔子も省子のことを、気品があって近よりがたい人だと言っていた。してみると姉し妹まいでも、榠めい子こと省子はずいぶん気性がちがうようだ。信じられないくらい浅はかだった母は、思慮深いという言葉とはおよそ縁遠い人だった。

「実は叔父上。私はいまだに、父よりも母の前のほうが緊張するのですよ」

　芝しば居いめいておびえたように語る右中将に、左近衛大将は同意とばかりにうなずく。

「分かるよ。ここだけの話だけど、私も中の宮様とお話しするときは、たいそう気が張るからね。さすが二に品ほんの内ない親しん王のう様だと敬けい服ふくもするがね」

　あまり年の変わらない叔父の言葉に、右中将は口くち許もとをほころばせた。煙けむたがるような発言をしながら、内親王を母に持つ彼の矜きよう持じが見え隠れしていた。

　二人のやりとりを聞いていた別の殿上人が、杯さかずきを揺らしながら言う。

「されど右中将の笛は、胡蝶の宮様に勝まさるとも劣おとらない高貴な音。これはまさにお血ち筋すじでしょうなあ」

「まことに。摂関家嫡ちやく子しの大納言様の総領息子で、母親は内親王。となれば親王様方にも引けを取らぬ高貴なお生まれでございますからな」

　右中将は「いや、いや」と右手を顔の前で振ってみせた。

「もったいないお言葉ですが、東宮様を前にそのように言われますと身がすくみます」

　口では謙けん虚きよなことを言いながら、右中将の表情はまんざらでもなさそうだ。

　敢あえて東宮を別べつ格かくにしての謙けん遜そんは、この場にいる明槻を敬うやまってのことだろう。だが逆にいえば他の親王、具体的には二の宮と三の宮を貶おとしめる発言にも受け取れる。彼らの母・篤あつ子こは容よう姿し端たん麗れいでたしなみ深い人だが、諸しよ大だい夫ぶの娘で身分は高くない。あるいは血筋だけなら自分のほうが上だと考えているのかもしれない。そんな高こう慢まんな思いが見え隠れして、明槻はこの従兄弟に不ふ快かいを覚えた。

「その中の宮様も、東宮様のご生せい母ぼ・大おお宮みや様のお美しさには、大変な敬意を示されておられましたよ」

　とつぜん出た母の話題に、明槻は物思いから立ち返る。声の主ぬしは左近衛大将だった。

　明槻は探るような眼まな差ざしを左近衛大将にむけた。

　あまり愉ゆ快かいではないが、もちろん母の話題が出ただけで怒ったりはしない。しかし相手が相手なだけに、なにか意図があるのではないかと勘かん繰ぐってしまうのだ。

「はい。私も大宮様の美び貌ぼうは、幾度も母から聞かされました」

　得意げに同意する右中将に、明槻は驚かされる。

「それは意外な話だったな。私は中の宮の叔お母ば上うえにお会いしたことはないが、それほど故こ人じんを気にかけてくださっていたとは思いもよらないことだ」

「本当ですよ。大宮様の美しさをコノハナサクヤヒメに喩たとえられ、自分など姉上に比べればイワナガヒメのように取るに足らぬ存在だったと語っておりましたから」

　正月に塔子が、仲の悪い兄きよう弟だい姉し妹まいの例として挙げていた人達である。ここにきていきなり出た記き紀き神しん話わの姉妹に、なんの偶然かと明槻が思っていると、とりわけ年配の殿上人達が回かい顧こするように語りだした。

「イワナガヒメの喩えはもちろんご謙遜でしょうが、大宮様をコノハナサクヤヒメに喩えられるとは、さすが中の宮様は才さい媛えんの誉ほまれ高い御おん方かたでございますな」

「当時、大宮様の美貌は楊よう貴き妃ひや王おう照しよう君くんに喩えられたものでしたが、やはり日本の姫宮様でございますから、そちらのほうが相応ふさわしいかもしれませぬな」

「なによりコノハナサクヤヒメがお産みあそばされた御お子こは、帝へとつながりますし……」

　コノハナサクヤヒメの曾ひ孫まごは初代天てん皇のう・神じん武む帝ていで、東宮である明槻が帝位に即つくことを前ぜん提ていとした発言である。それ自体は気の利きいた喩えだが、明槻は省子の発言そのものに驚いていた。

　人ひと伝づてではあるが、姉妹の間には弾正尹宮だんじよういんのみやとの結婚で確かく執しつがあったと聞いている。

　そのことを知ったときは不ふ謹きん慎しんを承しよう知ちのうえで、弾正尹宮が早そう世せいしたのは天てん罰ばつを受けたのかと思った。そして妹の恋人に言いよられて、それをあっさりと受け入れた母があまりにも彼女らしくて冷えた笑いしか出てこなかった。

　だから省子が、母に対してそんな穏おだやかなことを言うとは思ってもいなかったのだ。

　体てい裁さい上じようしかたがなく言ったのか。あるいは過ぎたこととして水に流してしまったのか。もしくは死んだ人間相手にとやかく言ってもしかたがないと割りきっているのか───。

「コノハナサクヤヒメは妹で、イワナガヒメのほうが姉ですがね」

　耳ではなく頭の中に直接響いたような声にはっとして顔をむけると、杯を傾けた左近衛大将が流し目遣いにこちらを見ていた。

　明槻は用心深く彼の視線を受けとめ、一いつ拍ぱく置いてからうなずいた。

「……そうだな」

「もちろん中の宮様なら、それぐらいのことはご存じでしょうね」

　別に省子でなくとも大たい抵ていの人間が知っていることだろう。なにをいまさらという顔をする明槻に、左近衛大将はくすっと声をたてて笑う。そして周りに聞こえないような、小さな声で言った。

「だから内心では妹である自分のほうこそ、コノハナサクヤヒメになるべきだと思っているのかもしれません」

　明槻は訝いぶかしげな顔をする。自分を咲く花のように美しい佳か人じんに重ねるなど、よほど容よう姿しに自信がなければできないことだ。もちろん思うぶんには自由だが、それを他人に気け取どられたりしては白い目をむけられるだけで、才媛と評判の女性が考えることだとは思えない。

「中の宮の叔母上は、たいそう聡そう明めいな方ではなかったのか？」

　あからさまに容貌のことを指摘もできず、はぐらかしつつ明槻は尋ねた。

「そうですよ。話していてあれほど心こころ躍おどる方はそうおりませんね」

　兄の妻に対してなんとも思わせぶりな発言に、明槻は驚きに目を見開く。

　左近衛大将はひょいと肩をすくめる。

「これは失しつ言げんを。しかし誤解なさらないでください。もともと私は女人という者にあまり興味がないのですよ」

　あまりにもさらりと言われたので、言葉どおり受けとめてよいのか迷った。言われてみれば左近衛大将に正妻の他に妻がいるという話は聞かない。貴き族ぞくの男としては珍しいことだった。だからといって夫ふう婦ふ仲なか睦むつまじいという話もない。

　なぜ？　という表情をする明槻に、はたして左近衛大将は答えた。

「話していて面おも白しろくないからです」

「………」

「別に女人だからということでもないのかもしれません。男にもそのような者は大おお勢ぜいおりますから。打てば響くように自分の考えを理解してくれる相手というのは、男女を問わずなかなか見当たらないものですよ」

　恐ろしく傲ごう慢まんな言い分に明槻は納得した。頭の回転が速い男なので、他人と話すといらいらすることも多いのだろう。してみるとこの男は愛あい想そよい笑顔を浮かべながら、口くち許もとを隠した扇の内側ではいつも相手を馬鹿にしたため息をついているのかもしれない。

「となるとそなたは、たいていの者と話していても面白くないということになるな」

「これは失礼を。もちろん東宮様は別ですよ」

　取ってつけたような言い訳を内心で苦々しく思いながら、この男にそこまで言わせる省子の存在を不ぶ気き味みにも感じた。しかしこうなると、ますます省子が塔子を宴に誘った理由が気になってくる。

「その点で中の宮様は、女人にしておくのはもったいない胆たん力りよくの持ち主ですよ」

　女性に対する褒ほめ言葉として、あまり一般的とも思えぬ〝胆力〟という言葉に明槻は皮ひ肉にくっぽく言った。

「残念だな。そなたがもう少し年長だったら、叔母上はそなたのところに降こう嫁かしていたかもしれぬのにな」

「いえ、いえ」

　苦笑交じりに左近衛大将は扇を揺らした。

「勝手なことを言うようですが、話していて楽しい相手が、必ずしも安らげる相手とはかぎりませんからね。東宮様を前にしてこう申しあげるのもなんですが、私は斎王尚侍さいおうないしのかみと話していると時がたつのを忘れてしまうほど楽しいのですが、話し終えたあとは貴き船ふね神じん社じやの石いし段だんを上のぼったあとのように疲れてしまうのですよ」

「……………」

　どこまで本気か分からぬ台詞せりふを楽しげに語る左近衛大将を、明槻は苦々しい思いで見つめた。もちろんむっとしていたのだが、話したあとどっと疲れるというのは不本意ながら彼も認めざるをえなかった。

　しかしそれでも可か愛わいいと思うのだから、たとえ他の人間がなんと思おうとかまうものか。塔子の素晴らしさは自分だけが分かっていればいいなどと、独どく占せん欲よくが強いのか視し野やが狭いのか分からぬことを考える明槻に、左近衛大将は言葉をつづける。

「どのみち私は三の宮様の件で、完全に中の宮様の勘かん気きに触ふれてしまいましたからね」

　別に本気で降嫁を口にしたわけではないが、言われてみればとうぜんの結果に明槻ははじめて気がついた。大納言や省子が三の宮を冷れい遇ぐうすることは想像していても、仲ちゆう介かいをした左近衛大将に恨うらみを抱いだくことまでは頭が回らなかった。

　この男の発言が真実であれば、摂関家兄弟の仲は完全に決けつ裂れつしたということになりそうだが。

（しかし……）

　明槻は少し先で、笙しようの音にあわせて笏しやく拍びよう子しを鳴らす右中将に目をむける。叔父に対する先刻の親しげな態度からは、両家の軋あつ轢れきなど想像できなかった。もっとも総領息子でありながら熊野の件を知らされていないぐらいだから、よく内情を聞かされていないだけかもしれないが。

「叔父上、いかがですか？」

　一度楽がくが鳴りやんでから、右中将が琵び琶わを持って近づいてきた。

　左近衛大将はちらりと目をむけ、気乗りしないように返した。

「やれやれ。これほど名手が揃そろっている場所で、拙つたない腕を披露するなどそれだけでも気恥ずかしいことなのに、君は私に恥をかかせるつもりかい？」

「そうおっしゃらずに。客人をもてなすお立場として、一曲ぐらいは務つとめでございましょう」

　無む邪じや気きに勧すすめてくる甥おいに、左近衛大将はどこか面めん倒どうくさそうに琵琶を受け取った。

　さぞ心の籠こもらない演奏になるだろうと冷めた気持ちで眺めていると、とつぜん左近衛大将が顔をむけた。

「いかがですか、東宮様もなにかご一緒に」
















　とっさに言葉の意味が分からず、明槻は訝しげな表情をする。ひょっとして合がつ奏そうの誘いかと悟さとったとき、右中将が調子のよい声をあげた。

「倭やまと琴ごとなどいかがですか？　東宮様は当代一の名手とお聞きしておりますが」

「───いや、当代一の御方は登とう花か殿でんの更こう衣いであろう」

　明槻の口から出た篤子の呼称に、右中将は不意をつかれたように目を見開き、次にばつが悪そうに視線をそらした。やはり先刻の〝高貴なお生まれ〟にかんする発言は、こちらの思い過ごしではなかったようだ。

「それではぜひとも、いずれが上か、私どもに判はんじをさせていただけませぬか？」

　そう言った左近衛大将は、返事も待たないまま倭琴をこちらに運ばせている。

「おお、それはよろしゅうございますな」

「東宮様の琴の音を耳にいたしますのは、昨年の曲きよく水すいの宴えん以来でしょうか」

　僅わずかにぎこちなくなった空気を吹き飛ばそうとするように、やけに明るい声音で殿上人達が賛同する。その中で右中将はあからさまに安堵した表情を浮かべていた。左近衛大将にそのつもりがあったのかどうかは不明だが、右中将からすると助け船を出してもらった気持ちだろう。

　すぐ目の前に琴を置かれてはもはや断ることもできず、空気を悪くするのも望むところではない。いずれにしろ固こ辞じする理由はないので、明槻は家か人じんから琴こと軌さきを受け取った。

「では、なにを？」

「東宮様のお望みのもので。私はいつだってあわせますよ」

　明槻は弦げんを鳴らしていた手を止め、隣の左近衛大将を見る。

「ずいぶんと間ま口ぐちが広いのだな」

「下へ手たの横好きというやつでございますが、もし東宮様がお望みでしたら、なんなりとお申しつけください」

　そう言って左近衛大将は、琵琶の弦をぽろんとかき鳴らした。
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　翌朝、身み支じ度たくをすませてから塔とう子こは東とう宮ぐう御ご所しよにむかった。

　簀すの子こから声をかけると、あらかじめ訪問を知らせていたこともあり、梨なし壺つぼの女によう官かんはすぐに妻つま戸どを開けてくれた。

「東宮様は、昨夜は遅いお帰りだったの？」

　塔子の問いに女官はうなずいた。昨夜遅くになっても明あか槻つきは戻ってこず、塔子は彼を訪ねることができなかったのだ。

　宴うたげがよほど盛りあがったのか、あるいはなにかこみ入った話でもあったのかと、想像を巡めぐらせつつ御み簾すをくぐり抜けて母おも屋やにあがった塔子はそこで足を止めた。

「ああ、いらっしゃい。こちらからお訪ねしようと思っていたところでした」

　顔をあげた明槻は、小ぶりな琴ことを膝ひざに載せていた。黒の漆うるし塗ぬりの胴全体に、蝶ちようや牡ぼ丹たんの花を模もした螺ら鈿でん細ざい工くが施ほどこしてある豪華な品だ。倭やまと琴ごとや筝そうの琴と比べるとずいぶん小さな楽器に、塔子は一度目を瞬まばたかせてからはっと気づく。

「ひょっとして、それ七しち絃げん琴きん？」

「そうですよ。よくご存じでしたね」

　さらりと明槻は答えた。いまはほとんど弾ひく者もいないという古楽器の形体は、話に聞いたことはあったが実際に目にしたのははじめてだった。塔子は円まるい大きな瞳ひとみを好こう奇き心しんに輝かせ、明槻の傍そばにぺたりと座りこんだ。

「きれいな細工ね。これ弾けるの？」

　新にい嘗なめ祭さいのおり縋すが子こが、明槻は舞まいと奏そう楽がくにかんしてはかなりの腕前だと言っていた。もちろんそのあとに「和わ歌かと手しゆ蹟せきは残念」と付け加えることを忘れなかったが、実際目にした舞はたいしたものであった。

　しかも七絃琴は奏法が複雑で、近年では弾く者もほとんどいないという事実上廃はい絶ぜつした楽器だったから、こうして目の前にあるのなら是ぜ非ひとも聞いてみたいと思ったのだ。

　塔子の問いに明槻は首を横に振った。

「人に聞かせるほどの腕前ではありませんよ。ですが昨夜、思いがけない形で倭琴を弾きましたのでね。この琴の存在も思いだして、久しぶりに出してみたところでした」

　そう言って明槻は膝から琴を下ろした。弾いてくれるのかと思っていたので、ちょっとがっかりしてしまった。

「琴を弾いたって、左さ近こん衛えの大だい将しようのところで？」

「ええ。むこうが琵び琶わを弾いて合がつ奏そうまでしましたよ」

　露ろ骨こつに顔をしかめる塔子に、明槻は皮ひ肉にくっぽく告げる。

「とんだ茶ちや番ばん劇げきでしたが、行っただけの収穫はありましたよ」

「なに？」

「左近衛大将が忠告してくれました。中なかの宮みやには油ゆ断だんするなと」

　塔子は息を吞のんだ。

　同じことを塔子も左近衛大将から聞かされている。中の宮は油断がならないと。

「ど、どういうこと？」

「それは私にも分かりません。ですが熊くま野のの一件にかんしては、どうも中の宮は知らされていないようです」

　明槻は大だい納な言ごんの嫡ちやく子しである右う中ちゆう将じようが、熊野の件を知らなかったことを告げ、そこから鑑かんがみて北きたの方かたである省しよう子こも知らないだろうと説明した。

　意外な事実に塔子は耳を疑う。熊野の一件を省子が知らないというのなら、和わ解かいという目的はありえなくなってくる。

「じゃあ私を招待したのは、苑その子こ様を入じゆ内だいさせられなかったことに対する詫わびなの？」

「その件に関して、自分達に非があるとあちらが考えていると思いますか？」

　もっともなことを明槻は言った。確かに数年越しで入内をかわされつづけてきた相手から、他の男と結婚したことを非ひ難なんされる謂いわれはない。百歩譲ゆずってその件を詫びたいと思っているのなら、詫びる相手は塔子ではなく明槻だ。

「だとしたら中の宮様の目的は、私自身ということ？」

「断定はできませんが、あなたとなんらかのつながりを持ちたかったと考えるほうが普通でしょうね」

「どうして？　なんの得にもならないでしょうに」

「普通に考えればおかしな話です。だからこそ良きにしろ悪あしきにしろ、なんらかの目的はあるのでしょう。なにしろ中の宮はあの左近衛大将が油断するなというぐらいの人物ですから」

　そう言ったときの明槻は、なにを思いだしたのかひどく忌いま々いましそうだった。

「左近衛大将に、なにを言われたの？」

「中の宮はコノハナサクヤヒメになりたがっている」

「は？」

　意味はもちろん分からなかったが、偶然に塔子は驚いた。雪掌侍ゆきのないしのじようから弾正尹宮だんじよういんのみやとの結婚で生しようじた榠めい子こと省子の姉し妹まいの確かく執しつを聞かされたとき、塔子はイワナガヒメとコノハナサクヤヒメ姉妹の悲話を思いだしたのだ。

「そりゃあ、女の人ならたいていは美人になりたいと思うわよ」

　それでも塔子が無ぶ難なんに応じると、明槻は思いだしたようにつぶやいた。

「ちがった。なりたがっているではなく、なるべきだと思っている、でした」

「………」

「まあ、同じようなものですけど」

　たいしたことはないように明槻は言ったが、塔子はその言い回しがやけに引っかかった。

　コノハナサクヤヒメのような美女になりたいと望むことは、大たい抵ていの女によ人にんに共通するだろうが、なるべきだと思っているというのはあきらかに不自然な願いだ。言葉尻じりを間違えただけということも考えられるが、あの左近衛大将が口にしたのだと思うと、どうしても別の意図があるように思えてしまう。

　とはいえいまここでいろいろ考えてもしかたがないので、塔子は話題を元に戻した。

「では左近衛大将の邸に行った収穫というのは、中の宮様のことなの？」

「それだけではありません。あなたには残念な話ですが、彼とはしばらく付きあっていかなければならないようです」

　かなりうんざりしたように明槻が言ったので、彼というのが左近衛大将を指しているのだとすぐに分かった。塔子はあからさまに顔をしかめはしたが、それでも熊野で明槻が言った〝この国はまだ藤とう家けの力抜きに動かせない〟という言葉は覚えていたので、それ以上に不満なようすは見せないようにした。

　左近衛大将自身も省子に敵てき視しされているように言っていたから、そのために一時的にでも明槻と手を結ぶつもりでいるのだろうか。ならば彼にとって省子は明槻よりも厄やつ介かいな相手で、同じことを明槻も思ったということなのか。

「中の宮様はそれほど油断ならない方なのかしら？」

　天てん敵てきでもある左近衛大将と共きよう闘とうしなければならないほどに───そんな疑問をこめて目をむけるが、明槻にはあまりかまえたふうもなかった。

「中の宮にかんしては、しばらく様子を見るしかありませんね。まあどちらを味方にするにしても、摂せつ関かん一族の内ない紛ふんは私にとっては好こう都つ合ごうですから」

　現段階ではこれ以上言えることはないというように、明槻は話を終わらせた。

　釈しやく然ぜんとしないものは残ったが、おそらく彼の言うとおりなのだろう。追つい及きゆうを諦あきらめた塔子は、ここに来た最初の目的に話題を切り替えることにした。

　射じや礼らいの夜から延ばし延ばしになっている質問だ。

　三さんの宮みやに対してなぜあれほど激げき怒どしたのか？　もちろん表面上明槻は冷静さを保たもっていたので、そんなふうに訊きくわけにもいかず、しごく単純な言葉を口にする。

「じゃあ、三の宮様の件はどうするの？」

「え？」

「実は昨日、二にの宮みや様から文ふみが届いたのよ」

「二の宮？」

「誤解しないでね、変なことじゃないわよ」

　不ふ審しんげに眉まゆをよせた明槻に、即行で塔子は言い返した。

「直なお霧ぎりさんの家で会ったとき、三の宮様をなだめてもらうようにお願いしたの。だけど射礼のあとは怒って手がつけられなかったから、もう少し待ってほしいと……」

「私もそうするのがいちばんだと思いますよ」

　塔子に最後まで語らせず、にべもなく明槻は言った。

　発言を遮さえぎられた塔子は不ふ服ふくげな眼まな差ざしをむけたが、かまわず明槻は語りつづける。

「誰にかぎらずですが、頭に血が上のぼっているときにはなにを言っても無む駄だです。特に三の宮のような気き性しようではなおさらでしょう」

　二の宮の考えに同意するように言ってはいるが、冷ややかな物言いから三の宮に対する思いやりが天と地ほどにもちがうことは明めい白はくだった。

　もちろん事実上他人に等しい異い母ぼ兄けいと、同どう母ぼ兄けいを同じに考えることはできないが、明槻は他人に対して思いやりのない人間ではけしてない。だというのに、この三の宮に対する冷たさはどういうことだ。少なくとも射礼の日までは、他の者と変わらぬように思いやりを見せていたのに。

「で、でも……」

　塔子の反論を拒きよ絶ぜつするかのように、明槻は膝に置いた琴に目を落としてしまった。

　もはやなにも聞く耳は持たないといった態度に、塔子はむっとする。

（もう！　なんなの、この人）

　明槻のこういう部分は重じゆう々じゆう承しよう知ちしていたが、ここまで依い怙こ地じだと手の施ほどこしようがない。理由を聞き出せないのなら戻ってしまおうかと、反発から塔子は立ちあがりかけた。しかしぽろんぽろんと響いてきた七絃琴の音ね色いろに、不覚にも耳を奪われてしまう。

　題目は不明だが、唐とう風ふうのごく短い旋せん律りつを明槻は奏かなでていた。音色は倭琴より重く、人の声に近い音域だった。七絃琴は天てん平ぴよう時代に唐から伝来した楽器で、中国では君子の楽器とも言われていたそうだ。

　実は塔子は明槻が楽を奏でるのを聞いたことがなかった。東宮職がなにかと忙しいことがいちばんの理由だが、もともと彼自身が人前でいろいろ披ひ露ろうしたがる性格ではない。新嘗祭に披露した『蘭らん陵りよう王おう』も、縋子に無理やり強きよう制せいされたというのが実じつ情じようだった。

　もの珍しさから、立ちあがりかけていたはずなのについつい腰を据すえて耳を傾けてしまう。いつしか目を輝かせて聞き入っていた塔子に、指を止め、申し訳なさそうに明槻は言った。

「私が弾けるのは、せいぜいこの程度です」

「ううん、素敵な曲だわ。唐楽かしら？」

　すっかり機き嫌げんを直した塔子に、どこかほっとしたように明槻は答えた。

「そうですよ。あなたも弾いてみませんか？」

　一瞬なんのことかと思ったが、すぐに自分に琴を勧すすめているのだと分かった。

「無茶言わないでよ。筝そうも倭琴も人並み以下にしか弾けないのに、まして七絃琴だなんて、猿さるに漢かん文ぶんを書かせるようなものよ」

「………胸を張って言うことですか？」

　訳の分からぬ喩たとえに呆れたように言う明槻のむかい側で、塔子は自分の言葉を証明しようとするように弦をはじいた。もちろんぽろんとこぼれ出る音色は、鳴らすだけなら誰がやっても同じ美しい響きだった。

「落ち着いた音色よね」

　素直な感想を述のべた塔子に、明槻はうなずく。

「私がもっと弾けるとよいのですが、あまりうまくないのでつい遠のいてしまって……他の者に譲るにしても、七絃琴を弾ける者など心当たりがなくて。誰かが弾かないとせっかくの名めい器きも傷いたんでいくばかりなので、気にはしているのですが」

「名器？」

「この楽器は玄げん宗そう皇こう帝てい時代の唐から渡ってきたものらしいですよ」

　塔子はびくっとして、伸ばした手を引いた。

「あ、危ない。うっかりまた弾いてしまうところだったわ」

「別にいいですよ、弾いても」

　気楽に答えた明槻に、塔子は抗こう議ぎの声をあげる。

「だ、だって玄宗皇帝の───」

「玄宗皇帝の時代です。皇帝が作らせた品でも、楊よう貴き妃ひが奏でた品でもありません」

「そ、そりゃ、そうかもしれないけど、輸入物で年代物じゃない」

「楽器も着物や邸やしきと一緒で、ほどほどに人の手が触れなければ傷みが早いものですよ。そもそもそんな大切なものなら、誰かに譲ろうなどと言いませんよ」

　そういえば先刻、もっとうまく弾ける者がいるのなら譲りたいと言っていた。確かに玄宗皇帝や楊貴妃縁ゆかりの品であれば、そんなことは口にしないだろう。

　少しばかり気抜けしていると、明槻は琴のむきを変えて置き直した。

　きょとんとする塔子を前に明槻は立ちあがり、背後に回って腰を下ろした。そして背中に覆おおいかぶさるようにして右手を取ると、塔子の指先を弦に導みちびいた。

「左手は私がやりますから、右手でなにか弾いてごらんなさい」

　弾くなどと一言も言っていないのに、とうぜんのように明槻は事を進めようとする。

　この人のこういうところは大分慣れたつもりだったが、それでも予告なしにこれほど接近されると戸と惑まどってしまう。

「は、はあ……」

　たじろぎながら塔子は返事をする。対照的に指導する明槻の声音は落ち着いていた。

　肩の上から語りつづけられ、耳の後ろや首くび筋すじに彼の息が吹きかかる。広い胸と温かい体温を背中全体に感じて、塔子はやけに緊きん張ちようした。

（ち、ちょっと、いまさらこれぐらいでなにを動揺しているのよ！　もう一線越えてしまっているっていうのに！）

　相変わらず盛せい大だいな誤解をしたままの塔子は、身も蓋ふたもない理由で落ち着くように自分に言い聞かせた。

　いっぽう明槻は、塔子の動揺など知らずに平然と指示を下す。

「肩に力が入りすぎていますよ。もっと自然に」

　誘導されるままに短い旋律を弾くと、明槻は右肩のむこうからのぞきこむようにひょいと顔を出し「そうそう、なかなか筋がいいですよ」などと、やけに上機嫌に言った。

「いいわけないと思うけど……」

「ご謙けん遜そんを。噓うそだと思うのなら、この琴をお持ちになりなさい。あなたの筋ならうまく弾けるようになるかもしれませんよ」

「こ、これを!!」

　引きつった声をあげた塔子は勢いのまま振り返ったので、背後からのぞきこんでいた明槻と目をあわせた。おたがいの顔が影になるほどの至し近きん距きよ離りに、塔子は瞬まばたきも忘れてまじまじと彼の顔を凝ぎよう視しする。

「……ええ、どうぞ」

　気け圧おされたのか、戸と惑まどいがちに答えた明槻の吐はく息が頰ほおをかすめた。距離をあらためて認にん識しきし、心臓が大きく跳ねる。

「で、でもっ……」

　なにか口走りかけた声が不自然に裏返り、明槻は訝いぶかしげな表情をする。その反応に全身の血液が集まったように、かっと頰が熱くなった。

　どう映ったのか、明槻は目を円まるくして塔子を見下ろした。

（う、うわっ、なんて声！　ていうか顔っ！）

　赤くなっていることは鏡など見ずとも分かる。恥ずかしさから居たたまれなくなる塔子の前で、明槻がふっと口許をほころばせた。

　え？　と思った瞬間、頭から覆いかぶさるようにしてぎゅっと抱きしめられた。なにが起きたのか認識するより先に、頭の上で明槻が声をあげて笑いだした。

「ああ、もう……本当、可か愛わいいなあ」

「!!」

　明槻の物言いは赤あか子ごか猫ねこに対するかのようで、けしてあだめいたものではなかった。とはいえ、こんなことを面とむかって（？）言われて動揺しないわけがない。

　猛もう烈れつにあたふたする塔子だったが、すっぽりと腕の中に収められていては身動きも取れない。しかも明槻のほうにはこれといった意図がないようで、まるで子供にじゃれつくように、塔子を抱かかえこんだまま無む邪じや気きに笑いつづけている。照れくさいのと少々悔くやしい思いが重なり、塔子は彼の腕の中で縮こまっていた。

　少しして笑い声が途と絶だえ、明槻は自然と腕を緩ゆるめた。

　どうにも複雑な気持ちのまま、少し距離を取ってから塔子は言った。

「お持ちなさいって言われても、こんな立りつ派ぱな楽器、とても弾きこなせないわよ」

「いいんですよ、ときどき鳴らしてくれるだけで。それだけで楽器が傷みにくくなりますから」

　気軽に明槻は言う。だからといって自分などに預けては宝の持もち腐ぐされという気がしないでもないが、この楽器を弾ける人間がほとんどいないというのなら、誰が持っていたところで同じようなものなのだろう。それにこんな美しい楽器なら、装そう飾しよく品ひんとしても目を楽しませてくれそうだ。細やかできらめく螺鈿細工に、塔子はそんなことを考えた。

「それじゃあ、預かるわ。でも弾けるようになるなんて期待しないでね」

　念押ししつつ言うと、明槻は苦く笑しよう交まじりに返した。

「古こ事じ記きの写しの片かた手て間まに鳴らしてくれたら、それでいいですよ」
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　それから二、三日はなにごともなく過ぎた。

　文字どおり本当になにごともなく過ぎたので、塔とう子こはたいへんに戸と惑まどっていた。

　射じや礼らいの夜、明あか槻つきとあんなことになったというのに一いつ切さい覚えていない。そんな最低の事じ態たいに対して早々に挽ばん回かい（？）しなければと意気込んでいた。

　だというのに、あれから一度もそういうことにならないのだ。

　ようするに夜のお召めしも、お渡りも一切ないのである。

　賭のり弓ゆみを最後に睦む月つきの行事はひと段だん落らくし、ようやく一息つけるようになった。そのためなのか明槻は以前に比べて頻ひん繁ぱんに渡ってくるようになり、会う時間は格かく段だんに増えたのだが、夜になると必ず東とう宮ぐう御ご所しよに戻ってしまうのだ。

　最初はほっとしていたが、三、四回と繰り返されるとさすがに不安になってくる。

（どうして？　もしかしてあの夜に、よほどまずいことをやらかしたとか……）

　それで幻げん滅めつされてしまったのではあるまいか。確かに粗そ忽こつ者もので、御所の常識に疎うとい自分ならば十分ありうることだ。具体的にどういうことがまずいことなのかも分からぬくせに、塔子は自分が失しつ態たいを演じたにちがいないと確信していた。もちろん女によう官かん達も訝いぶかしがっているようだが、事が事だけにあれこれ詮せん索さくしようとはしなかった。

　そんな日々が数日つづいたある日の昼下がり、直なお霧ぎりの妹・万ま結ゆが訪ねてきた。

　塔子は御み簾すをあげさせて、廂ひさしまで彼女を招きよせた。白びやく藍らんの唐から衣ぎぬに若わか草くさ重がさね（表おもて淡うす青あお・裏うら濃こき青あお）の表うわ衣ぎを重ねた万結は凜りんとして華やかで、年ねん齢れいに似つかわしくないほど落ち着きはらって見えた。

「どうなさったの、御所においでになるなんて」

　御所の中で久しぶりに若い女によ人にんを見た気がする。こう言っては他の女官達に悪いが、やはり華やぐものである。

「明日の内ない宴えんに女官の手が足りぬということで、東宮様の命めいでお手伝いにあがりました。ひとまず尚侍ないしのかみのもとに行くよう、雪掌侍ゆきのないしのじようから仰おおせつかりましたので」

「ああ……」

　塔子は納得した。正月儀ぎ式しきがひと段落ついたころ、帝みかど主しゆ催さいの私的な宴が催もよおされることが恒こう例れいとなっていた。女官の絶対数が不足している現状で、万結にまで声がかかることになったのだろう。万結は東宮の乳ち兄きよう妹だいで見み端ばもよい。なにより気立てがしっかりしているので、女官にはうってつけの人材だ。

　後こう宮きゆうの運営は事実上三掌侍が取り仕切っているが、名ばかりとはいえもっとも高位の女官である塔子の顔を立ててくれたのだろう。

「ありがとう、それで挨あい拶さつに来てくれたのね」

「こちらこそありがとうございました。先日、兄がお世話になったそうですね」

　一瞬なんのことかと思ったが、すぐに射礼の夜のことだと察さつした。しかしあれは世話をしたというより、むしろこちらが世話をかけた事じ態たいだった。それでなくとも直霧には日ごろから迷めい惑わくをかけているので、たかがそれしきのことで礼を言われると恐きよう縮しゆくしてしまう。

　ひとまず塔子は万結が今こ宵よいを過ごすための局つぼねを麗れい景けい殿でんの一角に用意させ、細かいことは三掌侍の指示を仰ぐように告げた。身の回りの品を整理するために万結が退たい席せきしてから、側そばに控ひかえていた女官が尋ねた。

「あれが近ごろ殿との方がたの間で評判の、東宮様の乳兄妹の娘ですか？」

「そうよ。昨年の五ご節せちの舞まい姫ひめを務つとめた人よ」

「さすがに美しい娘ですね。尚侍はいつ彼女と面めん識しきを持たれたのですか？」

　塔子はぎくりとする。直霧の家に行ったなどと言えば、なぜ？　という話になりかねない。それだけなら取りつくろうこともできるが、二にの宮みやの件もあるので追つい及きゆうされると厄やつ介かいだ。どう誤ご魔ま化かそうかと悩んでいると、別の女官が苑その子こからだと言って文ふみを持ってきた。ほんのりと香りたつ満開の白はく梅ばいの枝に、地じ紋もんを摺すり出した白の薄うす様ようを結びつけてある。助かったとばかりに文を受け取った塔子だが、一読して表情を硬かたくする。

　塔子は懐ふところに文を押しこんで二に階かい厨ず子しのところまで行き、上段に載せていた七しち絃げん琴きんをつかんで脇わきに抱かかえこんだ。

「ちょっと琴ことの練習と花見を兼かねて、梅うめ壺つぼまで行ってきます」

　なにごとかという顔をする女官達に宣言するように言うと、塔子は麗れい景けい殿でんを飛び出した。

　渡わた殿どのを通り、複数の殿でん舎しやの簀すの子こを早足で抜ける。妃きさき不在の御所は無人の殿舎ばかりで、このようにうろついてもさして人ひと目めにつくこともない。

　藤ふじ壺つぼ（飛ひ香ぎよう舎しや）を抜けてたどり着いた梅壺（凝ぎよう華か舎しや）の庭は、その名の由ゆ来らいとなった白梅が満開となっていた。少し遅れて開く紅こう梅ばいはまだ五ご、六ろく部ぶ咲ざきといったところだが、あたりには甘い香りがただよい、どこからか春告鳥うぐいすの鳴き声が聞こえてきた。

　息を整えながら、塔子はぺたりと簀子に腰を下ろした。住む人のいない殿舎の格こう子しはすべて下ろされており、廂ひさしにあがることはできなかった。こんな場所で人目につく心配もないだろうとは思うが、それでも一応琴を前に置いて弾ひくふりだけはすることにした。

　花見はともかく琴の練習という言い訳をなぜ女官が信じたのかというと、先日の明槻との一件以来、塔子がときどき不在の殿舎に足を運んで琴を鳴らしていたからだった。

　麗景殿で稽けい古こをして、自分の拙つたない音ね色いろを周りに聞かれることは恥ずかしかった。弾ける者がほとんどいないのだから気にする必要はないと明槻は言うが、聞かれる側からするとそういう問題ではない。

　とはいえ今回梅壺まで足を延のばした理由は、もちろん琴の練習のためではなかった。塔子は懐に差しこんでいた苑子からの文を取り出した。

「ああ、もう………」

　間を取ってもう一度薄様に目を落としても、ため息しか出てこなかった。

　文の前半には、先日塔子が出した返信への礼や季節の話題が記されていた。しかし後半は、相変わらず三さんの宮みやの訪れがないことへの不安が切せつ々せつとつづられていたのだ。

　射礼の夜から十日あまり過ぎたが、やはり三の宮の機き嫌げんは直っていないようだ。というよりこうなると、すでに苑子と別れる決意を固めているとみたほうがよいのかもしれない。

「困ったな、どうお慰なぐさめしたらいいのかしら？」

　文を膝ひざの上に置き、途と方ほうに暮れたまま塔子は空を仰あおいだ。

　雨う水すいに入り、昼の寒かん気きはずいぶんと緩ゆるんでいた。薄うす縹はなだの空を背景に満開の白梅と五分咲きの紅梅が細い枝を伸ばし、木々や花の間を薄うす緑みどりの目め白じろが飛び交かっている。

　どうにもよい言葉は思い浮かばない。ここまで知っていて無責任に〝大丈夫〟などと励ますこともできない。かといって三の宮のことは諦あきらめたほうがよいなどと、長年の親友でもあるまいし言えるわけがない。親友であれば多少喧けん嘩かになったって、あんな男はやめたほうがいいと説得するだろうが、いくら好こう意いを持っていても苑子とはそんなふうに言える関係にはない。

　それにしても三の宮は、やはりたわむれのつもりで苑子に近づいたのだろうか？

　だとしたら、なぜ結婚に至るまで何度も通いつづけたのだろう。一度の逢おう瀬せでやめておけば、事じ態たいはこれほどこじれなかっただろうに。

「なにを考えているのかしら……」

　ぽつりとつぶやいてから、塔子はがっくりと肩を落とした。

　誠せい意いのない相手など、こちらから切ったほうがいい。理り屈くつでは分かっているが、苑子の真しん摯しな思いを知っているだけに割りきれない。関係を結んでからも三の宮がずっと通いつづけたことは、やはり苑子に対する愛の証あかしだと考えたいと思っている。

　三の宮に直接気持ちを訊きけるとよいのだが、現状ではとても無理だろう。まして塔子は先日の射礼の夜にやらかしている。あれで三の宮の怒りの火に油をそそいだことは確実だった。頼みの綱つなは二にの宮みやだが、もう少し待ってほしいという文をもらってからまだ数日しかたっていない。

「う～～っ、なんてお返事を書いたらいいのかしら」

　塔子は頭を抱かかえこみ、恨うらめしげに膝に置いた文を見下ろした。しかしいくら考えてもよい言葉は思い浮かばない。諦めて文を横に置き、気分転てん換かんに琴を引きよせた。

　ぽろんぽろんと爪つま弾びいているさなか、一いち陣じんの風が吹いてきた。

「あ！」

　ひらひらと蝶ちようのように舞いあがった薄様は、同じようにゆっくりと白梅の根元に落ちた。

　取りにいこうと腰を浮かしかけた塔子だったが、それより先に歩みよってきた人物が薄様を拾いあげる。扇おうぎで自分の顔を隠すより先に、相手が誰なのかを確認するほうに考えが働き、塔子はぱっと顔をあげた。

　満開の白梅の傍そばに立っていたのは、まさかの二の宮だった。

　黄き浅あさ緑みどりの直衣のうしに身を包つつんだ美び貌ぼうの青年は、なんだろうというように薄様を広げかけた。

「だ、駄だ目め。見ないでください！」

　あわてて叫ぶと、はじめて二の宮は塔子の存在に気づいたようだった。

　彼は開かずの殿舎（？）にいた尚侍に、物ものの怪けでも見つけたような表情をする。

「……斎さい王おう尚侍ないしのかみ？」

「拾ってくださってありがとうございます。ですが中は読まないでください」

　塔子は立ちあがり階きざはしのところまで進んだが、階かい下かには草ぞう履りもなにも置いてなかった。使っていない殿舎では、雑ぞう仕し女めも履はき物ものを用意したりはしないだろう。

　途と方ほうに暮れるさまをどう思ったのか、二の宮はにやにやしつつ薄様を口くち許もとで揺らす。

「これはずいぶんと秘ひ密みつ主しゆ義ぎな。よもや東宮からの恋こい文ぶみですか？」

「東宮様がそんな自みずからを貶おとしめるような真ま似ねをなさるはずがないでしょう」

　思いっきりな勢いで断だん言げんをすると、二の宮は揺らしていた薄様を頰ほおから少し離したまま固まった。明槻の手の施ほどこしようがない悪あく筆ひつはもはや周しゆう知ちの事実だったが、ここまで容よう赦しやなく言いきった人間は、縋すが子こ以外にはいないだろう。

「それは大だい納な言ごんの二にの姫ひめ様からのお文です」

　苑子の呼こ称しように二の宮ははっとしたような表情で、手元の文に目をむける。

「駄目です、見ないでください」

　塔子はもう一度声をあげる。叱しつ責せきというほどではないがつづけざまにたしなめられ、さすがに二の宮もいくらか興きよう醒ざめしたように言い返す。

「彼女からの文でしたら、私の弟のことが書いてあるのではないのですか？」

「そうです。ですからその文には苑子様の悩み事や不安がつづられております。そのような文を第三者に見せてよいものではありません」

　一息に語り終えてから目をむけると、二の宮は気け圧おされたように塔子を見ていた。

　言い過ぎたかと恐きよう縮しゆくしたが、いまさらあとの祭りである。塔子はぺこりと頭を下げた。

「無ぶ礼れいを申しあげました。私は履物を持っておりませんので、どうぞその梅の枝に結びつけてください。あとで他の者を取りにやらせますから」

　宮様に持ってこさせるのも申し訳ないと思って言うと、二の宮は折りたたんだ薄様を枝にかける仕草をしてみせた。

　実際には人を呼ぶまでもない。彼が行ってしまったら足た袋び裸足はだしで下りてしまおう。人目はないし、ほんの短い時間だからかまうものかと塔子が考えていると、とつぜん二の宮が呼びかけた。

「斎王尚侍」

「はい？」

「履物がないのでしたら、私が東宮のように抱えて、こちらまで連れてきてさしあげましょうか」

「……!?　け、けっこうです」

　動どう揺ようで裏返ってしまった声に、二の宮は身をよじらせて笑いだした。

　拍ひよう子し抜け半分、怒り半分で塔子は恨うらめしげに二の宮を見下ろした。明槻から高こう欄らんに抱えあげられたことは、間違いなく三の宮から聞かされたのだろう。

　冗じよう談だんにいちいち真面目に反応するから、こんなふうにからかわれるのかもしれない。理り不ふ尽じんに感じながらも、塔子は一応反省する。

　笑いが収まってから、二の宮はこちらに近づいてきた。

　高欄越しに塔子とむきあうと、彼は薄様を差し出して言った。

「これをお渡しする代わりに、ひとつお願いを聞いていただけますか？」

「……お願い？」

「先ほど鳴らしておられた琴を、私にも弾かせてください」

　思いがけない頼みに塔子は意表をつかれた気持ちで、二の宮を見下ろす。

　彼は意外なほど真面目な面おも持もちで尋ねた。

「あの音は、七絃琴でしょう」

「お分かりになるのですか？」

「ええ。音色からするとなかなかの名器のようですね」

「私には分かりかねますが、意い匠しようは素晴らしいものです」

　そう答えてから塔子は、琴を高欄越しに差しだした。

「どうぞ」

　高欄を挟んでいれば、先日のようなことは起こるまい。この宮は思ったよりも誠実で頼りになる人だとは思うが、それとこれとは別問題だ。はたして二の宮は、存外なほどあっさりと薄様を差し出した。塔子はそれを受け取り、引き替えのように琴を渡した。

「これは、確かに見事な意匠ですね」

　胴全体に螺ら鈿でん細ざい工くを施した琴を、惚ほれ惚ぼれと二の宮は眺めていた。やがて彼は簀子沿いに足を進め、階の中ほどに腰を下ろした。

　一、二度爪つま弾びいたあと、二の宮は七絃琴を奏ではじめた。

　素しろ人うとの耳にも分かる、達たつ者しやな調べだった。

　いまもどこからか聞こえてくる春告鳥の鳴き声のように、ひとつひとつの音階がなめらかにつながり、澄すんでいるのに重みがある。いまの時代では弾ける者はほとんどいないという琴を、二の宮はまるで呼吸でもするようにやすやすと奏じていた。

（これは、もはや名手の域いきといってもいいんじゃ……）

　簀子に立ち尽くし、二の宮が奏でる音色に聞き入ってしまう。琴の音を聞き分ける耳など持たない塔子だが、情じよう緒ちよ深ぶかい音色は相手を問わず聞く者を引きこんでゆく。

　しかし渡殿の方向から聞こえてきた衣きぬ擦ずれの音が、塔子を物思いから立ち返らせた。

　見ると簀子の角に万結が立っていた。一度塔子と目をあわせたあと、万結は階にいる二の宮を一いち瞥べつする。演奏を邪じや魔ましないようにとの思いから、塔子は人差し指で唇くちびるを押さえて見せた。察さつしたのかどうかは不明だが、万結は表情を変えないまま黙って塔子の傍に歩みよった。

「どうしたの？」

　小声で尋ねると、万結は手にしていた水すい仙せんを差し出した。高こう雅がな香りを放つ黄金こがね色いろの花には、鳥とりの子こ色いろと淡たん黄おうの薄様を二枚重ねて結びつけてあった。

　今日はよく文が届く日だと思いながら受け取ったとき、琴の音がやんだ。

「ありがとうございました。思ったとおり素晴らしい楽器でした」

　二の宮は沓くつを脱ぎ、琴を持って階をあがってきた。

　受け取ろうとした塔子の前に、素早く万結が出てささやく。

「私が受け取ってまいります」

　有う無むを言わせぬ物言いに、塔子ははっと気づく。

　たとえ双そう方ほうにその気がなくても、どこに人目があるのか分からない。うっかり行こうとした自分は、東宮妃候こう補ほとしてやはり浅はかなのだと反省する。

　それにしても驚くべきは万結の聡そう明めいさだ。正式な女によう官かんでもなく、お手伝いに参じているだけの若い娘とは思えぬ気の回しようだ。

　塔子に背を見せて前に出た万結に、むかい側で二の宮は〝あれ〟という表情をする。

　直霧の家を訪ねたとき、彼は万結と顔をあわせている。

「あなたはたしか………」

　しかし二の宮は、言いかけた途中でぎょっとしたように言葉を詰まらせた。なにごとかと横から万結の顔をのぞきこんだ塔子は、二の宮同様ぎょっとする。
















　二の宮を見る万結の表情が、それはもう蛇だ蝎かつでも見るかのように冷ややかなものだったからだ。なまじ美少女なだけに、すさまじいまでの迫力だった。ひょっとして二の宮が俗ぞく世せにいたときに、たわむれに恋を仕し掛かけてしまった相手なのではと疑ったほどだ。

「……せ、先日は世話になったね」

　親しん王のうの意地なのか男の沽こ券けんなのか、ひとまず穏やかに二の宮は言った。この発言からすると、かつて恋仲だったという線はなさそうだ。となると純粋に男嫌いだからなのか、あるいは男嫌いの本ほん能のうで、目の前の二の宮を〝女の敵〟だと見抜いたのか。

「いいえ、行き届かずに失礼いたしました。お琴をお預かりいたします」

　言葉だけは丁てい寧ねいだがまったく心の籠こもっていない挨あい拶さつに、二の宮はぼう然としたまま琴を手渡した。おそらく彼は、女人からこのような扱いを受けたのははじめてのことなのだろう。女官達はもちろん、大納言邸に集まっていた女人達もあれほど黄色い声をあげていた胡こ蝶ちようの宮みやに対して、この若さでたいしたものである。

　琴を手にした万結が戻ってくると、場を取り持つ気持ちで塔子は言った。

「二の宮様は、なぜ御所においでになられたのですか？」

「あ、ああ……」

　まだ動揺が冷めやらぬよう、ぎこちなく二の宮は反応する。

　いっぽうの塔子は完全に冷静さを取り戻していた。考えてみれば二の宮にまだ訊きたいことがあったから、万結がこの場に来てくれたことは幸いだった。

「もう少し、ここに居てくれる？」

　二の宮に聞こえないような小声でささやくと、意図を察したのか万結はうなずいた。

　二の宮はなんとか気を取り直したのか、ようやく塔子の問いに答えた。

「本当は父院と母上の御お顔かおを拝はいしに三さん条じように伺う予定だったのですが、ここの梅がそろそろ見ごろだろうと思って足を延ばしてみただけです。あらかじめ連絡を入れたりするといろいろと大おお仰ぎようになりますのでね」

　確かに人目を避さけて御所の庭に入るなど、ここで生まれ育った人間であれば造ぞう作さもないことだろう。

「そうですか。ならばお急ぎのことかと思いますが、ひとつお尋ねしてもよろしいでしょうか？」

「弟の件ですか？」

「はい」

　塔子は素直にうなずいた。

「三の宮様は、なぜ苑子様に求きゆう愛あいなされたのですか？」

　単たん刀とう直ちよく入にゆうな問いに、二の宮は答えに窮きゆうしたように黙りこんだ。塔子はじっと二の宮の返答を待った。いくら弟であろうと、自分以外の人間の真意など分かるはずがない。それでもこの鋭するどい人であれば、きっとなにかを感じ取っているはずだと塔子は思ったのだ。

「───残念ながら」

　ため息交まじりに二の宮は言った。

「恋ではなく、意地だったのでしょうね」

　明槻に対する？　などと確認する必要はなかった。

　射礼の夜の諍いさかいを思いだせば、三の宮が明槻に反発していることは明確だった。東宮妃候補の姫に言いよることで、誰がいちばん面メン子ツをつぶされたのかなど言うまでもない。

　当人である明槻は〝助かった〟などと思ってあまり深刻に捉とらえてはいないが、縋子や京きよう極ごく院いんの怒りようを見れば、三の宮のしでかしたことが政治的にどれほど明槻の顔に泥を塗ぬる行為だったのかは歴れき然ぜんとしている。そして三の宮にとって、どれほど大きな代だい償しようを払わなければならない行為だったのかも現状が証明している。

　塔子は深いため息をついた。最初からそれが目的であったのなら、もはやどうしようもない。人の気持ちに命令などできないから、三の宮に苑子を愛するように言っても無駄な費ついえに過ぎない。

「分かりました。お時間を取らせて申し訳ありませんでした」

　あっさりと引いた塔子に、二の宮は気まずげな表情をする。

　短い間のあと、彼は執とり成なすとも言い訳とも取れる口調で言った。

「いずれにしろ近々のうちに、弟に態度をはっきりさせるように言ってみます。なに、いざとなったならこちらには奥の手がありますから」

「奥の手？」

　二の宮はくすっと笑った。

「はい、奥の手です」

　塔子は首を傾げたが、少なくとも二の宮が弟の行為を多少は苦々しく思っていることが分かって安心した。もっとも噂うわさに聞くかつての二の宮の行ぎよう状じようが本当だとしたら、三の宮からすれば〝お前が言うな〟と抗こう弁べんしたいところだろう。

「ありがとうございます。今回の件では二の宮様には本当にお手数をおかけして───」

「いえ、それはむしろ三の宮の兄である私が言う言葉かと思います」

　殊しゆ勝しように述のべたあと、二の宮は表情をやわらげた。

「ところで尚侍、今度こそ東宮からの文ではありませんか？」

　からかうような表情で彼が指差したものは、塔子が手にしていた水仙の花だった。先せん刻こく万結から受け取って、そのままでいた。

「え、そんなことはありえないと思いますが」

　許嫁いいなずけからの恋文の可能性をことごとく否定した塔子に、二の宮はどう反応しようかという表情をする。後方に控えていた万結も、顔をそらして必死で笑うのを堪こらえていた。乳兄妹である彼女ならば、とうぜん明槻の悪あく筆ひつは知っているだろう。

「万結さん。この文、どなたから？」

　水仙を揺らしながら塔子が問うと、万結はあわてて表情を引きしめて言った。

「申し遅れました。その文は中なかの宮みや様からのものでございます」
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　その日の夜。清せい涼りよう殿でんの朝あさ餉がれいの間まで、塔とう子こは明あか槻つきとともに縋すが子こにむきあっていた。三さん掌侍ないしのじようをはじめとした女によう官かん達は、隣の台だい盤ばん所どころや後こう涼りよう殿でんの曹ぞう司しに控えている。ちなみに直なお霧ぎりは滝たき口ぐちの陣じん（清涼殿北東にある警備兵のための詰所）にいるとのことだった。

「中なかの宮みやがそんなことを……」

　繧うん繝げん縁べりの畳たたみの上で首を傾げる縋子の眉み間けんには、深い皺しわが刻まれていた。

　縋子の前には、塔子に届いた省しよう子こからの文ふみが置かれている。

　内容は『季御きのみ読ど経きよう』の誘いだった。

　如月きさらぎと葉は月づきの年二回行われる大がかりな法ほう会えで、御ご所しよの行事として如月は一日から四日にかけて行われるが、日をあらためて上じよう皇こうや貴き族ぞくの私し邸ていで催もよおされることも多い。

　法会とはいっても現在では宴うたげとしての華やかさのほうが注目されている。大だい納な言ごん邸ていで行うこの法会に、省子は塔子を招きたいと記してきたのだ。

　縋子のむかい側で、明槻は身を乗り出すようにして問いかける。

「中の宮の目的が女によ王おうにあることは間違いありませんが、理由の見当がつきません。主上おかみは昔、彼女と交流がおありだったのでしょう。人柄から鑑かんがみて、なにか心当たりはありませんか？」

　二人に交流があったという話は初耳だったが、縋子と省子は年ごろも同じで従い姉と妹こ同士だから顔見知りでも不思議ではなかろうと、単純に塔子は思い直した。

　実際には二人とも二に品ほんの内ない親しん王のうという大変に高こう貴きな女によ人にんなので、世間一般の従姉妹関係とはずいぶんとちがっているのだが、そんなことは塔子が知る由よしもない。

　なにより縋子は三十年に渡り斎さい院いんを務つとめてきた大斎院だ。中ちゆう宮ぐうが不在であった後こう宮きゆう事情もあいまって、女人達の中にあって隠いん然ぜんたる勢せい力りよくを占しめていたのだ。そんな縋子であれば、省子の人となりも熟じゆく知ちしていると思ったのだが───。

「斎院御所で催した物もの合あわせや宴のおりに言葉を交わしたことはあるが、落ち着いた御ご人じんという印象しかないのう。世間の評判は良いも悪いも姉の榠めい子こが独どく占せんしておったからな」

　気位が高いという評判もあったと明槻は言っていたが、同じ二品の内親王として縋子はそれほどとは思っていないようだった。たがいに誇り高い者同士、自分達の身分であればとうぜんのふるまいや言動だと受けとめていたのかもしれない。

「そういえば───」

　思いだしたように縋子は言った。

「中の宮と弾だん正じよう尹いんの宮みやとの話が破は談だんになったころ、折悪くというか斎院御所での香こう合あわせの招待と重なってしまったことがあってのう。当時は御所どころか都がその噂うわさで持ちきりであったから、世間の目を避さけて絶対に断ってくるであろうと思うておった。しかし動じたふうもなく参加なされたときは、まことに気き丈じような御人だと感心はしたな」

　母親の悪あく行ぎようがらみの話に、明槻は眉び宇うに不快さをただよわせた。

　いっぽう塔子の脳のう裏りに、大納言邸で見た省子の隙すきのない態度が思い浮かんだ。

　慇いん懃ぎんではあるが心の籠こもらない言動やふるまいは、あるいは省子が心を殺していたからなのでは思った。実の姉に恋人を奪われるという悲ひ劇げきと屈くつ辱じよくに、彼女はそうやって耐たえ忍しのんできたのではなかったのだろうか。

「妾わらわが知っておるのはそれぐらいじゃ。中の宮の人柄を知りたいのなら、妾よりも登とう花か殿でんの更こう衣いに尋ねるのがよかろうが……」

　篤あつ子こは宣せん陽よう院いんのもとにあがる前は、榠子と省子の姉し妹まいに女によう官かんとして仕つかえていたのだから確かに言うとおりである。それを柄にもなく縋子が語ご尾びを濁にごしたのは、三さんの宮みやの解かい任にんがあるからだろう。この件に縋子の意向が強く働いているのは周知のことだから、いまになって三の宮の母親にものを尋ねることはさすがに躊躇ためらわれるのだろう。

（今回の件、篤子様はどのようにお思いなのかしら）

　元がん旦たんの日に息子むすこの執とり成なしに来た美しい更衣を、塔子はあらためて思い返す。あの奥ゆかしい女性にあそこまでさせたあげく、その願いを聞き届けられなかったことを明槻は多少なりとも気に病やんでいるだろう。

　それにしても三の宮の解任の件で宣陽院がなにも言ってこないのは、篤子が言うように明槻に慮おもんぱかってのことなのだろうが、その気き遣づかいや遠えん慮りよがかえって明槻を追いつめてしまうことに、はたして宣陽院は気づいているのだろうか。

　仮に父がなにか言ってくれば、明槻は自分の意図をきちんと説明する機会を与えられる。三の宮の任を解といたことはけして本意ではなく、やまれぬ事情があったからだと言い訳をすることができるのだ。もちろんそれを宣陽院がどう受けとめるかは分からないが、言い訳をすることで明槻もいくらかは鬱うつ屈くつが晴れるだろう。

　塔子は自分の少し前に座する明槻の横顔を眺ながめ、やりきれない気持ちになる。

「やはり、断りましょう」

　決めた、というように明槻は言った。

　物思いから引き戻された塔子に、やけにきっぱりと明槻は言う。

「行かなければなにも起きません。物もの忌いみとでもなんでも称してしまえばいい」

「え、でも………」

　今度は塔子が身を乗り出した。

「行かなければ、なにも分からないままです」

「別にいいでしょう。それでこちらがなにか損そん害がいを受けるわけでもなし、探し物もないのにわざわざなにがひそんでいるか分からない藪やぶの中に入ることはありません」

「中の宮様が左さ近こん衛えの大だい将しようの言うとおりの御おん方かたでしたら、こんなことぐらいで諦あきらめるはずはないと思います」

　塔子の反論に明槻は言葉を詰まらせ、縋子は眉間の皺をますます深くした。塔子と明槻が聞いた中の宮の評価を、縋子は先ほど聞かされたばかりだった。

　訳の分からぬ不安におびえて過ごすくらいなら、虫も怪け我がも覚かく悟ごで藪の中に足を踏み入れるべきだと思う。獣けものがひそむ山中や底なし沼に分け入るわけでもなし、少々の怪我なら覚悟はある。そんな気持ちで塔子は説得をつづける。

「季御読経の席で加えられる害なんて、せいぜい嫌いやがらせぐらいしかないでしょう。少なくとも前回の宴ではそういうことすらありませんでしたが………」

　だからこそかえって薄うす気き味みが悪く、自分には想像もつかないなにかを省子が抱いだいているような気はするのだが。

　───コノハナサクヤヒメになるべきだと思っている。

　明槻から聞いた、左近衛大将の言葉が気になってしかたがない。加えて苑その子このことも気がかりで、黙って見過ごすなどできそうもない。

「確かに塔子の言い分には一いち理りあるな」

　短い沈ちん思しのあと、縋子が言った。

「行ったほうがよかろう。四し条じようの邸で昼間に行われる法会で、熊くま野ののような物ぶつ騒そうなことは起きるまい。まして今度塔子に危き害がいを加えれば、どんなことになるかも分からぬほど大納言も愚おろかではなかろう」

「ですが、主上」

　ぱっと顔を輝かせる塔子の前で、明槻は抗こう議ぎの声をあげかける。しかし縋子は素早く言い返した。

「しかたあるまい。中の宮の目的も招待された者も塔子なのだから。そうでなかったとしてもこのような場合、塔子以上に頼りになる者が女官の中におるか？」

　明槻はぐうの音ねも出ないように黙りこむ。これまでさまざまな難問を、好こう事ずな知識と非常識な発想で解決してきた塔子の実じつ績せきを、明槻は誰よりも知っているのだ。

　反論できずにいる明槻から目をそらし、縋子はおのれの前に置いた淡たん黄おうの薄うす様ようをちらりと見やる。

「しかし中の宮からの文を読むと、二にの姫ひめはずいぶんと気き鬱うつのようじゃのう」

　実は省子の文には季御読経の誘いの他に、追つい伸しん的にだが〝苑子が鬱うつ々うつとしているので、ぜひ話し相手になってあげてほしい〟と記してあったのだ。

　先の宴で省子が言った〝お友達になって〟という言葉を取っての社しや交こう辞じ令れいのようなものだろうが、それでも苑子からのああいう文を読んだ直後だったので、塔子は気になってしかたがなかった。だからこそ省子の誘いを不ふ審しんに感じながら、行かなくてはという気持ちになっていたのだ。

「では私、季御読経に参ります」

　断言した塔子に、明槻はなおも納得しがたい表か情おをしている。それでも塔子が苑子に対して持つ好意と罪ざい悪あく感かんを知っているからか、敢あえて反対する言葉は口にしなかった。
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　清せい涼りよう殿でんを出てから、塔とう子こは明あか槻つきと並んで簀すの子こを歩いていた。その少し後ろから、直なお霧ぎりと塔子付きの女によう官かんがついてきている。

　ここに来て、塔子はにわかに焦あせりはじめていた。

　縋すが子このところで話しこんでいて、結局こんな時間になってしまったことにいまさら気づいたのだ。これまで明槻は訪ねてきても夜になるときっちり帰ってしまっていたので、こんな遅い時間まで一緒にいたことはなかったのだ。

（こ、今晩は、どうするのかしら………）

　一人で猛もう烈れつにやきもきしていると、とつぜん「あの……」と明槻が呼びかけた。

「は、はい！」

　動どう揺ようのあまり裏返った声で返事をすると、明槻は訝いぶかしげな面おも持もちを浮かべる。

「今日、万ま結ゆが来たでしょう」

「………」

　拍ひよう子し抜けしたあまり、塔子は一拍置いて辛かろうじてうなずいた。

「え、ええ」

「どうでしたか？　なんとか宮みや仕づかえを了りよう承しようさせようと思って、五ご節せち以来、いろいろとかこつけて出しゆつ仕しさせているのですが、なかなか〝うん〟と言わないのですよ」

　ぼやくように明槻は言う。そういえば雪掌侍ゆきのないしのじようも似たようなことを言っていたが、確かに女官の数が不足している現状では、万結のようにしっかりした気立てと美び貌ぼうを兼かね備そなえた娘はぜひとも欲しい人材だろう。東とう宮ぐうの乳ち兄きよう妹だいなのだから身元も保証付きだ。

　しかし昼間の梅うめ壺つぼで、万結がものすごい形ぎよう相そうで二にの宮みやを威い嚇かく（？）していたことを考えると、宮仕えを厭いとう理由で思い当たるものといえば───。

「やっぱり、男嫌いだからかしら」

「それが大きいでしょうね。同じ空気を吸うのも嫌いやだと言っているそうですから」

「………」

　慣れたことのように明槻は答えるが、それならば昼間の二の宮への態度も納得がいく。

　そこで少し考えてから、このさいだと開き直って塔子は口を開いた。

「万結さんから聞いたかもしれないけど、梅壺で二の宮様にお会いしたの」

　どうやら聞いていなかったようで、明槻は至し極ごく驚いたように塔子を見た。

　自然と足が止まり、二人は見つめあった。

「東ひがし三さん条じよう院いんに行くついでに梅を観みにきたんですって。そのときも万結さん、仇きゆう敵てきに遭そう遇ぐうしたみたいな態度で二の宮様に応おう対たいしていたのよ」

　明槻は一瞬きょとんとしたあと、おかしいやら気の毒やらといった表情で苦笑した。

「ああ、万結はたいていの男にはそんな感じですよ」

「それでね、そのとき二の宮様にいろいろとお訊ききしたの」

「え？」

　塔子はあらためて明槻を見あげる。こちらも伝えるべきかどうか少し躊躇ためらったが、ある程度のことは察しているだろうと腹をくくった。もともと特別親しい間柄でもない。もちろんいい気持ちはしないだろうが───。

「分かっているかもしれないけれど、三さんの宮みや様が苑その子こ様に言いよったのは、あなたに対する嫌がらせからよ」

　少しは傷つくかなと心配したが、明槻は表情を変えなかった。とはいえ間違いなく気は悪くしているだろう。自分に対する嫌がらせだけならまだしも、そのためにこれほど周りを巻きこんでいるのだから。

　あんのじょう、明槻は容よう赦しやなく言いきった。

「やはり離り縁えんしたほうが、二にの姫ひめのためでしょう」

　現実的なことを考えれば塔子も同意ではあったが、苑子の心しん境きようを考えるとなかなか割りきれない。それにいろいろ理由をつけても、やはり子供のことが気になる。

「……でも、お腹のややのことが」

「父親などいなくても、子は育ちますよ」

　取り付く島もなく明槻は言った。それは塔子も身に染みて分かってはいるが、だからといって全面的に同意をすることはできなかった。確かに親はなくても子は育つが、父親としてきちんとふるまうつもりがあるのなら、いないよりいたほうがいいに決まっている。たとえどんな立場の男であろうとも───。

　加えて父親のことを語った明槻の心境を、塔子は穿うがったのだ。明槻の両親に対する鬱うつ屈くつした思いは、日ごろのなにげない会話や表情のあちこちににじみ出ている。

　黙りこんだ塔子をどう思ったのか、いくぶん投げやりに明槻はつづける。

「この件にかんして私が言える立場ではないのかもしれませんが、三の宮が二の姫にした仕打ちを考えれば、解かい任にんは妥だ当とうな懲ちよう罰ばつですよ」

　確かに東とう宮ぐう妃ひ候こう補ほの姫を奪い、東宮と摂せつ関かん家けの双そう方ほうの顔に泥どろを塗ぬったのだから、解任ぐらいですんだことは御おんの字じかもしれない。物語の話だが、光ひかる源げん氏じとかいう人は明あか石しの浦うらに流されたというのだから。

　とはいえそう言った明槻自身が、自分の言葉に納得していないことは傍はた目めにも明めい白はくだった。こちらの都つ合ごうで解任したことへの良りよう心しんの呵か責しやくと、射じや礼らいの夜の暴ぼう言げんに対しての怒り。三の宮に対するふたつの相あい反はんする気持ちを、明槻は自分でもうまく処しよ理りできないでいる。

　だから塔子はとやかく言わず、曖あい昧まいに同意するにとどめた。

「………そうね」

「だいたい父親がいなくとも大丈夫だということは、あなたが証明しているでしょう。母君のもとであなたはこんなに素敵な女によ人にんに育ったのだから」

「!?」

　さらりと告げられたとんでもない言葉に思わず目をむくが、当の明槻に自覚はないようで、平然と塔子を見下ろしている。

（な、なに、この人。これじゃ、二の宮様と変わらないじゃない）

　いや───あなたのほうがずっとお美しい、などと顔も赤らめずに口にしたあの青年以上かもしれない。なにしろ明槻は二の宮のような社交辞令ではなく、まったく本心からいまの言葉を口にしているのだから。

「そ、そうかしら………」

　あたふたと答えはしたが、そのあとの言葉がつづかない。かといってこのまま黙りこんでいるのも感じが悪い。困った塔子は、強引に話題を戻すことにした。

「そ、そういえば！」

「はい？」

「二の宮様がおっしゃっていたのだけど、いざとなったら三の宮様への〝奥の手〟があるんですって」

　明槻は訝いぶかしげな表情をしたが、すぐに白しらけたふうに言った。

「心がないのに無理やり戻したところで、いい結果にはならないと思いますが」

「それは私も同意だから。別によりが戻ればいいなと思っているわけじゃないの。三の宮様に〝奥の手〟を使って、苑子様に土ど下げ座ざするぐらいの勢いきおいで謝らせることができたらいいなと考えているの」

「………」

「まさか本気で土下座させようということじゃないわよ。でも私が苑子様だったら、それぐらいの気持ちで謝しや罪ざいしてもらいたいところだわ。それで土下座する宮様を思いっきり足あし蹴げにして〝二度とうちの敷しき居いをまたぐな〟と怒ど鳴なりつけてやったら、苑子様もきっとすっきりして、ひどい男のことなんてきれいさっぱり忘れられると思うの」

　妄もう想そうを話しているうちになぜかいきいきとしはじめた塔子に、最初は呆れたような顔をしていた明槻だったが、やがて堪こらえきれなくなったように笑いだした。急ににぎやかになった二人に、少し後ろで直霧と女官が目を見あわせている。

「いいですね。大納言の姫君が三の宮を足蹴にする姿を見たら、あんがい私は惚ほれてしまうかもしれませんよ」

「……やっぱり、変な趣味ね」

　半はん眼がんになって告げた塔子に、明槻はふたたび声をあげて笑いだした。塔子は内心でほっとする。父親の話題から立ちこめはじめていた重い空気が、なんとか一いつ掃そうされたように感じたからだ。

　笑いが収まってから、二人はふたたび簀子を歩きはじめた。

　天てん井じようから吊るされた灯とう籠ろうが磨みがき抜かれた板の床をぼんやりと照らし出す。衣きぬ擦ずれとひたひたとした足音が、人ひと気けのない殿でん舎しやに静かに響いていた。

　渡わた殿どのを抜け、麗れい景けい殿でんの妻戸の前で二人は立ち止まった。

「いま思いついたのですが、大納言邸の季御きのみ読ど経きようには万結を同行させましょう」

「え？」

「若い娘なのにあの二の宮を威嚇するぐらいであれば、ますます信頼できる。あなたは自分が思っている以上に、男の目には魅み力りよく的てきな女人ですからね」

「…………」

　なにを戯ざれ言ごとを……あるいは二の宮の件をあてこすっているのだろうか？

　一人悦えつに入ったように明槻は語っているが、女官を選ぶ判はん断だん基き準じゆんがなにか間違っているだろう。そもそも私の評判など〝奇き矯きよう〟やら〝熊くま野のの野の猿ざる〟といったところで、そんな物好きは宮きゆう中ちゆう広しといえあなたぐらいだと、塔子は心の中で反論していた。しかしそんなもろもろの抗こう議ぎや反論もままならないうちに、いつもと変わらない調子で明槻は言う。

「じゃあ、おやすみなさい」

「え!?」

　やはり今こ宵よいもしっかり、東宮御所に戻るつもりらしい。いよいよ塔子は彼の意図が分からなくなって、もういっそのことはっきりさせてしまおうと思いきって口を開いた。

「あの、お尋ねしたいことが！」

「はい？」

「賭のり弓ゆみの夜のことなのですが」

「……ああ」

　いくぶんぎこちなく明槻はあいづちを打った。途端に目をそらし、なにか気まずげな雰ふん囲い気きだ。

（やっぱり───！）

　塔子は確信した。きっとあの晩、とんでもないヘマをやらかしたにちがいない。だから明槻はうんざりして、夜になると自分を遠ざけているのだ。

「ご、ごめんなさい」

　上半身を直角に倒す勢いで、塔子は頭を下げた。とつぜんのことに明槻はもちろん、渡殿の終わりまで追いついてきた直霧と女官も目を円まるくしている。

「な、なんですか？」

「私、なにか変な真ま似ねをしたのでしょ」

「別にいつものことじゃないですか」

　さりげに失礼な明槻の返事に、塔子はますます痛み入る。

「ごめんなさい。二度としませんから、これに懲こりず末永くお願いいたします」

　低てい頭とうしたまま、床にむかうように塔子は叫んだ。ちなみに女官が会話の聞こえる範囲に来たことに気づき、辛かろうじての理り性せいで言こと葉ば遣づかいを丁てい寧ねいなものに直していた。

　さすがに明槻もなにかおかしいと思いはじめたようで、塔子の後ろで訝いぶかしげに彼女を見つめる女官に目め配くばせをする。とうぜん女官は訳が分からぬというように首を横に振る。

「二度としませんって、なにをですか？」

　明槻の問いに、塔子はそろそろと顔をあげた。本人に自覚はなかったが、灯籠の明かりに照らされた顔は恥ずかしさと申し訳なさで、いまにも泣きだしそうになっている。

「すみません、覚えていないんです」

「は？」

　聞き直すような声をあげた明槻に、塔子はなかばやけで声をあげる。

「東宮御所でうとうととなってから、そのあとの記き憶おくがないんです」

「そりゃあ、よく寝てらっしゃいましたからね」

　とうぜんだろうと言わんばかりの明槻の物言いに、塔子はしどろもどろで言う。

「だ、だから悪わる気ぎはなかったんです。いや、酔よっぱらいを理由に無ぶ礼れいを許していたら、朱す雀ざく大おお路じの刃にん傷じよう沙ざ汰たの八割は無む罪ざいになってしまいますけど───」

　動揺のあまりさらに訳の分からぬことを言いだす塔子に、明槻の表情はますます混乱を極めた。彼は首を傾げつつも、なだめるように言った。

「なんだか話がよく見えないのですが、あの夜のあなたは別に謝らなくてはならないようなことはしていませんよ」

「お、覚えていなくてもいいのですか？」

「だって寝ていたのだから、あたりまえでしょう」

「………」

　さすがに塔子は不審を覚えはじめた。話が嚙かみあっているようで、微び妙みようにずれている。そもそも新にい手た枕まくらの夜のことを覚えていないのに、寝ていたからとうぜんだという答えはどうなのだろう。それにいくらこちらがいらないと言ったからといって、後きぬ朝ぎぬの文ふみもよこさないことに詫わびのひとつもないなんて、明槻らしくないではないか。

（まさか……）

　こくりと息を吞のみ、おそるおそる塔子は尋ねた。

「あの、ひょっとして私はまだ生き娘むすめなのですか？」

「………」

　灯籠の明かりの下で、明槻の顔色がどんなふうに変化したのかは分からない。

　しかし彼の形ぎよう相そうは、あきらかにこれまで塔子が見てきた中でいちばんぼう然としたものになっていた。

　ものすごく長い間のあと、辛かろうじて明槻は口を開いた。

「は？」

「賭弓の夜───」

「ち、ちち、ちがいます！　寝顔を眺めていただけです!!」

　文字どおり、時間も人目もはばからず明槻は叫さけんだ。しかも動揺で声が上うわ擦ずっている。あまりの声にお付きの女官は渡殿の端でびくりと肩を揺らし、殿舎の中にいた女官も音をたてて妻つま戸どを開いた。事情が分かっている直霧は頭ず痛つうを堪こらえるような表情で額を押さえていたが、当の二人は周りの目など気き遣づかう余裕もない。

「そ、そうなんですか!?」

「だっ、だいたいいくら酔っぱらっていたからといって、そんなことをされて覚えてない人間なんているはずがないでしょう」

「だけど熊野に来た歩き巫み女このお姉さん達が、お酒を飲んでいたから昨夜の客のことはぜんぜん覚えていないって、よく言っていましたけど」

　歩き巫女とは、全国を遍へん歴れきしながら祈き禱とうや勧かん進じんを行う巫女達である。旅芸人や遊ゆう女じよの側面を持つ者も多く、聖地にはたいていこのような女人達がいた。祭りのおりなどに定期的にやってくる彼女等らと、塔子は自然と顔見知りになっていたのだ。

「そんな百ひやく戦せん錬れん磨まの人達の話が、あなたにとってなんの参考になるんですか」

　明槻の指し摘てきに塔子はあわてる。

「そ、そうよね。十年早いですよね」

「十年でも二十年でも同じことです。そもそもそんなことは個人個人感想がちがうのだから、他人の話を参考にする必要などないんです！」

　思いっきり興奮して叫んだあと、明槻は大きくため息をついた。

　なんだかものすごく疲れきった表情をしている。怒らせてはいないが、確実に呆れられていることは分かった。

「その………」

　言い訳のように塔子は言った。

「抵てい抗こうできない状態の人間に、東宮様が無理やりなにかするはずはないから、酔っぱらった勢いで私が同意したんだろうと……」

「──っ。ああ、そうですね！　信頼してくださってありがとうございます」

　ものすごくやけくそな勢いで明槻は応じた。自分が誤解をしていた理由は、あなたを疑っていたからではない。ということを言いたかったのだが、はたして伝わったのかどうかは不明である。信頼してくださってありがとうございますとは言ったが、あまり嬉うれしそうではない。というか、あきらかに気を悪くしている。

　なにが明槻をこれほど疲れさせたのか、そしてやけを起こさせたのかいまひとつ分からないのだが、これ以上なにか言うとかえってろくでもない結果になりそうなので、塔子はひとまず口をつぐんだ。

「あの、もう時間も遅いですから………」

　見兼ねたのか、麗れい景けい殿でんから出てきた女官がなだめるように声をかけた。見ると妻戸のむこうでは数人の女官が押しよせ、庭には警けい備びの舎人とねりが一人ぼう然と立ち尽くしている。

　きっと明日には、熊野まで一緒に行った東宮と尚侍ないしのかみの間には実はなにも起きていなかった───という事実が御ご所しよ中じゆうに駆かけ巡めぐることだろう。

　明槻は苦々しい表情のまま、女官達に殿舎に入るように言った。それで彼女達は清せい涼りよう殿でんからついてきた者も含めて、いったん麗景殿の中に引っこんだ。いまごろ格こう子しや妻戸に耳をよせて、やりとりを聞こうと色めきたっているだろうことは目に見えている。

　いっぽうなにを指示されたわけでもないのに、直霧は梨なし壺つぼの方向に簀子を進み、角を曲がっていった。

　結果、塔子は明槻と二人残されることになり、思いっきり気まずい空気がただよう。

（うわ～～、やっちゃった……のかな？）

　物を言わぬ明槻に、塔子の背中に冷や汗がにじむ。いまだはっきりした原因は分からぬが、それでも自分が盛大にやらかしたことだけは察さつしていた。

　居たたまれなさに身をすくめていると、とつぜん明槻がじりっと一歩詰めよってきた。反射的に塔子は半歩後あと退ずさったが、背中が妻戸にぶつかりそれ以上は下がれなくなる。釣灯籠の明かりを遮さえぎる上うわ背ぜいのある身体からだを、息を吞のんで見あげる。背中を妻戸につけていると、狭い空間に閉じこめられたような閉へい塞そく感かんを覚えてしまう。
















「あ、あの………」

「今年の文ふみ月づきまで、と言ったでしょう」

　ようやく口を開いた明槻に、塔子は瞳ひとみを瞬まばたかせる。

　そういえば熊野で明槻は、喪も明あけの文月に良いことも悪いことも含めて、塔子が良いと思ったのなら妃きさきになってほしいと言ったのだ。ようするにそれまでは具体的（？）なことはしないということである。

　意味を察してこくりとうなずく塔子に、明槻はようやく表情をやわらげた。

「でも、あなたがその気であれば、待たなくてもいいんですよ？」

「!!」

　絶ぜつ句くする塔子にそっと顔を近づけると、彼は指でつくように軽く額に口づけた。

「では、おやすみなさい」

　蝶が花を離れるときのように、静かに唇くちびるを離して明槻は言った。

「……お、おやすみなさい」

　ぎこちなく答えた塔子に、明槻は微笑みを浮かべて立ち去っていった。

　足音が遠ざかってから、塔子は唇が触れた額を両手の指先で押さえ、見えるはずもないのに上うわ目め遣づかいでのぞくようにした。もし見ることができたのなら、南なん天てんの実のように赤くなっているにちがいない。だって明槻はあれほど背が高く、塔子を軽かる々がると抱かかえあげてしまうほど力があるのに、壊れものを扱うようにあんなにそっと触ふれたのだから。

　その行こう為いの奥にある彼の気持ちを考えたとたん、にわかに胸がざわつきはじめた。

　かたんと音をたてて妻戸にもたれると、ため息のように塔子は漏もらした。

「ど、どうしよう、どきどきしてきちゃった」
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　雨う水すいの末まつ侯こう～草くさ木き萌もえ動くころに、紫し宸しん殿でんでの季き御のみ読ど経きようは執とり行われた。

　如きさ月らぎに入り満開となった御ご所しよの紅こう梅ばいは、春の陽光の下で薄うす紅べに、濃こき紅べにの花を競きそうように咲かせ、周囲に甘い香りをただよわせている。注意して見ると桃の枝には、少し遅れて目覚めたようにふっくらと開きかけた蕾つぼみが見られるようになっていた。

　それから十日あまりたった啓けい蟄ちつの次じ候こう～桃の花始めて笑うころ、大だい納な言ごん邸ていでの季御読経の日を迎えたのだった。

　当日の朝、塔とう子こは念入りに装よそおいを凝こらした。萌もえ黄ぎ色いろの唐から衣ぎぬの下は朱しゆに近い丹にの表うわ着ぎ、打うち衣ぎぬ、五いつつ衣ごろも、単ひとえには紅くれないや黄色を襲かさねる。春に咲く山やま吹ぶきの花を模した装いである。

「こんなに気合を入れて装ったのは、人生で初のような気がするわ」

　内心でうんざりしつつ塔子は漏もらした。出かける前だというのに、彼女はすっかりくたびれはてていた。なにしろここ数日の間、女によう官かん達が持ってきた衣きぬをとっかえひっかえあてがわれ、ああでもないこうでもないの意見を交かわしつづけて今日の衣装を決めたのだ。極めつきに昨日きのうは髪まで洗われるほどの念の入れようだった。年ごろの娘だから装うことが嫌いなわけではないが、ものには限度がある。

　いっぽう昨日から衣装選びに付きあった塔子の倍ほどの年ねん齢れいの女官は、微み塵じんの疲れたようすもなく毅き然ぜんとして言う。

「とうぜんです。主上おかみが自分の娘とも心こころ得えてお支し度たくをするよう、私どもに仰おおせになられましたから」

　この日まであてがわれた衣装の数々は、すべて縋すが子こが命めいじて用意させたものだ。塔子の力ではこんな立りつ派ぱな準備はできなかったし、そもそもそのような発想すらなかった。前回の訪問のときも、省しよう子こを刺激しないよう小こ袿うちぎではなく唐から衣ぎぬ裳もでという方向に頭が回っていたぐらいなのだから。

「御ご所しよを出る前に、主上のところにご挨あい拶さつとお礼に伺うかがいたいのだけど大丈夫かしら」

　塔子の問いに、女官が確認のために室へやを出ていった。ほどなくして戻ってきた彼女が、縋子が訪室を了りよう解かいしたことを告げたので、塔子は清せい涼りよう殿でんにむかった。

　朝あさ餉がれいの間まに入って少し待つと、表紫むらさき・裏青の早さ蕨わらび重がさねの小袿を着た縋子が石いし灰ばいの壇だんから戻ってきた。石灰壇とは母おも屋やの東南隅の一角を漆しつ喰くいで固めたところで、帝みかどが伊い勢せ神じん宮ぐう等にむかって遙よう拝はいするための場所である。朝晩二回、国家の安あん寧ねいの祈いのりを捧げることは天てん子しの大切な仕事である。

「おお、塔子か。可か愛わいくできあがったのう。梅か桃の花のようであるぞ」

　山吹の襲かさねなんですけど、という突っこみはさておき、塔子はひとまず頭を下げた。

「主上からはもったいないほどのお心こころ遣づかいをいただきまして、まことにありがとうございます」

「礼はよい。それよりも、その衣装は妾わらわが用意したということを、中なかの宮みやによう言うておくのだぞ」

　ようするに後うしろ盾だてには自分がいるのだと告げておけということだ。先日のやりとりから縋子が省しよう子こに敵てき意いを持っているとは感じなかったが、敢あえてこのような発言をするのはけん制というやつだろうか。

　もちろんまともに「自分の後ろには帝みかどがいる」とは言えないが、この衣装は縋子が贅ぜいを尽くしてくれたものだということを告げればよいわけだ。

「大丈夫です。主上のお心こころ遣づかいは皆様にばっちりお伝えしてまいります」

　悪戯いたずらを企たくらむような表情で告げたあと、塔子は退席した。

　簀すの子こに出ると、後こう涼りよう殿でんから通じる渡わた殿どのの端に唐衣裳姿の万ま結ゆが立っていた。

「万結さん」

　塔子の呼びかけに、万結は唐衣裳とは思えぬ機き敏びんな足取りで近づいてきた。

　彼女は少し手前で立ち止まり、きびきびした所しよ作さで頭を下げる。

「東とう宮ぐう様から、大納言邸にお供ともをするよう仰おおせつかっております」

「うん、聞いているわ。よろしくね」

　本当に呼び出したのかと呆れつつ、塔子は挨拶をする。

「こちらこそ。至いたらないところがございましたら、遠えん慮りよなくお叱しかりください」

　万結は兄とよく似た淡たん々たんとした口調で応じた。

　そのあと麗れい景けい殿でんの女官と合流して、三人で牛ぎつ車しやに乗りこんだ。前に大納言邸を訪問したときは、直霧と雪掌侍ゆきのないしのじようを連れてゆくように明あか槻つきと縋子から厳げん命めいされたが、今回はそこまで大おお仰ぎようなことにはならずにほっとした。

　前回と同じ経路で大納言邸にむかい、同じように中ちゆう門もん廊ろうから女によう房ぼうの案内を受ける。

　東ひがしの対たいの簀子からも見える南だん庭ていの池のほとりには、先月訪れたときは蕾つぼみすらつけていなかった桃の木が薄うす紅べにの花をほころばせはじめていた。いまが盛さかりと咲き誇る紅こう梅ばいの間を鳥の黒い影がよぎってゆくところが見えた。

　寝しん殿でんにつながる渡わた殿どのに着くと、先月見た壺つぼ庭にわの水すい仙せんはまだ十分残っており、五ご分ぶ咲ざきだった白はく梅ばいは満開となっていた。しかしどちらも花が開きすぎて、やや盛りを過ぎはじめた気配がそこかしこにあった。よく見ると白梅のほうは、ぼつぼつと落らく弁べんしはじめている。

「尚侍ないしのかみ。そろそろ寝殿につきますから扇おうぎを」

　後ろからついてきていた万結がささやいた。ここまでも一応扇を手にしてはいたが、庭の光景を眺めているうちに自然と下ろしてしまっていたのだ。

「あ、はい」

　塔子は急いで扇をかざす。そのまま簀子にあがり、妻つま戸どから屋内にあがった。廂ひさしは几き帳ちようや屛びよう風ぶで細かく仕切られており、それぞれの場所に招待された客人が座ざしていた。

　塔子は南庭正面に近い一角に案内された。ほぼ真正面に法ほう会えを行うための舞台が設しつらえられており、読経のあと披ひ露ろうされる趣しゆ向こうも見やすく、かなり良い席である。

　御み簾す越ごしにも人々のざわつきが聞こえる大納言邸は、簀子はもちろん、東中門廊や西の透すき廊ろう、釣つり殿どのにまで大勢の客人が集まっていた。その中でこんな上かみ座ざに案内されるのだからたいした歓かん迎げいぶりだ───ますますのこと、目的が分からない。

（これはもう、直接話してみて意図を探るしかないわね）

　気を張る相手ではあるがしかたない。あるいはむこうから声をかけてくるかもしれないが、どのみち折をみて挨拶にいくつもりだった。それに苑その子このようすも気になる。

「さすが大納言様のお邸やしき。本当に見事なお庭ですこと」

　つくづく感心したように女官が言い、われに返った塔子は御簾の先を見る。

　白と紅の梅が競うように咲き誇り、風に乗って甘い香りをただよわせていた。池に浮かぶ中島に植えられた五ご葉よう松まつは竜りゆうが這はうように枝を伸ばし、あちこちから春告鳥うぐいすの鳴き声が聞こえてきている。冬と変わらぬようにある常じよう緑りよくの前せん栽ざいの葉も、よく見るとぐんと瑞みず々みずしい淡あわい色の若わか葉ばへと萌もえいずる変化を見せている。奥に見える筑つき山やまには、紅葉もみじや楓かえでの木がいまは僅わずかに芽吹く程度の葉をつけ枝を伸ばしているが、秋になればきっと見事に山やま肌はだを赤く染めることだろう。

　塔子はほうっとため息をついた。

「本当ね、あと半月もたてばあの桜が見事に咲くでしょうね」

　池のほとりに植えられた、水面に覆いかぶさるようにして枝を伸ばす大きな桜の木を指さして塔子は言った。

「ええ。満開のおりには、またご招待いたしますわ」

　西側に置いた几帳のむこうから声がした。見ると控えめに持ちあげられた帳とばりの先に省子が座っていた。

「……中の宮様」

「ごめんなさいね、はしたない真ま似ねを」

　帳は女房が持ちあげているようで、省子は口くち許もとに扇をあててにこやかに微笑ほほえんでいる。

「このたびの法会には、尚侍からもご立りつ派ぱな供く物もつを頂ちよう戴だいしまことにありがとうございます」

「私のほうこそ、このように素晴らしい席に招待をいただきありがとうございます」

　そこで塔子は一度言葉を切り、省子の背のむこうをうかがった。

「あの、苑子様は？」

「申し訳ありません。物もの忌いみにあたりまして北きた山やまのほうに籠こもっております」

　虚きよをつかれたようになる塔子に、省子は扇の上からのぞかせた目を細めた。

「あの娘のことを気がけてくださってありがとうございます。尚侍になにやら憂うれい事を認したためた文ふみを送ったのでしょう？」

「え、ええ。まあ……」

　苑子からの文の内容を省子が知っていたことに、塔子は驚いていた。

　では三の宮を慕したうあの文の内容を、苑子は母親に話していたのだろうか？　となると苑子は、両親が三の宮をあまり歓かん迎げいしていない事こ実とに気づいていないのかもしれない。

　確かに先日の宴で省子もなかば諦あきらめるように〝しかたがない〟と言っていたし、あれも承しよう認にんといえばそうなのだろうが、もともと両親がこの結婚に気乗りしていないことを考えれば、いくらなんでも能のう天てん気きすぎないか？

「あの、なぜ北山などに？」

「それがいろいろと間の悪いことが重なりましてね」

　そう前置きして、省子は経けい緯いを説明しはじめた。

　標しるしの帯おび（妊にん婦ぷ用の帯）も結んだことだし、先日、安あん産ざん祈き願がんも兼かねて寺社に参さん拝ぱいに行くことになったのだという。しかし陰おん陽みよう師じに方角が悪いと言われ北山の別べつ荘そうに方かた違たがえを行ったのだが、そこでとつぜんのつわりに苦しみ、しばらく安静を余よ儀ぎなくされてしまったのだという。状態が落ち着いたころにふたたび占うらなわせたところ、今度は物忌みということになったのだそうだ。

「そのような事情で、もう半月以上もあちらにおりますの。なにしろ身み重おもで心配なものですから、私も毎日のように様子を見に行かせてはいるのです」

「それは大変でしたね。ですがお身体からだのほうが落ち着かれたことはなによりでした」

　言ってから塔子ははっとする。苑子から文をもらったのはちょうどそのころだった。となるとあの文は北山から出された可か能のう性せいが高くなるのだが、塔子は苑子への返信をこの邸に送ってしまった。

「あの、私、苑子様へのご返信をこちらのお邸にお届けしてしまったのですが……」

「もちろん、それは大丈夫ですよ。毎日のように様子を見に行かせていると申しましたでしょう。尚侍からのお文は、当日のうちに姫のところに送りましたからご心配なく」

　省子の答えに、塔子は胸を撫なでおろした。あるいは省子には文を読まれているのかもしれないが、別に困るようなことは書いていないからあまり気にならなかった。

（それにしても……）

　同じ日に時間差で届いた省子からの文には、宴の招待とともに苑子を励はげましてほしいと書いてあった。それがこの季御読経に塔子が足を運んだ一因ともなったのに、要よう請せいをしてきた省子からこんなふうに返されると、なんとも釈しやく然ぜんとしないものを覚えてしまう。

　理由を聞けばしかたがないとは思いつつ、どうにもすっきりしないでいる塔子の目の前で、省子は深々と頭を下げた。

「尚侍がとても心の籠ったお文をくださったのだと、あの娘は本当に感動しておりました。母親として私も心からお礼を申しあげます」

「い、いえ……」

「どうぞ、これからも仲よくしてやってください。あちらの桜が咲くころには、ぜひまたお越しください」

　省子は扇を持たないほうの腕を伸ばして、庭の桜を指さした。

「手前が彼ひ岸がん桜ざくらですわ。もう半月もすれば満開になるでしょう。その奥が八や重え桜ざくら。むかい側にある木が蒲かば桜ざくら。それぞれの散ちり際ぎわには別の花が咲くようになっております。ですから弥生やよいであればいつおいでいただいても大丈夫です。それぞれの花びらが池に散って、水面が薄紅色に染まったようになりますのよ」

　省子の説明に、塔子は光景を想像してほうっと息をついた。

「では最後の樺桜が散ったころには、彼岸桜の枝が若葉で覆おおい尽くされるという趣向ですね。あれだけの大木ならそれも見事でしょう。桜だけで夏の盛さかりまで楽しめますね」

「確かに。青々とした新緑が豊かに生おい茂しげるさまは、満開の花とはちがった風ふ情ぜいがございますものね。まこと尚侍は優すぐれた感性をお持ちですこと」

「と、とんでもございません！」

　あわてふためきつつ塔子は謙けん遜そんした。発想の突とつ飛ぴさを褒ほめられたことはあっても、優れた感性などと言われたことはなかった。

「ご謙遜をおっしゃいますな。本日お召めしの山吹襲の御衣裳も、本当にお可愛らしくて」

「ありがとうございます。これは主上が用意してくださったものです」

　うまい具合に縋子の名を出せたことで、ひとまずほっとする。後こう見けんとして自分がついていることを省子に釘くぎを刺しておくよう、御所を出るときに言われていたからだ。

　対して省子は扇の上からのぞく目を和なごませた。

「まあ、さすが主上ですこと。なにごとにも優れた感性を発はつ揮きなさる」

　塔子は曖あい昧まいに笑って返事を濁にごした。縋子が山吹の襲に対して「梅か桃のようだ」と思わず突っこみたくなる感想を言ったことは、もちろん黙っていた。

「まことに。ありがたいお心遣いでございます」

　適当に言葉をあわせながら、内心で塔子は首を傾げていた。

　省子の目的がどうにもつかめなかった。現状で敵意らしきものは感じないが、素直に善ぜん意いだと受けとめるには、左さ近こん衛えの大だい将しようの言葉が意味深すぎる。

（しかしよくよく考えれば、あいつの言うことをそのまま信じるのも癪しやくに障さわるわね）

　そんなことを考えているうちに、どこからともなく管かん弦げんの音色が響いてきて、法ほう服ぶくに身を包つつんだ僧そう侶りよ達が簀子を歩いてきた。

　季御読経に請しようじる僧侶の数は正式には百人といわれるが、その数は流動的である。

　さすがに百人はいないように見えたが、それでも相当の人数にはちがいない。御簾の前を先頭の僧侶が通ったとき、法ほう衣えに移ったと思われる香こうの香りがただよってきて、塔子は急いで準備してきた数じゆ珠ずを懐ふところから取り出した。

　僧侶達は順番に階きざはしを下りて、南庭に整列してゆく。人数が人数なので全員が揃そろうまでそれなりの時間を要したが、荘そう厳ごんな光景を人々は物音ひとつたてずに見守っていた。

　季御読経は盧る舎しや那な仏ぶつを祀まつり、『大だい般はん若にや経きよう』を読経する儀ぎ式しきである。とはいえ全六百巻ある経きよう典てんをすべて読むのは事実上不可能なので、要よう所しよの数行や題目を読む「転てん読どく」で代わりとする。多数の僧侶達の口からいっせいに唱となえられる経が管弦の音と混じり、あたかも地面や水面を震わせるように響いてくる。

「まこと、ありがたい光景ですな」

　省子とは反対側の几帳のむこうから、男性の声が聞こえた。特に関心もなく聞き流した塔子だったが、返答した声に目を見張った。

「本当に。さすが中の宮様主しゆ催さいの法会だけありますね」

　そう答えた声が、たいへんに聞き覚えのあるものだったからだ。

（え、まさか？）

　そのとき、因いん果がか僥ぎよう倖こうか分からぬ風巻しまきが吹きつけた。

　春はる一いち番ばんというやつかもしれないが、そんなことを判断する余裕は塔子にはなかった。南西から吹いた風は大きく御簾をはためかせ、東側の几帳をなぎ倒した。

　倒れた几帳の向こうに、二にの宮みやがいた。

（やっぱり！）

　むこうもよほど驚いたのか、唇くちびるを半開きにしてこちらを見ている。そうやってほんのしばらく見つめあったあと、がたんと音がして視し界かいがふたたび几帳で隔へだてられた。われに返って見ると、万結が座ったまま几帳を立て直したのだった。それ自体はとうぜんの行為だが、あまりにも無む造ぞう作さにされたので一瞬なにごとかと思ってしまった。

（……ていうか、いま片手で立て直さなかった？）

　女によ人にんが一人で動かせる物ではあるが、木製の土台に足と横柱がついた四よん尺しやくの几帳を、座ったまま片腕の力だけで起こすというのはけっこうな力技ではないのだろうか？

　疑うような思いで目をむけるが、万結は平然として表情を崩さない。

　廂ひさしの内でも、大納言邸の女房達が倒れた調ちよう度どを急いで直しはじめた。

「御お坊ぼう様さま達に怪け我ががないか、確認してきなさい」

　省子が女房に指さし図ずする声が聞こえたが、大きな混乱はないようで読経はそのままつづけられた。

「まさか、あなたがおいでになられているとは思いませんでしたよ」

　万結が立て直した几帳のむこうで、二の宮の声がした。私もなぜ招待されたのか分からないと塔子は答えたかったが、万が一にでも省子に聞こえたらまずい。ちなみに二の宮の場合、優う婆ば塞そくという立場を考えれば法会に招待されていること自体は不思議ではない。

　しばらくして読経がひと段落つくと、童わらべ舞まいが披露された。迦か陵りよう頻びんの衣装をまとった四人の少年によって舞われる左さ舞まい（唐から楽がく）である。読経のときは気づかなかったが、管弦は池に浮かべた舟の上で奏かなでられている。水面をたゆたう舟の上で、奏そう者しや達が演奏しているのだ。舞まい手ての少年達は殿てん上じよう人びとの息子むすこで、鮮あざやかに彩色された鳥の羽を背せ負おい、鬟みずらに桜の花を挿さした天てん冠かんをかぶり銅どう拍びよう子し（金属製の打楽器）を持っている。この楽器で極ごく楽らくに住む鳥、迦陵頻伽の鳴き声を表現するのである。

「まあ、可愛らしい」

「手前の御お子こ様は、右う大だい弁べん様のご子し息そくだそうですわ」

「あらまあ、きっと奥様に似ていらっしゃるのね」

　あちこちに控えている女房達が、くすくすと笑いながら噂うわさをしている。可愛らしいという言葉の直後、その言葉もいかがなものかと思うのだが、豪ごう奢しやな衣装をまとったあどけない少年達の姿には塔子もつい頰ほおを緩ゆるめてしまう。

「可愛いなあ」

「斎さい王おう尚ないし侍のかみ」

　二の宮の呼びかけに、塔子は姿が見えないにもかかわらず几帳のほうに顔をむける。

「はい？」

「迦陵頻といえば、私と東宮も少年のおりに宮きゆう中ちゆうの法会で舞ったことがありますよ」

「え、お二人で？」

　とぼけた問いに、二の宮は苦笑を漏らす。迦陵頻は四人で舞うことが基本である。

「ちがいます。弟と大納言の長男、いまの右う中ちゆう将じようの四人ですよ。尚侍もご存じのことと思いますが、東宮はたいそうな舞の名めい手しゆで一人抜きんでた感じになってしまいましたね」

　あまり悔くやしくもなさそうに二の宮は語る。明槻が優すぐれた舞手だというのは折に触ふれ聞く話だったし、塔子自身も昨年の新にい嘗なめ祭さいの蘭らん陵りよう王おうの見事な舞は覚えている。ただしそれ以降はいろいろ忙しかったことや、彼自身が人前に出たがる性格でもないので、それきり観みる機会はなかったのだが。

「二の宮様こそ」

　塔子は返した。

「七しち絃げん琴きんのたいそうな名手ではございませんか。あの琴は東宮様からお借りしたものだったのですが、いまではほとんど弾ひける者もいないとお聞きしていたので驚きました。それをあのように見事に弾きこなす方がおいでとは、思いもよりませんでした」

「───私の取とり柄えなど、それぐらいですよ」

　二の宮の言葉を、塔子は謙遜か冗じよう談だんだと思った。容よう姿し端たん麗れいで奏そう楽がくや和わ歌かにも秀ひいでていると評判の人間が本気でそんなふうに考えているなど誰も思わない。

　ただ、なんとなく声こわ音ねに明るさがないように感じて気になった。几帳がなければ表情で少しはうかがえたが、まさかまくりあげるわけにもいかない。おまけに二の宮もそれきりなにも言わなくなってしまった。

　左舞である迦陵頻が終わり、右う舞まいの胡こ蝶ちようがはじまった。唐楽の迦陵頻に対する高こ麗ま楽がくの答とう舞ぶである。雅が楽がくはすべて番つがい舞まいといって、対応する左・唐楽と右・高麗楽に分かれている。蝶の羽を背負った四人の少年達は、天冠に山吹の花を挿し、手にも同じ山吹を持って舞う。ちなみに山吹も迦陵頻の桜も、ともに時じ季きが早いので造花である。

　ひととき舞を眺めてから、思いきって塔子は西側の几帳ににじりよった。省子の意図を探るために来たのだから、気づまりでも話さないわけにはいかない。

「中の宮様」

　呼びかけに省子が返事をしたので、塔子は自みずから帳をまくりあげた。すぐに気づいた万結が近づいてきたので、塔子は彼女に帳を預けた。

　省子はきっちりとこちらをむいていた。女房達は後ろに下がっていたので、二人の間を隔へだてるものはなにもない。塔子は背筋を一度伸ばして言った。

「本当に可愛らしい童わらわばかりで。ご衣裳も管弦も素晴らしくて、さすが二に品ほんの内ない親しん王のう様の法会ですね。心が洗われるような気持ちになります」

「まあ」

　省子は扇の上からのぞかせた瞳を和なごませた。だけど口許は扇に隠れて見えない。

「私どもの不ぶ調ちよう法ほうで傷つけてしまった尚侍のお心を、少しでもお慰なぐさめできたのなら本ほん望もうでございます」

「──え？」

　意味深な言葉に、塔子はぎょっとして目を見開く。

　省子はそっと扇を下ろし、うっすらと笑みを浮かべた口許を動かした。

「熊くま野のでは、家の者が大変な無ぶ礼れいをいたしました」

　塔子はぼう然と省子を見つめた。

　彼等らの長男である右中将に少しも悪びれた様子がなかったことから、おそらく大納言は家族にそのことを告げていないのだろうと明槻は言い、塔子も同意した。なのに───

「………ご存じだったのですか？」

　喉のどにからみつく声を、辛かろうじて引き出す。本来であれば脅おびえなければならないほうの省子が余裕の体ていでうなずいた。

「年末から殿とののようすがおかしかったので。最初は誤ご魔ま化かしていたのですが、問いつめましたら、ようやく白はく状じよういたしました」

　やれやれと言わんばかりの物言いは、夫のつまらない浮うわ気きの告白を聞いた妻のように泰たい然ぜんとしていた。つまり大納言は、当初は熊野の件を自分の家族には内ない密みつにするつもりでいたのだろう。長男である右中将にさえ教えなかったのは、大納言の気の弱さか息子に対する信頼度の低さなのかは分からない。しかし省子に感づかれてしまい、やむにやまれず告白に至いたったということだったのか。

　予想外の展開に、塔子ははじめ混乱した。確かに最初は省子が熊野の件を知っているのではと想定していたが、いまではすっかり知らないものと思いこんでいたからだ。

　だがすぐに気を取り直す。元々は省子が知ったうえで、和わ解かいのために近づいてきたのではと推すい測そくしていたのだ。ならば最初に戻ればよいだけのことだ。

（では、目的はやはり和解？）

　用心深く見つめると、省子はまるで表情を隠すようにふたたび扇を口許にあてた。

「その件を踏まえましたうえで、あらためて尚侍にお話がございます」

　思いがけない言葉に塔子は瞳を瞬まばたかせる。

「……話？」

　省子はゆっくりとうなずいた。無意識のうちに塔子は身を固くする。

　そのとき管弦の音色が一ひと際きわ高くなった。奏者達を乗せた舟がほとりに近づいてきたのだろう。篳篥ひちりきの音色が膨ふくらみ、一段と大きく響いた。

　一瞬状況を忘れ、塔子は音楽に注意を奪われる。




「姫の産む子が若君であれば、引き取っていただけませんか？」




　とっさに塔子は内容を理解することができなかった。聞きちがえたのかとさえ思った。

　返事ができないでいる塔子の横で、帳を持つ万結が表情を厳しくする。

「とつぜんの話で、驚かれたかもしれませんが……」

　とうぜんながら、省子は塔子の驚きよう愕がくを察さつしていた。

　しかも内密にするつもりはないようで、人ひと払ばらいをしないまま話をつづける。

「主上が東宮様をご猶ゆう子しに迎えられたように、皇こう女じよが養よう子しを迎えることは過去にもしばしばあった話です」

　確かに珍しくはない話だが、それは皇女が独どく身しんを通すことが多いからである。塔子のように入じゆ内だいが内定している者には必ずしも通じない。

　しかし省子のよどみない語りは、塔子に反論する隙すきを与えなかった。

「夫婦が離り縁えんした場合、男の子であれば父方に引き取られることが道どう理りですが、三さんの宮みや様の現状を考えればそれも難しく、かといって我が家の子として育てることも、長男である右中将のことを考えれば現実的ではありません。それに父親の生まれを考えれば、やはり皇こう家かの人間として育ったほうが子のためかと思われます」

　ひとつひとつ丁寧に理り詰づめに省子は語るが、それが常識的なことなのかどうか塔子は分からなかった。

　一般的に子供は母親のもとで育つが、身分は父親に影響される。省子が産んだ苑子は血ち筋すじだけでいえば塔子よりよほど高貴だが、あくまでも臣しん下かの娘である。同じ理り屈くつで苑子の腹から産まれる三の宮の子供は、どうあっても摂せつ関かん家けの子息にはならない。

　女じよ子しならさほど問題ではないが、男だん子しで成人して地位が必要となってくれば、その立場の曖昧さが障しよう害がいとなってくるだろう。そのことを懸け念ねんして、形だけでも皇家の中で育てようということなのだろうか？

　混乱しながらも塔子は、もっとも気がかりなことを尋ねる。

「ややを私に預けることを、苑子様はなんと仰おおせなのですか？」

「実はこの話は、苑子が言いだしたことなのですよ」

　思いがけない言葉に、塔子は虚きよをつかれたように目を円まるくする。

「姫は斎王尚侍様であれば、安心してお預けできると申しております。先月の宴やお文でのやりとりを通して、尚侍様のお人ひと柄がらを信頼したのでしょう。もろもろの話を聞き、私もそれがいちばんよいと考えました」

　返事ができないでいる塔子に、省子は落ち着いた口調で告げる。

「産まれてくる子供は私にとっても孫まごにあたります。もしこのお話を受けてくださるのでしたら、私どもは尚侍に全面的な支し援えんをお約束いたします」

「………支援？」

　動揺を残したまま、言葉を反はん芻すうした塔子に省子はこくりとうなずく。

「必ずあなた様を、立りつ后こうさせてみせます」

　力強い言葉に、塔子は目を見張った。

　つまり明槻の即そく位いのおりに、塔子を皇こう后ごうに後押しするという意味である。あまりにも予想外すぎて、混乱して物も言えなくなる。そんな塔子に省子はもう一度口を開く。

「御所に戻ってゆっくりお考えください。けして悪いようにはいたしませんから」

　塔子は言葉では返事ができず、ぎこちなくうなずくしかできなかった。しかし省子は気を悪くしたふうもなく、すっと奥に引っこんでしまう。その瞬間、ぱさりと音がして視界が遮さえぎられる。几帳から手を離した万結が、変わらず厳しい表情のまま落ちた帳を見つめている。彼女は間近で会話を聞いていたのだから、塔子が動揺していることは端から見破られているだろう。塔子はそっと目をそらしたまま茵しとねに戻った。

「尚侍」

　今度は東側の几帳の先で声がした。もちろん誰であるかはすぐに分かる。

「二の宮様？」

「どうなさるのですか？」

　塔子は目を見開き、即座に几帳の前ににじりよった。

　むこうもよほど傍そばによっているのか、帳の下から早蕨重の直衣のうしの裾すそがのぞいている。

「聞いていらしたのですか？」

「聞こえたのです。耳はよいので」

　しれっと二の宮は答える。省子の声はそれほど大きくもなかったし、あたりにはこれだけ管弦の音色が響いているのに、いったいどれだけの聴ちよう力りよくなのか。

　胡う散さん臭くさく思いつつ、ひとまず塔子は無ぶ難なんに答える。

「東宮様に相談します」

「それがいいでしょうね」

　未み練れんもなく同意した二の宮に、塔子ははっと思いつく。

　次の瞬間、帳の下に手を伸ばし、早蕨の直衣の裾をはしっと押さえた。驚いた二の宮がびくりと身体を揺らしたことがはっきりと伝わったが、かまわず塔子は言った。

「お願いです、三の宮様に会わせてください」
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　四し条じよう大おお路じを進んだ牛ぎつ車しやは、西にしの洞とう院いん大おお路じとの交差路を南に曲がった。三さんの宮みやの邸やしきは六ろく条じようの通りに面してあるのだという。

　簾すだれの隙間から射さしこんだ黄おう金ごん色いろの西日が、衣ころもや屋形の壁に幾き何か学がく模も様ようを刻んでいる。

　前方左に座った塔とう子このむかい側には、中なか引びきという苧お（真ま麻お）の布を隔へだてて二にの宮みやが座っていた。男女が車に相乗りする場合、女が左で男が右に乗ることがしきたりである。ちなみに塔子の隣には万ま結ゆが、二の宮の隣には女によう官かんが座っている。この二人の並びに特に決まりはなく、万結の男嫌いを配はい慮りよして塔子が決めたのだ。

　二の宮が自分の牛車に乗ることができればこんな面めん倒どうにはならなかったのだが、出掛けから調子の悪かったという車しや軸じくを直している最中で車が出せなかったのだ。待ち時間の間にすませるつもりだったらしく、予想外の早い帰き館かんに従じゆう者しや達があわてふためいていた。

　それで塔子は自分達の牛車に乗ってもらうように頼んだのだ。そもそも二の宮が早く帰らなくてはならなくなった理由は自分の依頼にある。

　三の宮に会わせてほしいという塔子の頼みを、二の宮は短い思し案あんのあとあっさりと了りよう承しようしたのだ。頼んでおいてこう思うのもなんだが、少々意外な展開だった。あるいは二の宮も、子供の件を含めてもう一度弟と話すべきだと考えたのかもしれない。中引を挟んでいるので表情はよく分からないが、二の宮はなにか思うように扇おうぎの柄がらを眺めている。

「宮様。ご無理を聞いていただいて、本当に申し訳ありません」

　塔子の詫わびに、二の宮は扇から視線を戻す。

「いえ。どのみち今日は、弟のところに泊まる予定でしたので」

　確かに法ほう会えが終わって暗い道を嵯さ峨が野のまで戻るよりは、そのほうが安全だろう。先日は東ひがし三さん条じようの両親のもとに行っていたと言っていたから、隠いん遁とんしたといってもちょくちょく都みやこには戻ってきているようだ。

「それに母上からも、弟のようすを見るように言われておりますので」

「ああ」

　塔子は納得した。篤あつ子こからすれば現状は不安でならないことだろう。かといって気軽にようすを見にいける立場でもなく、兄である二の宮に頼んだというわけか。

「更こう衣い様も、さぞご心しん痛つうのこと………」

　塔子が言い終わらないうち、大きな音をたてて車が右に傾いた。車中の者は辛うじてその場に踏ふみとどまったが、車体は傾いたままである。

「な、なに？」

　屋形の壁に手をつき、身体からだの均きん衡こうを保たもちながら塔子はつぶやく。

　いち早く二の宮が前簾をまくり、外にむかって言った。

「いったいどうしたのだ？」

「す、すみません。車輪が窪くぼみにはまりこんでしまって……」

　車くるま副ぞいの声の後ろで、牛うし飼かい童わらわが鞭むちをふるって牛を追いたてる音がした。しかしこの傾き具合からして、けっこうな深みにはまったのではないのだろうか？　そう考えた塔子は二の宮の背中越しに言った。

「降りましょう」

　二の宮が聞きちがえたのかという表情で振り返った。かまわず塔子は同意を求めるように、万結と女官の顔をそれぞれに見た。すぐに反応できずにいた女官とは対照的に、万結はすでに腰をあげつつうなずいた。

「少々お待ちを」

　そう言って彼女は裳もの紐ひもをほどき、唐から衣ぎぬをはじめ数多あまたの衣を一度にするりと脱いで、単ひとえの上に袿うちぎを一枚残しただけの姿になった。

「後ろ口からの不ぶ作さ法ほうをおゆるしください」

　前方は牛をつなげているので、この状況では後方から降りるしかない。牛車を降りるときは前からが作法なので、そのことを万結は言ったのだろう。

「お先に失礼します」

　万結はなんの躊躇ためらいもなく牛車を降りた。彼女が座っていた場所には、打うち出いで（御み簾すの下から重ねた衣をのぞかせて華やかさを演出する装飾）のようにきれいな体ていをなした衣が残っていた。

（ど、どうして、あんな一瞬にして衣が脱げるの？）

　唐から衣ぎぬ裳もの着付けに帯は使わないが、複数の衣を一枚一枚あわせてゆくものなので、一度に脱げる代しろ物ものではないはずだ。しかも天てん女によのように軽かろやかに飛び降りていたが、万結が踏み台になる榻しじを用意させた気配はなかった。

「ま、万結さん!?」

　怪け我がでもしてないかとあわてて後ろ口から外をのぞくと、平然として立つ万結の姿があった。しかもいつの間に準備していたのか、袴はかまの裾すそを左右それぞれに一結びして短くし、草ぞう履りまで履はいている。

「榻をこちらに」

　きびきびした万結の言葉に牛飼い童があわてて後ろに回ってくる。

「な、尚侍ないしのかみ。よろしいのですか？」

　見習って装しよう束ぞくを解ときはじめた塔子に、女官がおそるおそる尋ねた。

「いいも悪いも、車を引きあげるのなら降りなきゃしかたがないでしょう」

　あっさりと答えたあと、ふと思いついたように塔子は前口のところでぽかんとしている二の宮に言った。

「宮様はどうぞここに」

「………降ります」

　女人達が全員降りる中で、一人だけ車の中にいられるほど神しん経けいは太くないだろう。塔子は親しん王のうという身分に敬けい意いを表したつもりで言ったのだが、普通に考えて男性の立場とか沽こ券けんをまったく理解していない。

「尚侍、お手伝いいたしますのでどうぞ」

　下から万結が声をかける。さすがに塔子も、傾いて不安定になった牛車から一人で降りる自信はなかった。それを考えると榻も使わずに飛び降りた万結の身体能力は、女によ人にんとして驚きよう異い的てきというよりほかはない。

　草履を履き鴟とび尾のお（牛車の後方に短く突き出た二本の棒）をつかみながら、万結に腰のあたりを支えてもらいつつ降りる。地面に足を着けると「失礼ですが、これを」という言葉とともに、万結が頭から衣をかぶせた。よく見ると彼女が着ていた袿だ。自分の袿を使うべきかとも考えたが、せっかく万結が言ってくれたのだから好こう意いを受けることにした。

「ありがとう」

　礼を言ってから、塔子は衣の裾をまとめて持ちあげて車の前方に回った。もちろん袴の裾は結んで始し末まつ済ずみである。左側の車輪が細い窪みにはまりこみ、牛車は車体を大きく傾けていた。幅自体はそれほど大きくなかったので、車副も牛飼い童も気づかなかったのだろう。二人の車副が車体を抱え、牛飼い童が牛に鞭をふるって引かせるが、よほど深い窪みなのか車体が重いのかなかなか持ちあがらない。人手を集めようにも、あたりに人影はない。

「手伝うわ」

「手伝います」

　打ちあわせもなしに塔子と万結が声を揃そろえて言うと、遅れて後ろ口から降りてきた二の宮がすかさず叫んだ。

「東とう宮ぐう妃ひになろうという方がなにをおっしゃっているんですか！」

　塔子は目をぱちくりさせた。二の宮が大きな声をあげたのをはじめて聞いた。

　右手で袿を少しずらすと、塔子は隙すき間まからのぞくように二の宮のほうを見あげた。

「だけど、このままでは………」

「私がやります」

　この発言には、塔子よりも車副達のほうがあわてた。

「と、とんでもない。宮様にそのようなことを………」

「未来の東宮妃にさせることはかまわないのか？」

「ですが、尚侍はいつものことですから」

「……………」

　耳を疑うような表情をしたあと、気を取り直した二の宮は傾いた車の轅ながえを握った。

　止めるべきか悩む塔子の横で、万結は足早に牛飼い童のほうに近よっていった。童といっても垂すい髪はつにしているためにそう呼ばれるだけで、立りつ派ぱな成人男性である。

「私が牛を追います。あなたはあちらに力を貸してあげてください」

　確かに女人である万結が車を持ちあげる側に参加するより、そのほうがよい。とはいえすらりとした美少女の思いがけない申し出に、牛飼い童は不安げに鞭を差し出す。

「大丈夫ですか？」

「大丈夫です。よほどの暴あばれ牛うしでもないかぎり」

　きっぱりと言うと、万結は鞭を受け取った。そしておびえた様子もなく、毅き然ぜんとした態度で巨大な牛に近づく。

（さすが直なお霧ぎりさんの妹！　仕事ができる）

　おおいに感動した塔子だが、牛を追うことは一般的に女性の仕事ではない。

「尚侍は少し離れていてください」

　二の宮に言われて、万結に見み惚ほれていた塔子はわれに返る。

　うっかり忘れていたが、二の宮が車を持ちあげる作業に参加すると言っていた。

「え、ってか、宮様。大丈夫ですか？」

「大丈夫です」

「わ、私、代わりましょうか？」

「この場合、あなたより私のほうが絶対に役に立ちます」

　言外に役立たずだと言われたような気がして、しょんぼりとする塔子にかまわず二の宮は車副達に声をかけた。

「さあ、暗くならないうちになんとかしよう」

「……あの、宮様。本当によろしいのですか？」

「くどいぞ、そなたらも」

　どうやら本気であることを悟さとった車副達は、いよいよ決心したのか一緒に轅や車体に手をかける。誰のものかも分からぬ掛け声とともに車体が大きく揺れる。がたがたと音をたてる先で万結がきりきりした声で牛を追う。

　やがて車輪が溝から持ちあがり、車体はまっすぐに立ち直った。

「やった！」

　塔子が歓かん声せいをあげたとき、勢いをつけすぎたのか二の宮がどすんと尻しり餅もちをついた。足元が他の者とちがい沓くつなので踏ん張りも利きかなかったようだ。

「二の宮様！」

　驚いて塔子は声をあげた。

「だ、大丈夫ですか？」

「お怪我はありませんか？」

　傍にいた車副達もあわてて声をかけるが、二の宮は地面に座りこんだままぼう然として動かない。

「……二の宮様？」

　車副の間を割って、塔子は前に出る。よく見ると天てん平ぴようの仏像のように優ゆう美びな手は埃ほこりと泥にまみれ、あちこち擦すり傷きずさえできている。

　どこか痛むのだろうかと、塔子は不安げに彼を見下ろす。

「あの、お怪我は？」

「あ、ああ。大丈夫です」

　やや上うわ擦ずった声で言うと、二の宮はすっと立ちあがった。どうやら怪我も痛むところもなさそうだ。ちょうどそのとき万結が戻ってきたので、この機会にと彼女に袿を返して塔子は自分の袿をかぶった。そうしてあらためて二の宮のほうをむいてから、彼の直衣のうしが埃まみれになっていることに気づく。

「ちょっと失礼します」

　塔子は身をかがめて、裾の埃を手で払いはじめた。必然的に抱かかえあげていた自分の衣を地面に引きずるわけだが、いたしかたない。自分達のために労力を取ってくれた二の宮のことを優先させるのはとうぜんだ。

「大丈夫ですよ、他の者にやらせますから」

　ちょっとあわてたような声を出す二の宮に、塔子は「すぐ、すみますよ」と言って今度は後ろに回りこみ、背中側の埃も払い落とした。

「よろしいですよ、きれいになりました」

「……あ、それはどうも」

「こちらこそありがとうございます。二の宮様のおかげで助かりました」

　袿をかぶったまま塔子はぺこりと頭を下げると、車副達もそれぞれに礼を口にする。

「不注意をいたしまして申し訳ありません」

「宮様のおかげで助かりました」

「本当にありがとうございます」

　なぜか驚いたように二の宮は面々を見つめていたが、やがてのろのろとうなずいた。

　それは日ごろのそつのないふるまいからすると少し意外な反応で、塔子は袿の下から二の宮の表情をうかがう。

「さあ、急ぐぞ」

「どうぞ御車に」

　車副に促うながされてそれぞれ後ろ口に回ろうとした矢先、塔子は二の宮の白い頰ほおがうっすらと赤く染まっていることに気がついた。

　予想外すぎる反応に目をぱちくりさせてから、塔子ははっと思いつく。

（ひょっとして、照れているの？）

　数あま多たの女人の称しよう賛さんを一身に集めてきたこの親しん王のうが、無ぶ骨こつな男達の単純な礼の言葉に？

（う、噓うそ～ぉ？　ち、ちょっと可か愛わいいところあるじゃない、この人）

　これまでさんざんからかわれてきた恨うらみもあり、不思議な優ゆう越えつ感かんにひたりながら塔子がほくそ笑んでいたときだった。北の方向から蹄ひづめの音が聞こえてきた。新たな車が来たのかと目をむけると、従者に轡くつわを握らせた騎き乗じようの青年が近づいてきていた。

　三の宮だった。

　彼は一度目をすがめ、牛車の横に立った二の宮の姿に大きな目をぱちくりさせる。

「兄上!?」

　馬を止めさせると、三の宮はいかにも彼らしい軽かろやかな身のこなしで下げ馬ばした。視線は兄にのみむけられており、袿をかぶった塔子には気づいていないようだ。

「どうなさったのですか？　こんなところで」

「車が溝にはまって、立たち往おう生じようしていたんだ」

「そういえば先日の雨でぬかるんで、路面がずいぶんと荒れましたからね」

　上じよう機き嫌げんとまではいかないが、比較的穏おだやかな口調で三の宮は言う。

　塔子は袿の下で言葉の内容と、話しかける間合いに悩んでいた。会いたいと思ったときに結構な確かく率りつで姿を見せてくれるが、あまりにも急なのでいつもかける言葉に迷う。

（どうしよう、なんて言おうかな？）

　どうであれ養よう子しの件を告げるしかないが、考えなしに単たん刀とう直ちよく入にゆうに告げるとふてくされてしまう危険性がある。

　思い悩んでいると、とつぜん視界が明るくなり頭と頰にひんやりした空気が触ふれた。

　え？　と思ってすぐ、かぶっていた袿を引ったくられたことに気づいた。

「斎王尚侍!?」

　あらわになった姿に三の宮が驚きの声をあげたが、塔子はそれどころではない。あたりを見回すと、南のほうに袿を持って走り去る男の背中が見えた。追おい剝はぎだと塔子が認識したときには、ものすごい俊しゆん足そくでかなり先を走っていた。

「待て！」

「追いかけてっ！」

　事じ態たいに気づいた女官と車副の者達が口々に叫ぶ。その中で万結が一人、逃げた男とは逆方向に走った。

「宮様、馬をお借りします！」

「え？」

　三の宮が返事をしないうちに、万結は文字どおり馬に飛び乗った。しかも足場もなしに地面から直接である。信じられない表情をする面々を後しり目めに、腹を蹴けって馬を駆かけさせる。いち早くわれに返った車副達があとを追いかけ、塔子も単の裾を持ちあげて走る。

　早々に男に追いついた万結は、いつの間にか脱いでいた袿と単を投と網あみのように犯人の頭にかぶせかけた。視界を奪われてうろたえている相手の一瞬の隙すきをつくように、躊ちゆう躇ちよなく飛びかかる。もちろん馬から飛び降りたわけである。衣の下でぐえっと奇き妙みような声があがったので、ひょっとして腹ふく部ぶあたりに膝ひざを突き立てたのかもしれない。

　すぐに車副達が追いつき、衣ごと男を押さえつけた。

「お手て柄がらですぞ、女によう房ぼう殿どの」

　興奮したまま車副は言うが、万結は浮かれたようすもなく立ちあがり、あ然とする塔子に取り返した袿を差し出した。さすがに息は荒いが、おびえたようすは一切ない。

「あ、ありがとう。怪我はない？」

「どうぞご心配なく。私は兄と東宮様から、斎王尚侍様をお守りするように仰せつかっております」

　誇らしげに万結は言うが、はたして明槻と直霧が女人である万結に対して、いまのような行為を前ぜん提ていとして〝守るように〟と言ったのかはなはだ疑問が残るところである。特に明槻にかんしては、塔子に変な虫をつけないために男嫌いの万結が適てき任にんだと考えていただけのような気がする。

　牛飼い童が万結の衣を持ってきたので、彼女は袿と単をするりと羽は織おり直した。

「それにしても、車の中ではどうやってあんな一瞬にして脱いだの？」

　あのとき疑問に感じたことを塔子が尋ねると、万結は胸を張って答えた。

「このようなことがありはせぬかと考え、単ひとえ重がさねにして着付けておりました」

　単重ねというのは、五つ衣すべてをひと重ねにして着る略りやく式しきの着付けである。正式ではないが、略装として許可された着方だ。ちなみに唐衣裳のすべての衣は、最終的には裳もを結ぶ紐ひとつで押さえられているので、単重ねで着付ければわりと楽に脱げるのだ。

（すごい！　兄妹きようだい揃って、有ゆう能のうすぎる）

　塔子は万結の凜り々りしさにすっかり興奮してしまっていた。

　追い剝ぎの始し末まつを車副達に任まかせて、塔子は袿をかぶり直し、馬を引く万結とともにひとまず元の場所に戻った。ぼう然とする二の宮と三の宮の背後には牛車が二台ある。修理を終えた二の宮の車がちょうど来たところだったのだ。

　万結は馬の手た綱づなを随ずい身じんの者に預け、三の宮に対して深々と頭を下げた。

「御み馬まを拝はい借しやくいたしまして、ご迷めい惑わくをおかけしました」

「……いや、気にするな。よくやったと思うぞ」

　ぎこちなく三の宮は答えた。素直に称賛できない気持ちはなんとなく分かる。彼女は先日あなたが石をぶつけた人の妹なのだと告げたら、この宮はどんな表情をするだろう。そんなことを考えつつ、塔子は三の宮の傍に近づいていった。

「宮様、お伝えしたいことがあります」

　挨あい拶さつもしていないことを思いだしたが、いまさらこの人相手に行ぎよう儀ぎよくしてもしかたがない。なにしろ先日、御ご所しよで怒ど鳴なりつけたばかりなのだから。

　対して三の宮は身み構がまえつつ応じる。

「なんですか？」

「中なかの宮みや様が私に、苑その子こ様がお産みになる御お子こが若君であれば、養よう母ぼになってほしいと仰せになられました」

　三の宮は虚きよをつかれたように、大きな目をさらに大きく見開く。突とつ飛ぴすぎてにわかには信じられないのだろう。無理もないことだ。

「は？」

「本当だよ、私も聞いていた」

　驚きよう愕がくの表情を浮かべる弟に、傍かたわらにいた二の宮は自分の言葉を念押しするようにうなずいた。兄の言葉に三の宮は、たばかられているわけではないと悟さとったようだった。

「……なぜ、そんなことを？」

　二の宮の顔を見てされた問いに、すかさず塔子は答える。

「皇こう家かの人間として育てたいからだと、言ってはおられました」

「だからといって、それをなぜあなたに頼むんだ？」

　三の宮の声ははっきりと怒ど気きを、そしてそれ以上の動どう揺ようをはらんでいた。注意深く彼の心境を想像しながら、塔子は言葉を選ぶ。

「そうなれば子を介かいして、私の後うしろ盾だてとなることができると仰せでした」

「は？」

　三の宮は訝いぶかししげな声をあげた。

「これは私の想像ですが………」

　前置きをしてから塔子は言った。

「大だい納な言ごん様のみならず、摂せつ関かん家け一族にはもはや入じゆ内だいが叶かなう年ごろの姫がおりませぬ。であるのなら、東宮妃候補である私の後ろ盾となることで、外がい祖そ父ふとまではいかずとも近い影響力を持ちたいとお考えなのではないのでしょうか？」

　語っているうちに塔子は、省しよう子この目的が見えてきたような気がした。

　いくらなんでも純粋に和わ解かいだけが目的で、支し援えんを約束してくるとは思えなかった。しかし宮きゆう中ちゆうにおいて実家の権けん勢せいがほとんどない塔子は、後ろ盾となる側からすればあんがい好都合な相手なのかもしれない。

（もしかして、そういうことなのかしら……）

　思案しているさなか、三の宮の声がした。

「苑……いや、二にの姫ひめも？」

　塔子は袿の下で眉まゆをよせた。三の宮がどのような意図で苑子の反応を気にするのかは分からなかったが、直接苑子に会えなかった塔子には、省子の言葉をそのまま返すしか術すべはなかった。

「この話を最初に言いだしたのは、苑子様だということです」

「……」

　三の宮は無言だった。塔子は彼がなにか言うのを待っていたが、あまりに長いことなにも言わないので、彼の表情をうかがおうと袿を僅わずかにずらそうとした。

「それならば斎王尚侍。あなたの好きなようになさればよいではないか」

　腹立たしげとも投げやりとも取れる物言いに、塔子は袿をずらしかけていた手を止めた。

　胃の底から、なにかどろどろとしたものがせりあがってくるような感覚がする。衣の端をぎゅっと握りしめ、突っぱねるような口調で塔子は言い返した。

「三の宮様が産まれてくる子の父にならずともよいとお考えであれば、私の一いち存ぞんで決めさせていただきますが」

　いまの自分の言葉が、射じや礼らいの夜に明あか槻つきがぶつけた言葉と同じだとこの人は気づいているのだろうか？　あのときは怒りや感情に任まかせて子には関心がないようなことを言っていたが、日を置いた今日も同じ答えを彼は口にするのだろうか？

　じわじわとこみあげる怒りを切せつ実じつになにかを願う気持ちで抑えながら、塔子は三の宮の答えを待った。しかし───。

「そうすればよいではないか」

「……宮」

　二の宮が躊躇ためらうような声をあげる。なんらかの異いを唱となえようとして、塔子は口を開きかけたが、すぐに気を殺そがれてしまった。なにをいまさら動じているのか。射礼の夜の三の宮の言動を考えれば、十分想像できた答えではないか。

　これが彼の父親としての本ほん音ねなのだ。

　袿をかぶったままで、本当によかった。もし三の宮の表情がなんの躊躇いもないものであれば、塔子はまざまざと思い起こしてしまったかもしれない。これまで胸の奥深くに押しこめていた苦い思いを───。

「分かりました」

　冷ややかに言うと、塔子はくるりと踵きびすを返そうとした。しかしすぐに思いとどまり、足を止める。

「二の宮様、いろいろとお手数をおかけして申し訳ありませんでした」

　結果がどうであれ、二の宮が尽じん力りよくしてくれたことは事実だ。そして大たい層そうな迷惑をかけたことも間違いない。

「後日あらためてお礼に伺いますので、本日はこれで失礼いたします」

　この場合、もちろん使いの者を嵯さ峨が野のによこすという意味である。

　心に重い石を抱いたような気持ちで、今度こそ踵を返そうとしたときだった。

「わざわざ足をお運びいただかなくても、私はまた梅うめ壺つぼに伺いますよ」

　二の宮の言葉に塔子は動きを止めた。

「え？」

「先日訪れたとき、紅こう梅ばいはまだ五ご分ぶ咲ざき程度でしたから。今ごろはきっと満開でしょう。あの梅を観みずに春を終えるのはあまりに惜おしい。花が散る前に必ず、あなたのもとに参上します」

「……は、はあ」

　先刻までの陰いん鬱うつな気持ちも吹っ飛び、塔子は非ひ常じようにたじろいだ。

　なんだ、このくどくような言い回しは。どうして素直に「今度、観かん梅ばいに御所に伺いますからそのついでに」と言わないのだろう。

「そのとき、またあの七しち絃げん琴きんを弾ひかせていただけるとありがたいです」

「あ！」

　いちいち大おお袈げ裟さな言い回しに悩んだが、なんのことはない。目的は琴だったのだ。そのことに気づいたとたん、深しん刻こくな問題を抱えているにもかかわらず口調が朗ほがらかになる。

「喜んで。私などが弾くよりは宮様に弾いていただいたほうが琴も本ほん望もうですよ。あ、でしたら東宮様にお話しして、しばらくお貸しできるようにはからって───」

　言い終らないうちにとつぜん視界が明るくなり、塔子は目をぱちくりさせる。首をもたげると、袿を右手で持ちあげた二の宮が立っていた。とうぜんだが横にいる三の宮は目を円まるくしている。あ然とする塔子に、二の宮はしみじみとした口調で言う。

「もったいないですね。世の女人達は、何なに故ゆえこのように愛らしいものを隠したがるのやら」

「………」
















「あ、兄上」

　とっさにものを言えないでいる塔子に替わるよう、三の宮が兄の袖そでを引っ張る。

　二の宮がやったことだからあまり違い和わ感かんはないが、女人に対して咎とがめられる行為にはちがいない。それ以前に普通の男なら、こんな歯が浮くような言葉をおいそれと口にはできないだろうが。

「お戯たわむれはそのあたりで」

　すっと影が横切り、いつの間にか先ほどまで後ろにいた万結が真横に立っていた。

　氷のように冷ややかな声こわ音ねにも、二の宮はくすっと笑って応おうじる。そして手にした袿をふわりと広げて、塔子の頭にかぶせかけて言った。

「あんなふうに誰かに手ずから埃を払ってもらったことは、生まれてはじめてですよ」

「は、はあ………」

　それぐらい乳う母ばにはしてもらったことがあるだろう？　いや、もしかしたらこの優ゆう雅がな美び貌ぼうの親王は、泥や埃にまみれたこと自体がないのもかもしれない。

（って、とんでもないことを、やらせてしまったんじゃ………）

　いまさらおののきながらちらちらと見あげるが、二の宮は平然とかまえている。

「兄上、先に行きますよ」

　どう思ったのか、ややいらついた口調で三の宮が言った。

　立ち去ろうとする弟の後ろ姿を眺めながら、二の宮はそっとささやくように言った。

「弟のことなら大丈夫ですよ、奥の手がありますから」
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「養よう子しですって!?」

　清せい涼りよう殿でんの朝あさ餉がれいの間まで、明あか槻つきは驚きの声をあげた。

　大だい納な言ごん邸ていでの季御きのみ読ど経きようから戻ったその日の夜。縋すが子こを上かみ座ざに、塔とう子こと明槻はむきあって座っていた。この場で塔子は、二にの宮みやや三さんの宮みやに会ったことも含めて、省しよう子こに持ちかけられたことのおおよそを話したのだ。

「なんだって、そんな突とつ飛ぴなことを？」

　とうぜん出てきた明槻の疑問に、塔子は子供を皇こう家かの人間として育てたいという大納言側の意志と、西にしの洞とう院いん大おお路じで三の宮に述のべた自分の推すい論ろん、すなわち大納言家は塔子を支し援えんすることで、宮きゆう中ちゆうに影響力を持ちたいと考えているのではないかということを話した。

　話を聞いている間中、縋子は脇きよう息そくにもたれて気き難むずかしい表か情おで眉まゆをよせていた。

「支援にかんしては、あくまでも私の想像ですけど……」

「いや、理りには適かなっておるぞ」

　遠えん慮りよがちに話を終えた塔子に、同意を示してから縋子は明槻のほうを見る。

「そなたはどう思う、東とう宮ぐう」

「納得はできます。そのように考えれば、おおむね合が点てんがいくでしょう」

　そこで明槻は一度言葉を切り、釈しやく然ぜんとしないように言う。

「ですが私は、中なかの宮みやがそのように穏やかな方法で事をすませる人間だとは、思えないのです」

　一度も面めん識しきのない人間に対してのずいぶんな言いように、塔子と縋子は訝いぶかしげな表情で目を見あわせあう。

「なぜじゃ？」

「左さ近こん衛えの大だい将しようの邸やしきで聞いた話なのですが、中の宮は以前から、私の母を称しよう賛さんする言葉を口にしていたとのことなのです」

　塔子は目をぱちくりさせる。もちろん省子と明槻の母の確かく執しつは知っていたから、それが本当だとしたら驚くべき話である。

「自分にまったく非ひがないうえで血のつながった姉に恋人を奪われたら、普通そんなことを口にできますか？」

　明槻の言い分はもっともだった。確かに過去のこととして、いまさら悪く言ったりしない選択はありうるが、称賛までいくとあきらかに不自然な態度である。

「できぬであろうな」

　にべもなく縋子は言いきった。

「ではなにか思おも惑わくがあって、中の宮様は姉上様を褒ほめていらっしゃると？」

「まあ、塔子は面めん識しきがないからぴんとこぬかもしれぬが、榠めい子こを裏表なしで褒める女おな子ごなど世におらぬわ。本人も女子に嫌われてもなにも困らぬとほざいておったからな」

「お、主上おかみ……」

　息子むすこを前にしての母への非ひ難なんに塔子はあわてたが、明槻は平然と聞き流している。

　ほっとするのも複雑だが、明槻の母が予想以上の〝嫌な女〟であることが、いまの縋子の言葉で判明した。同性に嫌われても困らないというのは、男なら間違いなく自分の味方をするという自信があるから言える台詞せりふなのだろう。男から見て妖よう女じよや魔ま性しようの女などと騒がれる人物は、女から見ればたいていがただの嫌な女でしかない。そしてそのような女性はどんな場所にも、常に一定数存在しているものだ。

「では中の宮様はなんの目的で……その、心にもないことを？」

　塔子の問いに、縋子は明槻を一いち瞥べつして言った。

「姉との確執はあっても、東宮にけして敵てき意いを持っていないということを、世間、いやそなたに知らしめるためではないか？」

「そうかもしれませんね」

　ひどく白しらけた表情で同意した明槻に、塔子は身を乗り出して問う。

「それは熊くま野のの件があったから？」

「最初はそう考えたのですが、中の宮が母を称賛していたのはずいぶん以前からだったということです」

　単純に養子の件だけであれば、熊野の件での和解のためかとも考えられた。しかし明槻が言うように、以前から省子が遺い恨こんある榠子に好こう意い的てきなことを言いつづけていたのだとしたら、なんらかの目的があって敵意を隠しつづけていたのではと勘かん繰ぐってしまう。

　実際のところ榠子が妹にした仕打ちは、呪じゆ詛そをされても不思議ではないものだ。

　そのうえで本気で姉のことを称賛しているのであれば、人としてなにかの判断力が鈍にぶっているとしか思えない。聖せい人じん君くん子しなら許そうとするだろうが、それは称賛とはまったくちがう。

　三人はいちように黙りこみそれぞれに思案をつづけたが、これといった答えは出てこなかった。いい加減厭あきたのか、思いついたように縋子が口を開く。

「しかし養子といっても、きちんと養よう育いくできる環境に実の母がおるのであろう？　母である二にの姫ひめはなんと言うておるのじゃ？」

「いえ。この件を考えついたのは、そもそも苑その子こ様だということですから」

　塔子の答えに、明槻は眉み間けんに深い皺しわを刻んだ。

（……明槻？）

　あらためて見直すと、いま垣かい間ま見たばかりの険しい表情はもう消えていた。

「まあ、よくよく子のことを考えての言葉であろうな」

　ふっと緊張を殺そぐような、そんな力の抜けた声こわ音ねで縋子が言った。らしからぬ穏おん便びんな物言いに、塔子と明槻は同時に縋子を見る。

　しょうもない、というように縋子は苦笑を浮かべた。

「そもそもいちばん悪いのは三の宮じゃ」

「………分かっています」

　苦々しげに答えると、明槻はふてくされたように視線をそらす。

　そんな反応を訝しく思う塔子に、縋子が話しかけた。

「それで、塔子はどうしたいのじゃ？」

「私ですか？」

　とつぜん振られて驚きはしたが、とうぜん出る問いではあった。塔子が答えあぐねていると、すぐに縋子がつづけた。

「内ない親しん王のうや女によ王おうが養子をむかえることは珍しい話ではない。しかしそなたは入じゆ内だい予定もあり、いずれ自分が子を持つ可能性もある若い女子じゃ。それを考えれば中の宮の依い頼らいは無茶な話で、ここで断ったところでさしたる非ひ礼れいにはならぬぞ」

「ですがそのようなことをすれば、本格的に摂せつ関かん一族と対立することになりませんか？」

　塔子の問いに、縋子は不意をつかれたような顔をする。むかい側で明槻が、いっそう表情を険しくした。

　確かに治ち天てんの君きみと呼ばれた京きよう極ごく院いんは、圧あつ倒とう的てきな政治的手しゆ腕わんで権けん勢せいを皇家に取り戻した。だからといって一人の臣しん下かもなしに政治が行えるわけではない。かつてのように帝みかどを操るほどの力を持たせるわけにはいかないが、かといって彼等らを宮中から追い出そうと考えているわけではないのだ。以前にも明槻が言っていたが、この国はまだ藤とう家けの力抜きには動かせない。

　しばしの沈黙のあと、観かん念ねんしたように明槻が口を開く。

「真っ向からの対立は、双そう方ほうともにけして望んではいません。ですがこんな突飛な申し出を承しよう諾だくせずとも、和解する手段はいくらでもあります」

「目的が和解だけならば確かにそのとおりです。ですが敢あえてこんな依頼をしてきた理由は、この手段が大納言家にとっても私にとっても利があると、中の宮様がご判断されたからなのだと思います」

「利？」

　訝しげにつぶやいた明槻に、塔子はこくりとうなずく。

「苑子様の件で入内が叶かなわなくなった大納言家では、あるいは傍ぼう流りゆう家から養女を迎えて入内させるという手段も考えたのかもしれません。ですがその娘に実の親がいれば、いくら養女とはいえそう干かん渉しようができるはずもない。その点では私のように親がいない娘のほうが支援しやすいのだと思います」

「それでは一方的に利用されるだけで、あなたが養子の話を受ける利がないではありませんか」

「このまま私が入内してたとえ皇み子こを産むことができても、しっかりとした後うしろ盾だてがない状況ではいろいろと困こん難なんなことは生しようじてくるでしょう。中の宮様の申し出は、おそらくそのあたりの私の弱みを考えてのものではないかと思うのです」

　塔子の入内を望む縋子と京極院はもちろん支援してくれるだろうが、彼等は東宮の後ろ盾でもあり、特に帝となった縋子は特定の誰かを後こう見けんすることが難しい立場になった。

　けして悪いようにはしない───あの省子の言葉は、後ろ盾のない塔子の頼りない立場や不安な気持ちを見み越こしてのものだったのだ。

（なんて鋭するどい………）

　心の中でそっとため息をついたとき、とつぜん縋子が声をあげて笑いだした。

　驚いて顔をむける塔子と明槻を前に、縋子は脇息に顔を伏せるようにして、くくっと喉のどを鳴らした。

「確かにあっぱれじゃ、中の宮。敵の弱みを攻撃するのではなく、弱みにつけこんで手を結ぼうとするとはな。沽こ券けんやこれまでの因いん縁ねんにこだわる男どもには、とうてい思いつかない発想であろうな」

　揶や揄ゆするような縋子の言葉に、明槻は厭いやそうに顔をしかめた。

　縋子は省子のみならず、そのことに気づいた塔子をも褒めているわけだが、同時に敵と手を結ぶことに考えも及ばなかった明槻にやんわりと皮ひ肉にくを言っているのだ。

「それではどうする、塔子。中の宮の話を受けてみるか」

　しかめ面つらの明槻をよそに、まるでからかうように縋子は言う。

　いや、むしろ値ね踏ぶみされているようにさえ思う。

「私は………」

　それきり塔子は口ごもった。こんな話、熊野に居たころであれば猛もう烈れつに反発していた。両親がそれぞれ育てられる環境にいるのに、赤の他人に養子に出すなど塔子の常識では考えられなかったからだ。

　それでも苑子はまだ、たとえ共感できなくとも子供のことを思って言っている。

　だが三の宮はちがう。苑子への気持ちが冷めたとしても、産まれてくる子供は間違いなく彼の子だというのに、端はなから父親としての責任を放ほう棄きしている。

（本当に男なんて無責任なんだから！）

　いまさらとらわれたくないと考えながらも、いつの間にか塔子は自分の父親のことを思いだしてしまっていた。三の宮の産まれてくるわが子に対する態度に接するたび、最後まで自分を顧かえりみなかった父・高たか槻つき親しん王のうに対する怒りがこみあげてしまうのだ。

「断ったほうがいいです」

　予想どおりの意見を明槻は言った。

「そもそも年配の皇ひめ女みこや女によ院いんならともかく、入内の話があるまだ若いあなたに養子の話を持ってくるなどおかしな話ですよ」

　それは最初に誰もが思ったことで、了解のうえで悩んでいるのだ。

　腹の底が見えない省子。大納言との因縁。もろもろの因いん果が関係を承知したうえで、省子の言う〝支援〟という言葉は塔子の心を強く揺さぶった。

　いかに努力をしても才能があっても、この国では母親の身分や実家の権勢で子供の運命は左右されてしまう。三の宮がよい例だし、過去にも皇こう后ごう腹ばらに産まれながら、母方の実家が没ぼつ落らくしたことにより立りつ太たい子しされなかった親王もいる。

　将来わが子がそのような立場に立たされるのかと思うと、やはりなんとかしなくてはと考えてしまう。そう考えると、省子の誘いは魅み力りよく的てきだった。

「私はたとえ彼らに後ろ盾になってもらったとしても、一方的に言いなりになるつもりはありません」

　省子の提案を受けると言ったも同然の塔子の言葉に、明槻はとんでもないとばかりに首を横に振った。

「そんなことは思っていません。自みずから火か中ちゆうの栗くりを拾う必要はないと言っているのです」

「でもっ！」

　にべもない明槻の物言いに、塔子は思わず身を乗り出した。

「彼らを味方につけることができるのなら、将来、私が子供を儲もうけたときに安心できるから」

「………」

「こんな言い方をしてはよくないけれど、私は賭のり弓ゆみの夜、三の宮様があのように荒れていた心しん境きようが分かるのです」

　明槻ははっきりと表情を歪ゆがめた。その反応に塔子は良りよう心しんの呵か責しやくを覚えた。

　出しゆつ生せいを理由に辛つらい思いをしてきたのは明槻とて同じなのに、三の宮はそんなことをまったく思いやらずに明槻にぶつかった。それなのに三の宮だけを弁べん護ごするようなことを言えば気を悪くしてあたりまえだ。

　だがあのときの塔子は、三の宮の苛いら立だちをはっきりと感じていた。自分ではどうしようもないことに対する彼の憤いきどおりを、肌でひしひしと感じたのだ。あるいはその理由は、似たような思いを自分の子供がするかもしれないという懸け念ねんからなのかもしれなかった。

　もしかしたらいまの自分は、三の宮と同じ心しん境きようで明槻に反発を抱いているのかもしれない───そう塔子は思った。

「子供が母親に求めているものは、そんなものではありません」

　抑よく揚ようのない明槻の声に、塔子ははっとして顔をあげる。大おお殿との油あぶらの炎に照らされた彼の顔は、右側だけが明るく左側には深い影が落ちていた。

　そのろくに見えない片かた頰ほおを、塔子は食い入るように見つめる。だが影に覆おおわれた頰はあまりにも暗く、やはりなにもうかがうことはできない。

「まあ、この場で答えを出す必要はない」

　からっとした縋子の言葉に、塔子は物思いから立ち返る。知らないうちにひどく緊張していたらしく、握りしめたこぶしのうちにじっとりと汗をかいていた。

「そうですね」

　平へい淡たんな物言いで同意をすると、明槻は塔子に目をむける。

「今日はもう遅い。後日、相談しましょう」

「……は、はい」

　躊躇ためらいがちに同意した塔子に、明槻はこくりとうなずいた。
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　渡わた殿どのに出ると、冷たい夜や気きが頰ほおの皮ひ膚ふを引きつらせた。春とはいえ朝晩の空気はまだまだ冷たい。かがり火に照らされた満開の梅の花が、まるで雪のように見える。

　磨みがき抜かれた渡殿を、しずしずと衣きぬの滑すべる音が聞こえる。清せい涼りよう殿でんを辞じしてから、塔とう子こは明あか槻つきと連れ立って簀すの子こを進んでいた。先を行く明槻の背中を見ながら、ふと塔子は思いつく。

（そういえば、七しち絃げん琴きんのことを訊きかなきゃいけなかったんだ）

　琴ことはもともと明槻のものだから、貸たい与よするのなら彼に許可を得なければならない。しかしこの間合いではなんとも切り出しにくい。明槻が二にの宮みやのことをどう思っているのかは不明だが、女によ人にん関係で信用していないことは確かである。優う婆ば塞そくとなっているのにここまで不信を抱いだかれているというのは、いったい以前がどれほどのものだったのかと思う。

「あの……」

　塔子の呼びかけに、明槻はぴたりと足を止めて振り返った。

「なんですか？」

　特に普段と変わらぬように明槻は答えた。

「七絃琴のことだけど、あの琴を二の宮様にお貸ししたら駄だ目めかしら？」

　変に遠えん慮りよがちに言うと意識をしているように捉とらえられてしまうので、何気ないふうに塔子は尋ねた。それでも明槻は露ろ骨こつに不ふ審しんな面おも持もちを浮かべはしたが、織りこみ済ずみの反応だったので、塔子は梅うめ壺つぼで会ったとき、二の宮が難なん易い度どの高い七絃琴を見事に弾ひきこなしていたことを伝えた。

「あれだけ達たつ者しやな弾き手なら、調ちよう律りつもきちんとしてくださると思うのよ」

「ああ……」

　明槻は納得したようにあいづちを打つ。

「そのような理由であればかまいません。あなたがよいのなら、二の宮に貸与してください」

「よかった、ありがとう」

　もろもろの意味で、塔子は安あん堵どに胸を撫なでおろした。変に曲きよつ解かいをせずに了りよう解かいしてくれたことはもちろんだが、先せん刻こくのやりとりで明槻の真しん意いを量はかりかねていたから、いつもどおりの理性的な反応に安心したのだ。

「確かに二の宮は七絃琴の名めい手しゆでしたね。ここ二年ほど顔をあわせてなかったので、失しつ念ねんしていました」

　そこで明槻は一度言葉を切り、やけにしみじみとした口調で言った。

「母君の登とう花か殿でんの更こう衣いに似たのでしょうね。彼女も奏そう楽がくにかんしてはたしなみの深い方でしたから」

「ああ、そんな感じの方ね」

　践せん祚その日の夜に訪ねてきた篤あつ子このことを思い起こし、塔子はうなずく。

　その奥ゆかしい彼女が、わが子である三の宮を懸けん命めいに執とり成なそうとする姿は痛ましかった。あるいは三の宮がこのような不ふ祥しよう事じを起こした要よう因いんが、自分の身分の低さにあるのだと彼女は分かっているのかもしれない。射じや礼らいが行われた夜、自らの母を貶おとしめるような発言をした三の宮のことを思いだし、塔子の胸は締めつけられる。

「それなのに、三の宮ときたら………」

　明槻が漏もらした言葉に、自分の心しん境きようを読まれたのかと塔子は驚きに目を見開く。

　まじまじと自分を見つめる塔子に、明槻は気まずげな表情でそっと視線をそらす。その瞬間、塔子の頭の中にぽっとひとつの考えが生しようじた。

（ひょっとして………）

　射礼の夜のことが、まざまざと脳のう裏りによみがえる。

　塔子は明槻が、彼の複雑な出生事情をまったく思いやらず、自分の不ふ遇ぐうばかりを言う三の宮に怒ったのだと思っていた。

　だが、そうではなかった。

　───子供が母親に求めているものは、そんなものではありません。

　明槻は、自分のために必死になってくれる母親を貶めた三の宮に怒っていたのではないか。

　塔子は先ほどの朝あさ餉がれいの間まで、陰になって分からなかった明槻の表情を思った。あのとき彼はどんな思いでいたのだろう。

　明槻は短い時間さまよわせていた視線を元に戻し、しっかりと塔子を見つめた。

「早く戻りましょう、風か邪ぜを───」

　言い終わらないうちに、麗れい景けい殿でんの方向から歩いてくる直なお霧ぎりに気づいた。

　彼は塔子達に気づくと、少し手前で立ち止まった。本日は深ふか緑みどりの官かん服ぷくを着ている。時刻的にはとっくに退出してもよいころだが、東とう宮ぐうの乳ち兄弟きようだいということもあり、なにかと勤務時間が長くなっているようだ。

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ。本日は妹がお世話になりました。いまから連れて帰ります」

「そんな、お世話なんて」

　むしろこっちが大変なお世話をかけてしまったのに。

　西にしの洞とう院いん大おお路じでの騒そう動どうのあと、御ご所しよに戻ってから万ま結ゆは麗景殿の局つぼねに控ひかえていた。そういえば直霧の仕事が終わってからいっしょに帰るのだと言っていた。しかしよく考えれば直霧は騎き馬ばだろうし、万結は唐から衣ぎぬ裳もだから車で来たと思うのだが。

「直霧さん。万結さん、馬に乗って帰るの？」

「え？　車ですが、夜は危ないので横についていこうかと」

　塔子の問いに直霧は訝いぶかしげな表情で答えた。短い間のあと、なにごとかに気づいたような表情で尋ねる。

「ひょっとしてあいつ、なにかやらかしたのですか？」

　普通に考えて、女によ人にんが馬に乗って帰るという発想は浮かばない。そのあたりからなにかに気づいたのだろうか。

　塔子は下さがり端ばが揺れるくらい、ぶんっと首を横に振った。

「やらかしたなんてとんでもない。すごく助かったし、あんな勇いさましい女の子にはじめて会ったわ。さすが直霧さんの妹ね」

「…………」

「あの、女によ王おう。万結はいったいなにをやったのですか？」

　表情を引きつらせる直霧の横で、明槻が興きよう味み津しん々しんといった感じで問う。

「車を降りたとき追おい剝はぎに着物を盗とられそうになったの。でも万結さんが馬に乗って追いかけて捕つかまえてくれたのよ。多分、膝ひざで当て身を食らわせたと思うわ」

「馬に乗ったって、あの恰かつ好こうでですか？」

　尋ねたのは明槻だった。直霧はものも言わず、いっそう眉まゆをよせ眉み間けんに深い皺しわを刻んでいる。

「えっとね、こんなこともあろうかと思って、単ひとえ重がさねにしてすぐに脱げるようにしていたんですって」

「なんですか、単重ねって？」

「重かさね袿うちぎを一枚一枚ではなく、ひと重ねにしてあわせる着方よ。簡単に脱ぎ着ができるの」

「へえ、そんな着付け方があったのですね。今度注意して見てみます」

　妙みような方向に関心を示したあと、明槻はひょいと直霧のほうを見た。

「万結は、また腕があがったみたいだな」

「………相さ模がみに赴ふ任にんしている最中に、父が調子に乗って仕込んだそうです。筋がいいとか言って。私が都みやこに残っていたので練習相手に飢うえていたのでしょう。二年前に戻ってきたときには、矢や馴ばせ馬め（流鏑やぶさ馬めの古こ称しよう）までこなせるようになっていました」

「矢馴せ馬！」

　塔子は驚きの声をあげた。

「す、すごい！　矢馴せ馬って、馬を駆けさせながら的まとを射いるあれでしょ。奉ほう納のう神しん事じぐらいでしか見たことないけど、すごく格かつ好こよかったわ」

　興奮したまままくしたてる塔子に、なんとも複雑そうに明槻は言った。

「昔から機き敏びんで、軽々と馬に乗りあがって遠乗りするような娘だったのですよ。それに判断も冷静なので、なにかあったとききっと役に立つだろうと思ってはいましたが、まさかそこまでやるとは思いませんでした」

　確かに車くるま副ぞいと牛うし飼かい童わらわをあわせれば宮様方二人をのぞいても三人の男性がいたのだから、その中で万結がこんな雄お々おしい行動に出るとは予想外だったのだろう。

　とつぜん直霧が、肺の中のものをすべて吐き出すような深い息をついた。塔子はぎくりとして直霧を見る。眉間の皺がかつて見たことがないほどに深くなっている。

（あ、あれ？　もしかして怒っている？）

　調子に乗って騒いでしまったが、馬に乗って大おお捕とり物ものをするなど女人の行為でないことは確かだ。

「失礼します。妹を車に押しこんできます」

「ち、ちょっと待って！」

　踵きびすを返そうとした直霧の袍ほうを、あわてて塔子はつかんだ。

「怒らないであげて。確かにしとやかな行いじゃないけど、私が困っていたからやってくれたことなの」

「じゃじゃ馬が理由で怒っているのではありません。女が一人で追い剝ぎに立ちむかっていったりして、怪け我がでもしたらどうするんですか」

　ものすごくまともな方向への怒りに、塔子はおのれの浅はかさを反省しながらもいたく感動してしまった。

「直霧さんの言うとおりだわ」

　いったん引き下がってから、あらためて塔子は言った。

「でも今回だけは私に免めんじて怒らないであげて。あの場合、本来なら主人役の私が危ないからと言って止めなきゃいけなかったんだから」

「そうだな。私も万結に〝斎王尚侍をお守りするように〟とは言ったからな」

　見み兼かねたように明槻が口をはさむ。先刻の発言から、けしてそのような意味で〝守れ〟と言ったわけではなかったのだろうが、一応責任は感じているようだ。それでも納得しきれていないような直霧に、塔子がもう一度頼みこもうとしたときだった。

「いいえ、斎王尚侍が責任を感じることはございません」

　声がしたほうを見ると、麗景殿の簀すの子この端に万結が立っていた。彼女はしずしずと、しかし恐ろしく速足でこちらまでやってくると、ぺこりと頭を下げた。

「お兄様、心配をかけて申し訳ありませんでした」

　素直に謝った妹に、直霧は黙りこんだ。過ぎたことをとやかく言ってもしかたがないし、きちんと反省の意を示している相手にそれ以上言っても嫌いや味みにしかならない。そんなことは直霧なら十分分かっているだろう。

　万結が叱しかられなかったことに安堵しつつ、塔子はもう一度口を開く。

「万結さん、ごめんね。危ない真ま似ねをさせて」

「こちらこそ、かばっていただいてありがとうございます。尚侍のそのお心こころ遣づかいに、身を挺ていして衣を取り戻した甲か斐いがあったと感激しております。次にこのようなことがございましたら、今度は周りに心配をかけずにすむようにもっと慎しん重ちように賊ぞくを捕らえにいきますので、どうぞご安心ください」

　疑いもなく万結は訴うつたえたが、直霧の怒りの方向を基本的に取りちがえている。

　塔子と明槻が目を見あわせる前で、直霧がしかめ面つらで言う。

「あのな、そういう意味では………」

「お兄様。私、宮みや仕づかえをいたします」
















　とつぜんの宣言に、その場にいた三人は全員目を円まるくする。たしか万結は五ご節せちの舞まい姫ひめを務つとめて以降、宮仕えを打だ診しんされつづけていたもののずっと断っていたと聞いている。その理由は、彼女の極きよく端たんな男嫌いにあると想像していたのだが。

　あんのじょう直霧は胡う散さん臭くさげに問う。

「宮仕えって、男がいるから嫌だったんじゃないのか？」

　やはり理由はそれだったのかと得とく心しんする塔子の前で、直霧と万結の兄妹はやりとりをつづける。

「ですがいつまでも嫁にも行かずに、家に籠こもっているわけにはいきませぬでしょう」

「いや、別に嫁には行ってもいいんだぞ………」

　直霧は彼にしては珍しく遠えん慮りよがちに突っこむが、華か麗れいに無視して万結は明槻を見る。

「東宮様。私ここ数日、宮仕えらしきものを経験させていただきましたが、まさか女によう官かんの仕事というものが、これほど緊張感と躍やく動どう感かんにあふれた、血ち湧わき肉にく躍おどるものだは考えてもおりませんでした」

「…………」

「それに私、斎王尚侍の聡そう明めいさとお心遣い、なにより驚くべき行動力にすっかり感かん銘めいを受けてしまいました。叶かないますことならば私も尚侍のように宮仕えで輝き、世の中の役に立つことをこの身で実感したいのです」

　目をきらきらさせて万結は言うが、塔子からすると微び妙みように引っかかる発言である。

　もちろん悪意がないことは分かっている。数々の塔子のふるまいを見て、宮仕えや女官の仕事というものを根本的に勘違いしているだけだ。

　どう答えてよいのか分からずにいる明槻に、駄目押しとばかりに万結は言った。

「それに私が出しゆつ仕しいたしましたら、尚侍に悪い虫などけしてよせつけません!!」

「よし。明日、命みよう婦ぶとして叙じよする」

「東宮様!!」

　塔子と直霧が同時に声をあげた。直霧が東宮様と呼ぶときは彼が怒っているときだが、明槻も万結も気にしたようすはまったくない。それどころかくるっとむき直ると、万結は美しい顔にこれまで見せたこともないような満面の笑みを浮かべて言った。

「お兄様。お父様にその旨むねをお伝えして、先日の兵ひよう庫ごの頭かみ様とのお話はお断りいただくように言ってくださいね」

「………」

「それか！」

　いろいろ堅かたいことを言ったわりに、結局本音はそれだったのだ。思いっきり合が点てんがいき、塔子は手まで打ち鳴らして男のように叫んだ。

　それにしてもこんな男嫌いの娘に諦あきらめずに縁えん談だんを持ってくるとは、『矢馴せ馬』を仕込むような父親にしては、ずいぶんと常識的なことをするものだ。

「それでは東宮様、斎王尚侍。また明日。おやすみなさいませ」

「ああ、気をつけて帰るように。明日の出仕を楽しみにしているぞ」

「私も楽しみにしております。それではお兄様、先に参りますね」

　万結はしずしずと、しかしものすごく速い足取りであっという間に渡殿のむこうに消えていった。上機嫌で見送る明槻の横で、直霧は一生の不ふ覚かくを喫きつした人のような表情をしていたが、やがて憤ふん然ぜんとした足取りで妹を追いかけていったのだった。
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　それから数日後、塔とう子こは清せい涼りよう殿でんの東ひがし廂びさしにいた。政まつりごとにかんして公く卿ぎようからの報告を聞く縋すが子この後ろに控ひかえていたのだ。明あか槻つきは縋子の斜はすむかいの、孫まご廂びさしよりの場所に座っていた。

「尚侍ないしのかみ」

　後ろに座っていた万ま結ゆの呼びかけに、塔子は上半身を反転させる。

「なに？」

「東とう宮ぐう様が近ごろ公卿達の間で、なんと呼ばれているかご存じですか？」

　意図が分からず塔子は首を傾げる。公卿達の間で流れる明槻の噂うわさといえば、出しゆつ生せいの件か例の男だん色しよく疑ぎ惑わくくらいしか思いつかない。

「さあ？」

「摂せつ政しようの宮みやと呼ばれているようです」

　塔子は目をぱちくりさせる。文字どおり受けとめれば、政務を摂とる皇こう族ぞくということになる。

　皇族が摂政に就しゆう任にんする例は、歴史を繙ひもとけば応おう神じん天てん皇のうの御み世よの神じん功ぐう母ぼ后こう、推すい古こ天皇の御世の厩うまや戸どの皇おう子じ（聖しよう徳とく太たい子し）、斉さい明めい天皇御世の中なかの大おお兄えの皇おう子じ（天てん智じ天皇）がいる。

　しかし藤ふじ原わらの良よし房ふさの摂政就しゆう任にん以降、摂政・関かん白ぱくは藤とう家けの者が務めることが慣かん例れいとなっていたので、皇族が摂政職に就つくことはなかったのである。

　万結はさらに身をよせ、声をひそめる。

「昨日、登とう花か殿でんの前を通りましたら、公卿達がそのように噂をしておりました。あそこはいま直じき廬ろ（詰つめ所しよ）になっておりますでしょう」

　塔子はうなずいた。本来であれば直廬は皇族や大だい臣じん級の者の控ひかえ室しつだが、大臣も関白もいない現状では三さん位み以上の公卿にも使用が許されていた。そうなると噂していた面メン子ツはおおよそ想像できる。

「知らなかったわ。ありがとう、教えてくれて」

　礼を述のべたあと、塔子は斜むかいの明槻と御簾向こうの広ひろ廂びさしでなにやら口こう上じようを述べる公卿の姿を見比べた。彼等らのうち何人かは、時折される明槻からの問いにしどろもどろで答えている。

　なるほど、摂政宮とはうまいこと言ったものだと感心する。

　強い意志を持った帝みかどと東宮が結けつ束そくし、臣下の者達を立ち入らせない。宣せん陽よう帝ていの時代にはなかった光景だ。もちろん京きよう極ごく院いんの存在があるから、以前から彼等もかつてのようにわが世の春を謳おう歌かしていたわけではないが、希き薄はくだった帝の影響力が格段に増したことは確実だった。

　苦しまぎれに提案した縋すが子この即そく位いだったが、帝と良好な関係を築いている成人男性が東宮の地位にあればこのような事態になることは目に見えていた。

　そして、それはおそらく明槻にとって都合のよいことなのだろう。

　とはいえ先日明槻が自身でも言ったように、臣下を完全に敵に回すわけにはいかない。

　省しよう子この申し出にどう答えるのか、塔子はいまだ答えが出せずにいた。幸いにしてまだ催さい促そくはないが、いずれ答えは出さなくてはならない。

　聡そう明めいな省子や因いん縁ねんある大納言とうまく渡りあうことは、並なみ大たい抵ていのことではないだろう。

　それでも一方的に利用されるだけにならない気き概がいはある。聞いたときは突とつ飛ぴとしか思わなかった養よう子しの話も、自分の将来のことを考えればやけに現実味を帯びてくる。

　明槻とは「後日話しあいましょう」ということになったこの件だが、あれ以降話題にならないままずるずると時が過ぎている。話を切り出せない一いち因いんともなっているのは、塔子の心に引っかかっている明槻のあの言葉だった。

　───子供が母親に求めているものは、そのようなものではありません。

　あれは母親のみならず、両親との間に確かく執しつを持つ明槻の本ほん音ねだったのだろう。

　もちろん塔子だって自分や将来のわが子のことを考えて、省子の言葉を端はなから袖そでにすべきではないと考えたのだ。そのことはおそらく明槻も分かってくれているとは思う。

　ただ直前のやりとりで、それまで溜ためこんでいた彼の両親への鬱うつ屈くつが言葉になってしまったのだと思う。考えようによっては子供を渡すことに同意した苑その子こや父親の立場から逃のがれようとする三の宮は、明槻にとって自分の両親の姿に重なるのかもしれない。

（………こじらせているなあ）

　にこりともせず公卿の報告を聞く明槻に、塔子はため息をつきたくなった。

　父親にかんしては少なからず自分も無む邪じや気きになれない部分があるので、なおのこと明槻の気持ちが分かってしまう。だからこそ〝許せ〟だとか〝無視しろ〟などと簡単に言えやしない。

　ちょうどそのとき西にし廂びさしに通じる襖ふすま障しよう子じがゆっくりと開き、奥から蔵人くろうどが姿を見せた。蔵人とは殿てん上じようの雑ざつ務むや帝の身の回りのことを司つかさどる官かん職しよくである。他の役職同様、本来であれば践せん祚そに応じて新しく任にん命めいすべきところなのだが、これといった人材も見当たらないという理由で、宣陽帝に仕つかえた者達をそのまま留りゆう任にんさせている。

　彼は縋子が話し終えたのを見計らい、御お座まし所どころの傍そばに近づいた。

「申しあげます。上じよう皇こう様の御お使つかいということで、二にの宮みや様が参さん内だいされております」

　母おも屋やの女によう官かん達がいっせいにざわつき、塔子も目を円まるくする。確かに近々に御所に来るとは言っていたが、まさかそんなまともな役割を担になってくるとは考えてもいなかった。

　報告を受けた縋子は、困こん惑わくと警けい戒かいを入り交まじえたような表情を浮かべた。その反応に塔子ははっと気づく。

（もしかして二の宮様、三の宮様の執とり成なしを上皇様に頼まれてきたとか………）

　そもそも縋子の怒りを解とくのなら、宣陽院に頼むことがいちばん確実なのだ。そのことは以前にも明槻が篤あつ子こに助言していた。だが宣陽院は明槻に慮おもんぱかってなにも言えないでいるのだと篤子は言っていた。しかしいっこうに好こう転てんする気配のない状況に、さすがに彼も重い腰をあげたのだろうか？

「分かった、先に通せ。次の者は待たせておくように」

　縋子の指示にうなずくと、蔵人はいったん襖障子のむこうに姿を消した。

　見ると縋子も明槻も緊張した面おも持もちで御簾の先に目をむけている。彼等も二の宮の目的を塔子と同じように考えているのかもしれない。信念あっての判断にはちがいないが、兄にだけはめっぽう弱い縋子はさぞ気が重いことだろう。なにより明槻は、自分に遠慮をしながら異母弟おとうとを庇かばおうとする父親をどう受けとめるのだろう。

　もろもろの不安材料に、塔子は頭を抱かかえこみたくなった。

（ああ～、上皇様もいっそ直じかに言いい諭さとしてくださればいいのに！）

　呼び出してもいいし、自みずから出向いてもどちらでもいい。御み簾すを隔へだててでも宣陽院が直接言葉をかけて頼みさえすれば、明槻はけして誠意のない答えはしないはずなのに───。

　やがて広廂の端から衣きぬ擦ずれの音をたてて、二の宮が姿を現した。

　趣味のよい香こうと親しん王のう色しよくである深ふか紫むらさきの束そく帯たい姿に、御簾内にいる女官達の間から次々にため息が漏もれる。無む官かんとはいえ帝に拝するのだから、さすがにいつもの雑ざつ袍ぽう（直衣のうし）というわけにはいかないだろう。もちろん烏え帽ぼ子しは、参内で着用することは許されていない。

「まあ、なんと高こう雅がな……」

「なんと申しますか、優う婆ば塞そくとなられて俗ぞくめいたものが抜け落ちたような」

「清せい浄じような色香と申すのでしょうか……そのようなものが増したようにお見受けします」

　殿内のささやき合う声にいや、いや。そんなことは絶対にないから、などと内心で塔子が突っこんでいると、ぼそりと万結がつぶやいた。

「……んなことないわ」

　塔子は袖の内側で危うく噴き出しそうになった。西にしの洞とう院いん大おお路じでの二の宮の油断ならないふるまいは万結も目まの当あたりにしているし、ひょっとして几き帳ちよう越ごしにやらかした悪さも直霧から聞いているかもしれない。

「久方ぶりじゃ、変わりはないか？」

　腰を下ろした二の宮に、縋子は思ったよりも気さくに話しかけた。

「おかげさまで健すこやかに過ごしてございます。これも主上の治ち世せいの安あん泰たいたる証明かと」

　そこで二の宮は一度言葉を切り、後方に控ひかえる己の従じゆう者しやに目配せをした。彼は蒔まき絵え細ざい工くを施ほどこした豪ごう奢しやな箱を抱えていた。

「本日は父院から預かってまいりました、写しや経きようと曼まん荼だ羅ら図ずを献けん上じようにあがりました。写経は主上の治世のさらなる安泰を願い、父院が心をこめて書き写したものでございます。本来であれば先日の季御きのみ読ど経きように供えていただきたかったのですが、思った以上に長引いてしまって、この時期となってしまったことをご容よう赦しやいただきたいとのことでございます」

　二の宮の言葉に、三の宮の件を切り出されるのかとやきもきしていた塔子は思わず胸を撫でおろした。

「なんだ、よかった……」

　ぽつりとこぼした声が思ったよりも響いた。

　御簾内の女官達の視線がいっせいに集中し、塔子は思わず口くち許もとを押さえる。

「す、すみません」

　どう思ったのか、明槻は複雑な面おも持もちを浮かべている。彼の気持ちを勝手に一人で妄もう想そうしていただけに、なんとも気まずくてつい視線をそらしてしまう。

　いっぽう理由を聞いた縋子は、やにわに相そう好ごうを崩した。近年の写経の目的は、布ふ教きようや学問よりも祈き願がん成じよう就じゆの傾向が強くなっており、この場合は宣陽院が縋子の世の安寧を願って手ずから写経を行ってくれたということになるのだ。

「兄上がそのように仰せとは、無む上じようの喜びじゃ。塔子、そなたが受け取ってくれ」

「は、はい！」

　尚侍という高位女官である塔子に命めいじたのは、親王という二の宮の立場を気遣ってのことだろう。しかしとつぜんのご指名にがばっと立ちあがった塔子は、そのはずみで袴はかまの裾すそを踏みつけて危うく転びかけた。

　気がつくと相変わらずの素早さで万結が先に回り、御簾をくるくると巻きあげる。

（なぜ？　私より後ろにいたはずなのに先に着けるの？　しかも足音もたてずに？）

　本気で塔子は疑問に思った。熊くま野のの山を走り回っていたからすばしっこさには自信があったが、万結に比べると兎うさぎと亀ほどにちがう。

　巻きあげた御簾の先には、手箱を持つ二の宮がいた。塔子は膝ひざを折って目線の位置を彼とあわせたので、どうあっても見つめあうことになってしまう。話しかける必要はないだろうが、これだけ世話をかけておいて素そっ気けなくもできない。どんなふうに挨あい拶さつをしようかと内心で塔子が悩んでいると、二の宮は艶つやめいた目をきゅっと細めた。

「これは、これは……」

「はい？」

「本日は御所の梅を観みて帰るつもりでしたが、その前になんとも愛らしい桃の精を目にいたしました」

　清せい涼りよう殿でんにいた万結をのぞいた女官達が、いっせいに黄色い声をあげた。

　本日の塔子の装よそおいは、淡たん紅こうと萌もえ黄ぎをあわせた桃の重ねである。もちろんそれを承知したうえでの言葉だろう。近ごろは明槻もたいがい赤せき面めんものの台詞せりふを言うようになっていたが、そのあたりの計算高さというか、こなれ具合がやはり一枚も二枚も二の宮は上うわ手てである。

　その明槻はといえば、口許をへの字に曲げた露ろ骨こつに胡う散さん臭くさげな面持ちで二の宮を見やっている。日ごろの塔子であれば拗すねはじめの兆ちよう候こうだとすぐに気づいたところだが、今回はそのような余裕はなかった。二の宮が差し出した手箱を受け取りもせず、くるりと膝を回してむきを変えると縋子にむかって叫んだ。

「主上、申し訳ありません！　早急に確認しなければならないことができました」

　仰ぎよう天てんした縋子は扇の上からのぞく目を大きく見開く。しかし彼女は、このような場合における塔子の勘かんや判はん断だん力りよくが極めて優すぐれていることを承知していた。

「分かった、下がるがよい」

「ありがとうございます」

　言うや否いなや塔子はがばっと立ちあがり、ぼう然と自分を見あげる二の宮にぺこりと頭を下げた。

「二の宮様のおかげです、ありがとうございました！」

　言葉だけならば桃の花の喩たとえに対する礼にも聞こえるが、状況を考えれば誰もそのようには受けとめなかった。

「な、尚侍？」

　なにか言いかけた二の宮を無視して、塔子は万結が巻きあげた御簾の下から簀子に飛び出した。両手で袴と袿うちきの裾を抱えあげていたので、とうぜん扇をかざすことはできないまま渡わた殿どのと簀子をいくつも駆け抜けていく。

（そうだわ、なにかおかしいと思っていたのよ！）

　二の宮の言葉で思いだした。彼と梅うめ壺つぼで話したときに届いた苑子からの文は、白い花か弁べんが完全に開いた梅の枝に結びつけられていたことを。

　もはや特技となった唐から衣ぎぬ裳もでの全力疾しつ走そうで渡殿を進んでいると、弘こ徽き殿でんのほうから歩いてくる人影を見つける。

　黒の束そく帯たいを着けた人物は、左さ近こん衛えの大だい将しようだった。

　正体を確認した塔子はさっと身構える。弘徽殿奥の登花殿が直廬として使われているから、彼がこの方向から清涼殿にむかってきても特段不思議ではない。しかし顔を見ると、条件反射でなにか悪だくみをしているのではと考えてしまう。

　いっぽう左近衛大将も塔子に気づいたようで、両腕を軽く広げて大おお袈げ裟さに驚いたようなそぶりをしてみせる。

「これはこれは、斎王尚侍。どこの野の猿ざるが紛まぎれこんだのかと───」

「悪いけど、いまあなたの相手をしている暇はないの！」

　乱暴に言い捨てて通り過ぎようとした塔子だったが、ふと思いついて足を止める。

「ねえ、左近衛大将」

「はい？」

　立ち止まった塔子に、なぜか嬉うれしそうに左近衛大将は応じた。

「大納言家の北きた山やまの別荘って知っている？」

　いきなりなんだ？　という表情をしながらも、左近衛大将はあっさりと答えた。

「ええ、貴き船ふね神じん社じやの近くにあるということぐらいは。参さん拝ぱい時にも宿舎として利用しているようですが、川辺なのでおもに避ひ暑しよ地ちとして使っているようですよ」

　やっぱり───。

　塔子は息を吞のみ、その場に立ち尽くした。

「女によ王おう！」

　床を踏む複数の足音とともに、明槻の声がした。振り返ると明槻の背後から、二の宮と万結がやってきている。明槻と万結が来たのは分かるし、二の宮もあんな退出のしかたをしたのだから、気にするのもしかたがない。

　己の姿に表情を少し険しくした明槻に対し、左近衛大将は皮ひ肉にくっぽく応じる。

「東宮様、ご機き嫌げん麗うるわしく。おや、どなたかと思ったら胡こ蝶ちようの宮みや様ではございませんか。どうりで女官達がかしましかったわけですね。登花殿のほうまで黄色い声が聞こえてきましたよ」

「こちらこそお久しぶりです、頭とうの中ちゆう将じよう……あ、いいえ。現在は左近衛大将に昇しよう進しんなされたそうですね」

　愛あい想そよく応じる二の宮を無視して、明槻は塔子の傍に近づいた。

「どうしたのですか、いったい？」

「梅の花です」

「え？」

　さらに問おうとする明槻を目で制し、塔子は二の宮に呼びかけた。

「二の宮様は覚えていらっしゃいますか？　半月ほど前に苑子様から届いた文ふみのことを」

「？　ああ、梅壺でお会いしたときですね」

「あのとき、御所の梅がいかがであったかはご記き憶おくでしょうか？」

「もちろん」

　二の宮は即そく答とうした。

「白はく梅ばいはいまが盛りとばかりに満開となり、えも言われぬ香りをあたりにただよわせておりましたね。紅梅はまだ五、六部咲きといったところでしたでしょうか？」

　塔子はこくりとうなずき、ふたたび明槻のほうをむいた。

「同じ日に届いた苑子様の文が結んであった白梅は、完全に花が開いていたのです」

　明槻はますます訝いぶかしさをつのらせた表情をする。考えてみれば彼は季御読経での塔子と省子のやりとりを聞いていない。つまり苑子が北山にいることを知らないのだから、意図がつかめずともあたりまえだ。

　しかし二の宮と万結はそうではない。

「北山にいらっしゃるはずの二の姫様からの梅が？」

　万結の短い問いに、塔子は深くうなずく。

　避暑地として使われるような涼しい場所に咲く梅が、御所のものと同じに開いているはずがない。となると苑子の文が結ばれていた梅は北山よりも温おん暖だんな、少なくとも御所と同じ気候の場所から送られたことになる。

　だとしたらあのとき苑子は北山にいなかったのか、あるいは───。

「あの文は、苑子様からのものではなかったのかもしれないわ」

　塔子の言葉に、左近衛大将をのぞく三人は顔を見合わせた。明槻はいまひとつ要点がつかめていないようだったが、考えを整理するように用心深い口調で尋ねる。

「では、文は誰から？」

「おそらく、中の宮様です」

　みなが愕がく然ぜんとする中、塔子は歯は痒がゆげに唇くちびるを嚙かむ。

「確かに手しゆ蹟せきはそっくりだったわ。けれど親子だからそういうものだろうと思って、疑いもしなかったの」

　他人であれば、あれほどそっくりな手蹟は間違いなく疑っただろう。

　だが母娘おやこという関係が、かえって信しん憑ぴよう性せいを高める結果になってしまったのだ。塔子が返信した文もすべて省子のもとに届いていたのだとしたら、やりとりした内容を省子が知っているのはあたりまえだ。

　やられた、なんて迂う闊かつだったんだろう。敗北感と屈くつ辱じよく感かんにぎりぎりとしてしまう。

「東宮様、私を貴船に行かせてください」

　頼むというより、ほとんど宣言のような勢いで塔子は言った。

　対してまだ話の概がい要ようがつかめていないのか、いっそう用心深い口調で明槻は問う。

「あなたの言うとおりだとして、なぜ中の宮がそんな真ま似ねをしなければならないのです？」

　塔子は答えに窮きゆうする。省子がなんらかの意図を持って、このような策を弄ろうしたことは分かる。だがその目的も、養子の件にかんする本音もいまだ分からなかった。

「それは私もよく───」

　言いかけて塔子は、左近衛大将の存在にあらためて気づく。はたしてこの男にどこまで聞かれてよいものだろうか？　味方でないことは確実だが、省子の件にかんしては、手を結ぶまではいかずとも協力する余地はある。あるいはこれまでの思わせぶりな発言の数々からして、はっきりとではなくとも彼は省子の目的を察さつしているのではないのか？

　もろもろの思いをこめて視線をむける塔子に、左近衛大将は笏しやくを顎あごにあててくすっと笑った。そして視線を動かし、今度は明槻にむかって言う。

「姪めいのもとにお行きになるのでしたら、いまがよろしいですよ。今朝物もの忌いみが終わって、明日の朝にでも迎えを出すように兄が言っていましたからね」

　それが本当だとしたら、苑子に事実関係を問う機会は今日限りということになる。大納言邸に戻ってしまえば容よう易いには会えなくなるだろう。

「大納言が、あなたにそんなことを教えてくれたの？」

　不審をあらわにして塔子は尋ねる。苑子の入内が成ならなくなったのは、もとを正せばこの男が原因だ。だから省子は立りつ腹ぷくしているわけだし、とうぜん大納言も弟をよくは思っていないだろう。

「ええ。おかげさまで、家けい司しの件で仲直りができましたよ」

　うっすらとした笑みを浮かべる左近衛大将に、そういうことかと塔子は納得した。

　熊くま野のでの家司受ず領りようの暴走を収めてくれた弟に、大納言は感謝をしているのだろう。

　先日明槻から聞いた話だが、関白が職を辞したことはこの件の引いん責せきという意味もあったらしい。そして明槻と縋子の意図としては、不本意ではあるがこの件はこれで終わりにするつもりなのだという。もちろん塔子からすれば、貴たか哉なりが巻まき添ぞえで怪け我がをさせられたことはとても収められるものではないのだが、現実問題としては納得するしかない。

「さあ、私は主上から呼ばれておりますので、失礼させていただきましょうかね」

　そう言って左近衛大将は一歩踏み出した。しかし彼は数歩進んだところで、ぴたりと足を止めた。

「斎王尚侍」

　清涼殿のほうをむいたままされた呼びかけに、塔子は素っ気なく応じる。

「なによ」

「ご存じでしたか？　貴船神社の結ゆいの社やしろの御ご祭さい神じんはイワナガヒメなのですよ」

　塔子は目を見開く。しかしなにごとか言う前に、左近衛大将の後ろ姿は渡殿の突き当たりで折れて見えなくなった。

（イワナガヒメ───）

　左近衛大将の口から出た国くに津つ神かみの名に、塔子はこれまでのまつわるやりとりを思いだす。




　───自分こそコノハナサクヤヒメになるべきだと思っている。




　なぜか妙に引っかかっていた言い回しに、塔子ははっとする。

「まさか………」

　思わずつぶやいたとき、明槻が万結にむかって言った。

「直霧に出かけると伝えてきてくれ」
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　牛ぎつ車しやは一いち条じよう大おお路じを東に進み、洛らく中ちゆう（平へい安あん京きようの京域内）を出た。

　北きた山やまの貴き船ふねに行くには、上かみ賀が茂も神じん社じやからさらに山に沿った道を進まなければならない。急いでいるので騎き馬ばで行きたかったのだが、さすがにそれは許されなかった。

　中なか引びきを隔へだててむかい側には、わざわざ着替えて狩かり衣ぎぬ姿すがたとなった明あか槻つきと束そく帯たい姿の二にの宮みやが、本来であれば逆の装よそおいで並んでいる。

　なぜ二の宮が同乗しているのかというと、彼が苑その子こに弟の非ひ礼れいを詫わびることを望んだからである。女性関係において人のことを言えた義ぎ理りかという突っこみはさておき、動どう機きは共感できるので塔とう子こは同意した。ちなみに明槻はなにも言わなかった。二の宮への警けい戒かいぶりを考えれば意外だったが、動機には共感しているだろうし、三さんの宮みやとちがい仲なか違たがいをしているわけではないから、拒きよ否ひする理由はなかったのかもしれない。

　あらためて苑子が北山の別荘にいる理由を聞いた明槻は言った。

「方かた変がえとつわりは偶然でしょうが、物もの忌いみはそれを利用して、中なかの宮みやが二にの姫ひめを留とどめておくために陰おん陽みよう師じにそのように言わせたのかもしれませんね」

「それは尚侍ないしのかみを、姫君に会わせないためにですか？」

　二の宮の問いに明槻はうなずいた。省しよう子こが苑子の名を騙かたって塔子に文ふみを出し、さらに塔子からの返事も彼女が受け取っていたとしたら。なるほど、季御きのみ読ど経きようで会わせるわけにはいかなかっただろう。

　如月きさらぎの内ない宴えんでやたら苑子と親しくなるように勧すすめてきたことや、苑子の名で相談の文を出してきたことも、いまになってみれば塔子に苑子への親しみを抱かせるためだったと考えられる。実際に塔子は苑子に同情し、三の宮にかけあいまでしたのだ。

　しかしそれもすべて、養よう子しの件を切り出すための準備だったのだ。

　───姫は斎王尚侍様であれば、安心してお預けできると申しております。

　季御読経での省子の言葉を思いだし、塔子は歯は嚙がみをする。こうなると養子の件を言いだしたのが苑子だというのも怪あやしいものだ。

　やがて車の外から直なお霧ぎりの声がした。明槻が物見を開くと、なにかが差しこまれた。今回直霧は騎き馬ばで付き従したがっているので、高さから考えて手の主ぬしは車くるま副ぞいのうちの誰かだろう。

「深み泥どろが池いけの付近で見つけたものです」

「………そうか」

　車外からの直霧の声に、中引のむこうで明槻の表情が険しくなったように見えた。

　静かに物見を閉ざしてから、彼は手にしたものを差し出した。

「あなたの推すい察さつどおりだったようですね」

　差し出されたものは、きれいに開いた白い花をつけた梅の枝だった。

　貴船のふもとに至らぬ場所の梅でさえ、いまがこの開き加減だ。

「それでは養子の件は、二の姫の知らぬところで進められた話なのでしょうか？」

　塔子と明槻の、どちらにともなく二の宮が問う。

　省子は養子の件は苑子が言いだしたのだと言った。そのことを聞いた明槻は苑子に対するかすかな苛いら立だちと軽けい蔑べつをにじませていたが、あるいは彼女にはまったく知らされないまま話が進められていた可能性もある。

　どう考えたのか、明槻は少々ばつの悪い顔で答えた。

「いずれにしろ両親がそのように決めてしまったのなら、二の姫に抗あらがう術すべはないだろう」

「……そうですね」

　二の宮はあっさりと同意した。箱入りの姫君に、両親に逆らって子どもを育てる力などあるはずがない。仮に子供可か愛わいさで飛び出したところで、経済的基き盤ばんを持たない身ではいずれ行き詰まってしまう。それは勇気ではなく、ただの無む謀ぼうだ。

「産まれてくる子供が男であれば、確かに皇こう族ぞくとして育てることが賢けん明めいでしょう。右う中ちゆう将じようの子との兼ねあいもありますし、大だい納な言ごん家の子として育てることは余計な火ひ種だねを生しようじさせる結果になりかねません。中の宮様もそのあたりを懸け念ねんされたのでしょう」

　そこで二の宮は一度言葉を切った。

「ですがいきなり尚侍に養子にしてくれというのは、あまりに奇き策さくすぎます。皇族として育てたければ、たとえ離縁したとしても弟に引き取らせることが普通でしょう？」

　話を知った誰もが内心で抱いていた疑問を、二の宮は素直に口にした。この調子では季御読経のときも同じように思っていたのかもしれない。

「しかし三の宮は養子の話を聞いても、好きなようにしろとしか言わなかったのであろう？」

　投げやりと腹立たしさを交まじえた明槻の口調に、塔子の胸は痛む。射じや礼らいの夜以降、明槻は三の宮に対して別人のように冷たくなってしまっている。

　二の宮は彼にしては珍しく眉まゆをひそめた。

「確かに非ひは弟にあります。ですが中の宮様も、せめて相談の文ぐらいは出してくださってもよかったのではないかと思います」

　あきらかな不満をにじませた口調に、塔子ははっとする。

　季御読経の帰り、三の宮は塔子の口からはじめて養子の件を聞かされたのだ。三の宮に非があると思いこんでいたから気にもとめなかったが、確かに二の宮の言うとおりだ。不仲で離婚するにしても、子供をどうするのかはまず父親に相談すべきことだ。

　結局そうやってないがしろにされつづけたことで、三の宮は矜きよう持じを砕かれ自分の存在価値をすっかり見失ってしまった───射礼の夜、明槻と言い争う三の宮の姿を思いだし、塔子はそんなことを考えた。

　そして、いま珍しく声を大きくする二の宮に同じことを思う。

　ひょっとして同じ母親を持つ二の宮も、似た思いをしてきたのではないのだろうか。それも年長であるぶん、弟より早くから。二の宮が早いうちから政せい務むに興味をなくし、仮かり初そめの恋ばかりに興きようじたあげく、二は十た歳ちにもならないうちに優う婆ば塞そくになどなってしまった理由はそんなところにあったのではないのだろうか？

　しかし明槻は、二の宮の反論にすぐさま言い返した。

「二の姫をないがしろにすることで、三の宮は大納言の顔に泥どろを塗ぬった。そんな相手に頼るぐらいであれば、自分達でなんとかしようと思うのはとうぜんだろう」

「確かにおっしゃるとおりです。ですが大納言家のほうこそ、弟をまったく婿むことして扱あつかわずにことごとくないがしろにしていたということです。彼が自分でまいた種にちがいはありませんが、足が遠のいた原因はあちらにもあるのではないのですか？」

　二の宮の反論に、塔子は弟と苑子の復ふく縁えんに彼があまり積極的でなかった理由に合が点てんがいった。きっと三の宮は仲のよい兄に、婚こん家かの不満を再さい三さんこぼしていたのだろう。

　だがそれも省子の目的が塔子の推察のとおりなら、そうなるべく誘ゆう導どうされていたのかもしれなかった。

「ちがうわ！」

　塔子は声をあげた。明槻も二の宮も目を円まるくしたが、塔子は彼らの反応を気にかける余裕がなかった。ちがう。養子の件は三の宮の足が遠のいたゆえの結果ではなく、最初からこうなることが省子にとって望むべき展開だったのだ。

「───コノハナサクヤヒメよ」

「え？」

　塔子はばっと顔をあげ、中引越しに異い母ぼ兄弟きようだいをそれぞれに見つめる。

「中の宮様は、コノハナサクヤヒメになるつもりなのです」

　とっさには意味が分からなかったのか、明槻も二の宮も無言だった。

　だが少しして明槻は、愕がく然ぜんとしたようにつぶやいた。

「まさか………」

「東宮？」

　訳が分からぬよう自分と明槻を見比べる二の宮に、塔子は詰きつ問もんでもするように言った。

「二の宮様は、日ひ向むか三さん代だいの系図はご存じですか？」

「ええ、もちろん。天てん孫そんと───」

　言いかけて二の宮も、なにごとかに気づいたように口をつぐんだ。

　日向三代とは、天孫ホノニニギノミコトから、コノハナサクヤヒメとの間に産まれたホオリノミコト、その息子むすこウガヤフキアエズノミコトの初代・神じん武む天てん皇のうにつながる系けい譜ふを言う。つまりコノハナサクヤヒメは、神武天皇の曾そう祖そ母ぼになる。

「……まさか中の宮様は、自分の系けい譜ふから帝みかどを出そうと？」

　信じがたいというような二の宮の言葉に、塔子はうなずく。

　美び醜しゆうではなくそういう意味で、省子は妹である自分こそコノハナサクヤヒメになるべきだと思っていたのだ。

　確かに代々男系により帝位をつないできたこの国で、降こう嫁かした内ない親しん王のうが自分の子し孫そんを帝位に即つけたいと望んでいるなど、にわかには納得しがたいことだろう。あるいは省子は帝位にこだわったわけではなく、女として姉に勝ち、後こう世せいに名を残した妹・コノハナサクヤヒメという存在に執しゆう着ちやくがあったのかもしれない。いずれにしろ姉に恋人を奪われた省子は、そんな形で姉に勝ちたいと望んだのではないのだろうか？

　自みずから口にはしたが、やはり納得しがたいのか二の宮は緩ゆるく首を横に振る。

「そんな馬ば鹿かな。あなたという妃きさき候こう補ほがいるのに」

「私に男おとこ皇み子こが産まれるとはかぎりません。それに望んでいても子に恵まれない女人は世の中に大おお勢ぜいおります。私の異い母ぼ姉し、先の梅うめ壺つぼの女によう御ごのように」

　にべもなく言い放った塔子に、二の宮は言葉をなくしたように黙りこむ。

　宣せん陽よう院いんの妃であった故こ・梅壺女御が、下げ﨟ろうの子を自分が産んだ子と偽いつわり五ごの宮みやとしていた衝しよう撃げき的てきな事件は、隠いん棲せいした二の宮でもはっきりと覚えているだろう。

　さらに畳たたみかけるように、塔子はつづける。

「仮に皇おう子じに恵まれたとしても、情じよう勢せい次第で誰が立りつ坊ぼうされるかなど分かりません。苑子様の御子はあくまでも孫そん王のうですが、血ち筋すじは文もん句くのつけようはありません。親しん王のう宣せん下げを下すことだって、私の異母姉のことを考えれば可能です」

　異母姉は孫王であるにもかかわらず内親王宣下を受けていた。過去にも例はあるが破は格かくにちがいない処しよ遇ぐうで、父・高たか槻つき親王の権勢がいかに強かったかの証明でもある。そしてその子が塔子の養子ということになれば。

　───必ずあなた様を、立りつ后こうさせてみせますわ。

　季御読経のさいの、省子の言葉を思いだす。

　皇こう后ごうの養子で親王ともなれば、孫王でも東宮候補になりうるだろう。第三十四代舒じよ明めい天皇は孫王だし、三十五代皇こう極ぎよく天皇、三十六代孝こう徳とく天皇に至っては帝の曾ひ孫まごである。なにをやるにしても先例にこだわる御ご所しよで、これらの前例は大きな武器になるはずだ。

　つまり塔子を皇后に推おすことは、省子にとって自分のために有効なことだったのだ。

「御子を私の養子とすることが目的のひとつであれば、中の宮様にとって三の宮様と苑子様が別れてくれたほうが都合がよかったのです」

　夫婦の仲が円満で経済的にも問題がなければ、嫡ちやく男なんを養子に出すなど了りよう解かいするはずがない。特にあの三の宮の気性を考えれば、よりによって明槻の妃となる塔子への養子など承しよう知ちするはずがない。

「これで決まりですね。養子の話は断りましょう」

　断だん固ことして言ったあと、明槻はちらりと物見のほうを見た。窓は閉ざされているのでいまどのあたりを進んでいるのかは分からない。

「そうなるといまさら二の姫に会う必要はないと思いますが、どうされますか？」

「行きます」

　迷いなく答えたあと、塔子はまだ信じがたいという表情の二の宮を一瞥する。

「ここで帰ったら二の宮様に無む駄だ足あしを踏ませることになりますし、なにより私も苑子様にお会いして、本当のことを訊ききたいのです」
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　大だい納な言ごん家の別べつ荘そうは、貴き船ふね神じん社じやの付近に建たっていた。

　とつぜん訪ねてきた宮様方に、女によう房ぼう達が大おお慌あわてとなったことは言うまでもない。時じ季き外はずれの滞たい在ざいでたいした人手もなかっただろうに、塔とう子こはとても申し訳なく思った。

　中ちゆう門もん廊ろうから奥へと案内されながら、落ちつかないふうに二にの宮みやが漏もらした。

「私と尚侍ないしのかみだけでこれだけあわてさせてしまうのだから、実は後ろにいる人が東とう宮ぐうだなんて知られたら、とんでもないことになるでしょうね」

　塔子は扇おうぎをかざしたまま、ちらりと後ろをむく。狩かり衣ぎぬ姿の明槻が、まるで従じゆう者しやのように数歩後ろからついてきている。

（なんで着替えたりしたのかと思っていたら、こういうことだったのね）

　実は明槻は、従者と偽いつわってこの邸やしきに入っているのだ。これまでの苑その子ことの経けい緯いを考えれば、名乗ったりしても身構えさせるだけだからという理由であった。ひょっとして二の宮が同行することになにも言わなかったのは、この事じ態たいを想定して塔子よりも二の宮の従者と名乗ったほうが自然だと判断したからかもしれない。乳ち兄きよう弟だいでもないかぎり、若い女性の従者に若い男性はあまりつかないものだ。

「苑子様のことを考えれば、賢けん明めいなご判はん断だんだと思いますよ」

「それにしたって、身分とかお立場とか………」

　あっさり納得している塔子に、二の宮は不満げな表情をする。

　気持ちは分かるが、塔子からすれば明槻は初対面のときも一いち武ぶ官かんを名乗って現れたような人なので、まあこんなものかと呆れはしてもさして驚きはしなかったのだ。むしろこういう人だったなあと、あらためて再認識したほどだった。

　二の宮のぼやきを聞きながら、女によう房ぼうの先せん導どうで通された孫まご廂びさしには茵しとねが二つ置いてあった。そして御み簾すを下ろした先の廂ひさしには、女房を従えて苑子が座っている。

「とつぜんお訪ねして申し訳ありません」

　腰を下ろしてすぐに二の宮が詫わびを述のべ、塔子も同じ言葉を繰り返した。いっぽう明槻は素知らぬ顔で後ろの格こう子しの際きわに座っている。もちろんこの邸の女房の誰一人とて彼の正体に気づいてはいない。

「こちらこそ。このような遠い場所においでいただいて申し訳ございません」

　恐きよう縮しゆくしつつ述べる苑子に、塔子は尋ねた。

「お身体からだの具合はもうよろしいのですか？」

「ええ、もう大丈夫です。今朝はお庭のお花を観みにいきました」

　その言葉に塔子はそっと眉をよせた。先ほど渡わた殿どのから見た壺つぼ庭にわの白はく梅ばいは、いまが盛さかりの開き加減だった。

「苑子様」

「はい？」

「先日いただいたお文ふみのことですが」

「お文？」

　苑子の声はあきらかに不ふ審しんげだった。

「決定ですね……」

　ぼそりと二の宮がささやいた。ちらりと後ろに目をやると、明槻も渋い面おも持もちのままうなずく。塔子は目配せで了りよう承しようの意を示すと、ぐいっと身を乗り出した。

「苑子様、お伝えしたいことがございます」

　深刻な空気が伝わったのか、苑子がびくりと身を震わせたのが分かった。

　この件を告げたとき、母娘おやこの仲がどうなるのかなど塔子には分からなかった。だが利用されかかった側が、そんなことを気き遣づかってもしかたがないと言い聞かせる。それでもどこか屈くつ託たくを抱きつつ、塔子は重い口を開いた。

「先日、中なかの宮みや様からご相談を受けたのです」

「お母様？」

「苑子様がお産みになられる御子が若君であれば、私の養子にしてほしいと仰おおせでした」

　あんのじょう苑子は、え？　と短く漏もらしたきり、しばし言葉を失ったようになった。

「………なぜ、そのような？」

「御子に皇こう族ぞくとしての立場を与えたいからだと仰せでした。それが御子のためだと」

　孫まごを帝みかどにしたいという目的はあくまでも塔子の憶おく測そくであるし、そんなことは告げなくても話は通じるのでひとまず黙っておくことにした。同じ理由でそれを提てい案あんしたのが苑子だという省しよう子この言い分も口にしなかった。

「私としてはお断りしようと考えておりますが、苑子様がどのようにお考えなのかを一度お訊ききしたいと思い、こちらに伺うかがった次し第だいでございます」

　そこで塔子は口をつぐみ、苑子の答えを待った。だが御簾のむこうの苑子は黙りこんだままである。すぐに答えを出せることではあるまいと、塔子は苑子がなにか言いだすのを待つことにした。

　たがいの本心を探りあうように、二人の少女は御簾を挟んで見つめあう。

　二の宮はそんな二人を不安げな面持ちで見比べたあと、答えを求めるように明槻のほうを見た。対して明槻は無言で塔子を見つめているだけだった。

「あの……」

　ずいぶんと長い沈黙のあと、苑子が切りだした。

「このようなことを訊くのもお恥ずかしいのですが、母が皇族の中で育てたほうがよいというのは、なぜなのでしょうか？　なにか私に問題があるからなのですか？」

　塔子は素早く首を横に振った。

「苑子様個人が問題なのではなく、三の宮様の御子が大納言家の人間として育てられることが、複雑な立場を生しようじさせるということだと思います」

「兄君の右う中ちゆう将じようの御子との兼ねあいもありますので」

　二の宮の補ほ足そくに、苑子はふたたび黙りこんだ。自分達の言葉がどのように受けとめられたのかが分からず、塔子と二の宮は目を見あわせあう。言葉尻じりを替えはしても本人が言うように、苑子が母であることが産まれてくる子供を複雑な立場に立たせることに変わりはない。あるいは苑子が庶しよ子しででもあればかえって問題はなかったのだが、これほど身分の高い母を持つ子供を世間も迂う闊かつに扱うことはできない。

　母親の身分の高さがかえって災わざわいするとは、三の宮のことを考えればなんとも皮ひ肉にくな話だが、皇族として育てたほうが子のためだという、省子の表向きの言い分は的まとを射いている。

「塔子様、私は───」

　しばらくして、ふたたび苑子が切り出した。

「三の宮様が親しん王のうというご自身の身分に、複雑な思いを抱いていることは薄うす々うす感じておりました。その思いをさらに深くさせてしまった理由が私の両親、おもに母であることも察さつしています。ですから足が遠のいてしまったことはいたしかたないと諦あきらめているのです」

　告白の内容に、塔子は少し驚いた。苑子が三の宮の苦悩や、自分の母親の仕打ちをここまではっきりと理解しているとは考えてもいなかったのだ。同じ思いだったのか、二の宮も意外そうな表情を浮かべている。

「ですが私は、この子が不幸になることをみすみす見み逃のがすわけにはまいりません」

　毅き然ぜんとした口調で言いながらも、苑子の声はかすかに震えていた。

　その理由を知るため、塔子は食い入るように御簾内を見つめる。

「塔子様」

　苑子の呼びかけに、塔子は無言のまま視線を定める。

　呼びかけておきながら苑子はしばらく黙りこんでいた。御簾を通して苑子の思いつめたようすが伝わってくる気がして、塔子は思わず身構えてしまう。

　やがてようやく決意を固めたように、苑子は口を開く。

「私が母親であることがこの子にとって禍わざわいになるというのなら、どうぞ養子の話を受けていただけませんか」

　予想外の言葉に塔子は耳を疑い、聞き直すように御簾先を凝ぎよう視しする。

　その眼まな差ざしに気づいているのかいないのか、ともかく声の調子を落として苑子は言う。

「先刻、塔子様が断るつもりだとおっしゃったことは、もちろん覚えております。ですからこのお願いが、私の一方的な都合であることも承しよう知ちしております」

　そこで苑子はふたたび言葉を切り、重い荷物を持った人が途中で吐くような、そんな重々しいため息をついた。

「すみません。私は塔子様やお母様のように聡そう明めいではありません。ですからこの子の幸せのために、他の方法が思いつかないのです」

「それは───」

　なにごとか反論しかけて、塔子は口をつぐむ。

　苑子がどんな思いで腹の子を手放す決意をしたのか、考えただけで胸が詰まった。同時に塔子は、自分が妃候補となったきっかけの『東宮呪じゆ詛そ事件』を思いだしたのだ。

　五ごの宮みやの実母であった濱はま路じという下げ﨟ろうが、梅うめ壺つぼの女によう御ごに産まれたばかりの子を託たくした理由も、寄る辺ない自分の身の上から子の将来を考えてのことだった。

　だが五の宮は最後まで梅壺女御に懐なつかず、無理やり引き離された濱路を求めていた。

　その結果、呪詛事件の悲劇は起きたのだ。

「……分かりました。そのお話、お受けしましょう」

　二の宮が仰ぎよう天てんしたように塔子を見る。きっと背後にいる明槻も同じ反応をしていることだろう。確かに省子の目的を考えると危険なことかもしれない。だが塔子は、苑子の悲痛なまでの願いを無む下げにすることはできなかった。

「ですが、条件があります」

　動揺した周囲を説得するような、そんな冷静な声音で塔子は言った。

「条件？」

「ややの乳う母ばとして苑子様、あなた自身が宮きゆう中ちゆうに入ってください」

　塔子の答えに、周りは静まり返った。実母を乳母に迎えるという突とつ飛ぴな発想は、濱路と五の宮から思いついた。だが下﨟だった濱路とちがい、苑子は大納言の姫君だ。女によう御ご以外での宮みや仕づかえなど、想像もしなかっただろう。そもそも深しん窓そうの姫君である彼女にそのようなことが務つとまるかどうかも怪あやしい。

「ご自宅を、そしてご両親のもとを離れて宮仕えをなさる覚かく悟ごはおありですか？　場合によっては親子の縁えんを切られることになるやもしれません。それでもかまわないとおっしゃるのなら、御子を引き取りましょう」

「あります」

　間かん髪はつを容いれずに苑子は答えた。それはいままで聞いた彼女の声こわ音ねの中で、いちばん毅き然ぜんとして迷いがなかった。

　結果として厄やつ介かい事ごとを引き受けることになるにもかかわらず、塔子は苑子が迷いなく答えてくれたことに安あん堵どしていた。親がいなくても子が育つことは可か能のうだけれど、心配して思いやってくれる親ならば傍そばにいてくれたほうがいいに決まっている。

「ならば、お引き受けいたしましょう」

「塔子様………」

　きっぱりとした塔子の言葉に、苑子は喉のどの奥を震わせた。

「お二ふた方かたとも、まことに申し訳ありません」

　とつぜん二の宮が、その場で深々と頭を下げた。

「お二方がそのようにお心を煩わずらわされるのも、弟がきちんとしていればなんの問題もなかったのです。兄として私からもお詫わび───」

　言い終わらないうちに、苑子がいる廂の奥から、ばんっとなにかが開く音がした。同時に悲鳴にも近い女房達の声が聞こえた。

「宮様！」

「お、お待ちください！」

　制止を振りきり、苑子の傍にばたばたと一人の男が駆け寄ってきた。どうやらあちらの妻つま戸どから直接入りこんできたらしい。

「姫！」

「さ、三の宮様！」

　苑子の言葉に、塔子は驚いて御簾先に目を凝こらす。はっきりとは見えないが、背せ恰かつ好こうからして確かに三の宮のようだ。後ろを見ると明槻も身を乗り出している。

「……奥の手が、もう効きいたのか？」

　ぼそりと二の宮がつぶやいた。

「奥の手？」

　反はん射しや的てきに同じ言葉を繰り返したあと、いざとなったら奥の手を使うと二の宮が言っていたことを思いだした。具体的にどういう手しゆ段だんなのか訊かずにいたのだが、つまり二の宮はその奥の手を使ったのだろうか？

　いっぽう三の宮は孫廂にいる塔子達には気づかないようで、苑子のすぐ手前にひざまずき床に頭ず突つきをせんばかりに平伏した。

「すまなかった！」

「ど、どうなさったのですか？」

　訳が分からないらしく、苑子はおびえたような声で問う。

「長い間、来なくて本当に申し訳なかった。いろいろあってあなたにあわせる顔がなくて、どうしても来ることができなかったんだ」

　どうやら〝奥の手〟を使った結果、誠実に謝しや罪ざいするつもりになったようだ。塔子がこうなったら痛つう快かいだと妄もう想そうしていた土ど下げ座ざまでしているが、さすがに苑子は足あし蹴げにするような真ま似ねはしなかった。

「そのようなこと、もう……こうして来てくださったのですから。どうぞお顔をおあげください」

　喜ぶというよりむしろなだめるように苑子が言うと、三の宮はがばっと顔をあげた。

「いまさらこんなことを言っても、蹴けり飛ばされるだけかもしれないが───」

「い、いえ、そのようなことはけして……」




「私はあなたのことが大好きだ。いや、愛しているんだ！」




　控えていた女房達も含め、周囲がしんっとなった。あたりには三の宮が息を整える音だけが響いている。全力で駆かけこんできた直後に全力で叫べば息も切れるだろう。

　第三者がいるところで、誰かに〝愛している〟と言った人間を塔子ははじめて見た。

　とっさに明槻のほうをむくと、彼は〝しっ〟というように口くち許もとに人差し指を立て、反対の手で手招きをしてみせた。塔子はうなずき、二の宮の袖そでをくいっと引いた。意図に気づいた二の宮もうなずき、物音をたてないように後ろに下がった。

　三人でまとまって廂の動向をうかがったわけだが、三の宮は孫廂からの視線には気づかずに、相変わらず東ひがしの市いちの魚売りのような勢いで大だい胆たんな愛の告白をつづける。
















「会わずにいたこのひと月。そのうち忘れられるだろうと思っていたのに、日に日にあなたのことばかり頭に浮かんで、一日たりとも消えることがなかった。正直に言う。文を出したのはただの興味本ほん位いだった。だけどあなたという女によ人にんを知るうちに、どんどん好きになっていったんだ」

「………………」

「噓うそじゃない。私はあなたの絹きぬ糸いとのように細い髪に指をからめるのが好きだし、鶏けい卵らんのようなあなたの頰ほおに自分の頰をよせると極ごく楽らくにいるように心地ここちよいし、桃の花びらのような唇くちびるが優しい言葉をつむぐのを聞くのが好きだし、なによりあなたの華きや奢しやな身体を抱きしめるたびに、本当に大好きなのだととことんまで思い知らされるんだ」

　苑子は噓などと一言も言っていないのに、三の宮は己おのれの誠まことを証しよう明めいしようとでもするように次から次へとさまざまな言葉を駆く使ししてゆく。聞いているこちらが恥ずかしくなってくるほどのとんでもない台詞せりふの数々に、自分の耳と三の宮の正しよう気きを疑いながら、塔子は身体の内からあらゆる気力がごっそりと殺そがれていくのを感じていた。

「……すごいなあ、さすが二の宮様の同母弟おとうとですね」

「失しつ敬けいな。私ならば、もっと気の利きいた比ひ喩ゆを使いますよ」

　なかば捨すて鉢ばちにぼやいた塔子に、心外だと言わんばかりに二の宮は反論した。

「少なくとも女人に喩たとえるなら、鶏卵よりも桃の果か実じつでしょう。肌はだ触ざわりのすべらかさのみならず、色合い、柔やわらかさ、甘い香りといい見事に女人の可か愛わいらしさを表している」

「……………」

　あなた、優う婆ば塞そくですよね───喉のど元もとまで出かかった言葉を、塔子は吞のみこんだ。

　気がつくと明槻は目を半はん眼がんにして、交かわされるやりとりを聞いていた。彼のこの眼まな差ざしが、二の宮と三の宮のどちらに対してのものなのかは不明である。

　そして廂では、三の宮と苑子が相変わらずやりとりをつづけていた。

「え、と……その、宮様。実はいま………」

「分かっている。いまの私は無む官かんだ。将来のことを考えれば、あなたが不安に思うこともとうぜんだ」

　三の宮の自じ虐ぎやく的てきとも取れる言葉を、苑子は急いで否定する。

「そんな。私は宮様とややの三人で過ごすことができるのなら、他に望むことは───」

「ならば、六ろく条じようの私の邸やしきに来てくれ」

「え？」

「私の軽けい挙きよがまねいた禍いは、自分の力で信頼を取り戻せるように努力する。爺じじ様さまにも主上おかみにも、もちろん東宮にも不始末はきちんと謝罪する。そのうえであなたのことが本当に好きになったのだと説得する」

　塔子が隣の明槻を見ると、彼はなんとも気まずげな表情でこめかみのあたりをぽりぽりとかいている。先に突っかかってきたのは三の宮だが、自分の態度が大人げなかったという自覚は彼にもあるのだろう。

　いっぽう返事ができないでいる苑子に、不安げに三の宮は問いかける。

「無理だろうか？」

「い、いえ、嬉うれしゅうございます。ただ、実はそこに塔子様と胡こ───」

「塔子？」

「斎さい王おう尚侍ないしのかみ様のことです」

「え、あのはねっかえり」

　否定のしようがない言葉に顔をしかめた塔子の横で、すっと二の宮が立ちあがった。

　え？　と思ったときには、彼は御簾をまくりあげて廂の内に入っており、なんと三の宮を蹴り飛ばした。

　一瞬、幻げん覚かくでも見たのかと思った。けして勢いをつけてのものではなかった。ひょいと伸ばした足がぶつかったという感じで、おそらくそれほど痛くはなかったはずだ。しかし完全に不意をつかれた三の宮は、ダルマのようにころんと床に転がった。

　三の宮は土下座したうえに、足蹴にまでされたのだ。

（すごい、全部私の妄もう想そうどおりになったわ！）

　こっそりと興奮する塔子に背をむけ、二の宮は仁に王おう立だちで弟を見下ろす。

「さっきから黙って聞いていれば、さんざん周りをやきもきさせておいて、なんという言い草だい」

「……っ、あ、兄上!?　なんですか、その恰かつ好こうは？」

「ああ、これかい？　二年ぶりに束そく帯たいなんぞを着てみたら、女房達が着付け方を忘れて大変……、と、そんなことはどうでもいいよ」

　一人で話を完結させると、二の宮は腰を抜かしたままの弟をじろりと見下ろした。

「最初から素直にそう言えば、爺様達ももっと穏おん便びんにすませてくれたんだよ。お前は爺様のいちばんのお気に入りの孫だし、別に不ふ義ぎ密みつ通つうじゃないのだから、思いあっているのならしかたがないと諦めるさ。そもそも色いろ恋こい沙ざ汰たでは、爺様も人のことを言えた義理でもないしね。自分の面メン子ツばかり気にして、他人の面子を考えないからこんなことになるんだよ」

　やんわりとした口調ながら、言っていることは容よう赦しやがない。おっとりとまくしたてるという、ふたつの相反した要素を実に巧たくみに使いこなしている。

　しかしなぜだろう。わりとまともなことを言っているのに、釈しやく然ぜんとしないのは。眉み間けんを押さえつつ塔子が悩んでいると、ぼそりと明槻が言った。

「不義密通を繰り返してきた人間が言うと、妙な説得力があるな」

「……………」

「まあ、言いたいことは全部言ってくれたな」

　苦く笑しよう交まじりのふっきれた物言いに、塔子は瞳ひとみを瞬まばたかせる。そのままちらりと御簾の先に目をむける。

（もしかして、二の宮様……）

　ひょっとして明槻の顔を立てるために、あんな乱らん暴ぼうな真似をしたのではないのか？　悪口というほど強いものではないが、はねっかえりという塔子に対するやや非ひ難なんめいた言葉に明槻が気を悪くする前に。

　床に転がったまま兄の説教を聞いていた三の宮は、なんとか気を取り直したのかのろのろと身体を起こした。そして肩をすくめつつも、ぺこりと頭を下げる。

「私が悪かったです。兄上にも母上にも心配をかけて申し訳ありません。近々のうちに迷めい惑わくをかけた皆様方にお詫わびいたします」

　こちらもふっきれたような物言いに、塔子は胸を撫でおろした。三の宮が素直に謝罪をするというのなら、京きよう極ごく院いんも縋すが子こも受け入れるだろう。懸け念ねんであった大納言の女じよ婿せいという立場も、苑子と子供を自分の邸に住まわせて自らの力で養うのなら話はずいぶんちがってくる。三み日かの餅もちいをすませて世間にも認められた妻を自宅に連れてゆくのだから、大納言側もなにも言えないはずだ。

「よかったわね」

「ええ、ほっとしました」

　塔子のささやきに、明槻がうなずいたときだ。

「よし、いまの言葉に偽いつわりはないね」

　言うなり二の宮は踵きびすを返し、ひょいと御簾を持ちあげた。不意打ちの行為に塔子と明槻はぎょっとして目を見張ったが、同じように御簾内で三の宮も目を見張っている。ちなみにいつの間にか苑子は几き帳ちようの陰かげに移動していた。先ほどまでは塔子とむきあっていたから、二の宮が廂に入ったときに移ったのだろう。やはり本物の高こう貴きな姫君は行いがちがう。

　そのとき気を利かせた女房が二の宮と代わり、御簾をしっかり巻きあげた。すべてが見通せるようになった空間で、誰もがどう反応してよいのか分からずにいる中、ただ一人にこやかに二の宮は言った。

「お聞きになったとおりです。弟も反省していますから、どうぞお怒りを解といていただけませんか」

　もちろん明槻に対しての言葉だが、三の宮のほうが思いっきり気まずげな表情で視線をそらしている。とつぜんのことで状況がつかめていないのだろうが、明槻の顔を見て、三の宮がまた依い怙こ地じになったりしないかと塔子は気をもみかけた。

　するととつぜん明槻が立ちあがり、巻きあげた御簾の直前まで歩いていった。対して三の宮はそらしていた視線を戻し、緊張した面持ちで明槻を見あげる。

　短い見つめあいのあと、ゆっくりと明槻は口を開いた。

「先日はすまなかった」

　その言葉を聞いた途と端たん、安あん堵どから塔子は全身の力が抜けたようになった。これまでずっと胸の奥にあった重い石が取りのぞかれ、軽かろやかな呼吸を取り戻したような感覚だ。

　対して三の宮はしばし呆あつ気けに取られていたが、はっとしたように居い住ずまいを正した。

「こちらこそ、申し訳ありませんでした」

　塔子は明槻の少し先で、御簾の間ま際ぎわに立つ二の宮に目をむける。すると彼も偶然のようにこちらに目をむけており、視線があったところで二人は同時に微笑ほほえんだ。先に謝ることも素直に謝ることも、誰が相手でも本当に勇気がいることなのだ。

　そこで一いつ旦たん、騒そう動どうは収まったと塔子は考えたのだが───。

「………あの、いったいどなた様でしょうか？」

　几帳のむこうから聞こえてきた、遠えん慮りよがちな苑子の声に塔子はわれに返る。

　従者だと思って気にもとめていなかった人間がいきなり出てきて、しかもあきらかに二の宮、三の宮より尊そん大だいな物言いをしているのだから、苑子の疑問はとうぜんのものだ。

（ど、どうしよう？　なんと言って誤ご魔ま化かそう……）

　あたふたする塔子をよそに、あっさりと明槻は口を開いた。

「とつぜん押しかけたりして申し訳ありません。はじめてお会いしますが、三の宮達の異母兄あにで明槻といいます」

「…………」

　もちろん苑子は驚いただろうが、根っからの高貴な姫である彼女は塔子のように大声をあげたりはしなかった。彼女の周りに控えていた女房達は、あからさまにうろたえてはいたのだが。

　明槻はその場に腰を下ろしたが、茵がない場所だったので女房達は瞬しゆん時じに青ざめた。

　そんな周りの反応を無視して、明槻は涼すずしい表情で話をつづける。

「これを機会に以前からお伝えしたかったことを言わせてください。入じゆ内だいの件では曖あい昧まいなことを繰り返し、なんの非ひもないあなたにひとかたならぬ心しん痛つうをかけたことを、心から申し訳なく思っています」

　そつのない落ち着いた物言いだったが、不思議なほど真しん摯しさが伝わってきた。それはきっと明槻が、ずっと思いつづけてきたことだからなのだろう。

　深々と頭を下げた明槻に、苑子はゆっくりと首を横に振った。

「もったいないお言葉に、ありがたさで胸が詰まる思いです。ですがやまれぬ事情があってのことだと存じますので、これ以上、お心を煩わせませぬようお願いいたします」

　そこで一度言葉を切ると、いっそう口調をやわらげて苑子は言った。

「それに、そのおかげで三の宮様にお会いすることができましたから」

　それは相手をちょっとからかうような、悪戯いたずらめいた朗ほがらかな物言いであった。

　一瞬意表をつかれたような表情を見せた明槻は、すぐに口許をほころばせた。

「そうですね。彼がどれほどあなたを愛いとしく想っているのか、私も先ほどたっぷり聞かせてもらいましたよ」

　先せん刻こくのとんでもない愛の告白を思いだし、塔子は危あやうく噴ふき出しそうになった。ちらりと見ると、三の宮の顔は真っ赤だった。そんな三の宮をちらりと見ると、今度は明槻が悪戯めいた表情を浮かべた。

「このさいだから言わせていただきますが、こうしてあなたとはじめてお会いしてお人柄の素晴らしさを知ったいまは、変な意地を張らずに素直に入内をしていただいておけばよかったとちょっと後こう悔かいしているのです」

　三の宮は傍はた目めにもはっきりと分かるほど、むっとした顔になった。そんな三の宮の反応を見た塔子は、同じようにむっとしている自分に気づきあわてて表情を正す。

（な、なに動揺しているのよ。あれぐらいの言葉で！）

　本人も言っていたが、明槻がこれまで苑子にかけた心しん労ろうを考えれば、これぐらいは言ってもとうぜんだろう。表立って責せめるようなことは言わずとも、入内の件がごたついている間は自じ尊そん心しんも傷つけられていたにちがいない。むしろそれぐらいの気遣いすらできない男であるほうが問題ではないか。

（ほ、ほら、やっぱり明槻って他人を思いやれる人なんだわ）

　と、頭では納得していても、やはり面白くはない。そのような意味ではないと分かっていても、想う人が別の異性を褒ほめる言葉は素直に聞けないものなのだ。

　そこで塔子はふと己おのれを顧かえりみる。たぶん塔子がそんなつもりもなく語る貴たか哉なりの話を聞くたび、明槻はこんな思いをしているのだろう。

（うう、反省しなきゃ………）

　自分がされて嫌なことは人にもしない、叔お父じ様がよく言っていたではないか。

　この期ごに及んで貴哉の教きよう訓くんを引きあいに出すあたりは、本当に反省しているのかと他人が聞いたら突っこみたくなるところだろうが、骨の髄ずいまで染みついた塔子の貴哉至し上じよう主しゆ義ぎはなかなか治せるものではない。

「いや、よかったよ」

　晴はれ晴ばれと二の宮が言った。

「私としては本音を言えば、これほど愛らしく魅み力りよく的てきな女人に想いを伝えるのだからもう一押し欲しいところだったけど、これで父上も母上も安心してくださるだろう」

　優婆塞らしからぬ台詞せりふをちょいと交えているが、いまさらである。それにこの件で宣せん陽よう院いんと篤あつ子こは本当に心を痛めていただろうし、なにより二の宮はかなり尽じん力りよくしてくれた。

　兄の言葉を受け、気恥ずかしいのか三の宮はむっつりとして口を開いた。

「そういえば兄上が言ったのでしょう、母上に」

「そうだよ、母上は主上や東宮との仲がこじれているのはご存じでも、姫君に不実な態度を取っていることまではご存じなかったので、たいそう驚いておられたよ」

「おかげさまで呼び出されて、思いっきり引っぱたかれました。姫君がどれほど不安な気持ちでいるのか考えたことがあるのかって」

「そりゃまた、想像以上にご立りつ腹ぷくだったね」

　楽しげに二の宮は言うが、三の宮は納得できないようでぶつくさとぼやいている。

「こんな情けない子に育ててしまって上じよう皇こう様に申し訳がないと、出しゆつ家けしかねない勢いでお嘆なげきになるので、父上が必死でなだめてくださいましたよ。だいたい、なぜあれだけのことをしてきた兄上がなにも言われないのに、私だけここまで非ひ難なんされるのですか？」

　気持ちは分かるが、それが達たつ人じんと素人しろうとの差というやつなのだろう。たとえ不義密通は繰り返していても、女人から恨うらまれない術すべというやつを心得ているにちがいない。男からはどう思われているのかは知らないが。

　しかし塔子はそこに突っこむより、もっと気になるところがあった。

（母上って、登とう花か殿でんの更こう衣いよね？）

　つまりそれが二の宮の言う奥の手というやつだったのだ。

　元がん旦たんに麗れい景けい殿でんを訪ねてきた、あのしとやかで奥ゆかしげな女人が、息子むすことはいえ親王を引っぱたいたというのか。しかも宣陽院から必死でなだめられるところなど、想像もつかない。まったく人は見た目だけでは分からないものだと、若じやつ干かん人間不ふ信しんに陥おちいりそうになりながら塔子は思った。

「まあ、お二人ともそれぐらいお元気であるのならよかった」

　それでも安堵したように明槻はつぶやいた。塔子は彼の横顔をうかがった。

　上皇と篤子の失しつ望ぼうを想像して、明槻はひどく気に病やんでいた。三の宮との和わ解かいが成なったことで、ひとまず彼等らの心しん労ろうを軽くすることはできただろう。

　塔子はそろそろと明槻のほうににじりより、背後からそっとささやく。

「よかったわね」

　明槻はひょいと振り返って「ええ」と微笑んだ。

　そんなやりとりが聞こえたのかどうか定かではないが、二の宮が束帯の懐ふところあたりをごそごそと探りながら言った。

「そうそう、こちらをお渡しするのを忘れておりました」

　どちらに言われたものか分からず、塔子と明槻は目を見あわせあう。

　察したのか、二の宮はすぐに答えた。

「東宮にですよ。本日一緒にお渡ししようと思っていたのですが、あんなことになってしまったものですから」

　そういえば二の宮は、宣陽院から縋子への贈り物を御ご所しよまで届けにきたのだった。数刻前のことなのに、なんだかはるか昔のことのような気がする。

　二の宮が取り出したものは、珍しい紫し檀たん製せいの経きよう筒づつだった。精せい緻ちな彫ちよう刻こくが施ほどこされており、全面に仮か漆しつが塗ぬられた手のこんだものだ。

「これはまた、見事な細工だな」

　手渡された品の細工に感かん嘆たんしたあと、明槻はふたたび二の宮に視線を戻す。

「どうしたのだ、そなたが書いたのか？」

　書いたというのは、もちろん中に入っている経きよう典てんのことだ。経筒とは経典を土中に埋まい納のうするときに使う筒のことである。

「いいえ、父上ですよ」

「………」

　朗らかだった明槻の表情が一瞬硬かたくなった。それは傍はた目めにもはっきり分かるほどの変化だったが、二の宮は涼すずしげな表情を崩さずに言った。

「主上に贈るものだけであれば季御きのみ読ど経きように十分間にあったのですが、どうしても東宮にもお渡ししたいと仰せで、それでお届けが今日の日になってしまったのですよ」

　それを明槻に直接贈らず、縋すが子こへのものと一緒にする。そのあげく二の宮に持たせるあたりが、宣陽院の気弱さなのだろう。不自然に気を使われていると疑われることを避さけるため、また万が一にも送り返されることを避けるために案じたのだろう。

　世間では宣陽院が、わが子かどうか真しん偽ぎの分からぬ明槻を受け入れていないように取られているが、実際は受け入れられないでいるのは明槻のほうなのだ。

　宣陽院は、明槻の出しゆつ生せいの疑惑にかんして自分に非があることを百も承知している。だから息子に詫わびながらも、息子を恐れたまま二十一年間が過ぎてしまったのだ。

　安あん寧ねいを願う写しや経きようを贈ることは、宣陽院にとっていまできるせいいっぱいの思いやりなのかもしれない。異三母の弟宮の件で父親からも恨まれていると思いこんでいる明槻に対する───。

　しばらくの間、明槻は手にした経筒をじっと見下ろしていた。

　やがて彼はぽつりと漏もらした。

「どこかに経きよう塚づかを用意しなくてはな………」

　経塚というのは、経典を埋納するための塚である。

「わざわざご苦労だった。父上にはあらためて私から礼を伝えるようにする」

　その声音はとても穏やかで、表情はこのうえなく落ち着いていた。

　二の宮はあいづちを打つようにうなずいたあと、ついでのようにさらりと言った。

「その代わりと言ってはなんですけが、今年度のうちに予定している女おんな一いちの宮みやの着ちやつ袴このさいに、着ちやつ袴こ親おやをお願いしたいと仰せでした」

　ひどく意外なことを言われたように、明槻は目を瞬まばたかせる。女一の宮というのは、数年前に産まれた明槻や二の宮達の異い母ぼ妹まいにあたる宣陽院の姫である。明槻が即位したさいには、おそらく賀か茂もの斎さい院いんに立てられるだろうと言われている。

　着袴の儀で袴はかま紐ひもを結ぶ役を依頼するということは、自分の住む御所に来るように言っているわけだ。譲じよう位いして東ひがし三さん条じように移った宣陽院は、その気になれば今後も明槻に会わずにすませることは可能だというのに。

　そのことに気がついた塔子の胸に、自然と熱いものがこみあげた。

　非のない側が少し勇気を持って許してあげれば、非のある側は少しずつでも勇気が持てる。以前そんなふうに自分が言ったことを思いだしていた。

　明槻はあの言葉を覚えてくれているだろうか？　期待と不安に胸をはずませつつ、塔子は明槻の言葉を待つ。

　はたして明槻は、はっきりと告げた。

「分かった。喜んでお引き受けすると伝えてくれ」
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　あわたただしい衣きぬ擦ずれの音に、塔とう子こは茵しとねの上で身構える。

　東側の妻つま戸どが開き、脇わきによった女によう房ぼうの後ろから省しよう子こが現れた。居ることはすでに聞かされていたのか、彼女は廂ひさし中央に座る塔子に驚いた様子は見せなかった。

「中なかの宮みや様、お邪じや魔ましております」

　塔子は慇いん懃ぎんに挨あい拶さつの口こう上じようを述のべる。

「これは斎さい王おう尚侍ないしのかみ。遠いところを娘の見舞いにいらしていただき、ありがとうございます」

　応じる省子の口調は落ち着いていた。ちなみに見舞いというのは、塔子がこの別べつ荘そうの女房達に告げた訪問の理由で、もちろんその場しのぎに考えた言い訳だ。

　省子は袿うちぎの裾すそを引き廂の内に入ると、ぐるりとあたりを見回した。

「して、姫はいずこに？」

「昨日きのう三さんの宮みや様がお迎えにあがられ、一緒に六ろく条じようにお戻りになられました」

「!!」

　さすがに予想外だったと見え、省子は表情を強こわ張ばらせた。彼女は妻つま戸どのむこうで控ひかえる女房に咎とがめるような声をあげる。

「なぜ、知らせなかったのです」

「女房達を叱しからないであげてください。私が黙っているように命めいじたのですから」

　とつぜん響いた若い男の声に、省子は眉まゆ頭がしらをよせて振り返った。

　几き帳ちようの陰から現れたのは、狩かり衣ぎぬ姿の明あか槻つきだった。

　初対面の男が自分の別荘に居るのだから、普通に考えれば声をあげてもよさそうなものだが、省子に警けい戒かいしたようすはなく、ただ値ね踏ぶみでもするような冷ややかな眼まな差ざしをむけている。明槻はひとつ頭を下げ、あらためて口を開く。

「お初はつにお目にかかります。私が何者かお分かりになりますか？」

「ええ、もちろんですとも」

　迷うことなく答えると、省子はその場に座してそっと一礼する。

　ふたたびあげた面おもてに、彼女は花でも愛めでるような笑みを浮かべていた。

「本当によく似ておいでですわ。咲く花のごとく美しかった、コノハナサクヤヒメのような私の姉に」

　省子がこれまで何度も繰り返してきたという姉への称しよう賛さんの言葉は、すらすらとまったく心を伴ともなわず彼女の口をついて出た。

　明槻は僅わずかに表情を硬かたくした。母親に似ていると言われることを彼がひどく嫌きらうのだと省子が知っているのかどうか、塔子には分からない。

　やがて明槻は几帳を背に、省子とむきあうようにその場に座した。結果として塔子は二人をつなぐ線上から少しずれた位置の、ちょうど中間あたりに座ることになった。

「叔お母ば上うえにはいろいろとご心配をおかけしました。ですがあなたの婿むこである三の宮には、近々に中なか務つかさ卿きようの官を与えるつもりでおりますので、どうぞご安心ください」

　驚いた顔をする省子に、明槻は自分の発言を保証でもするようにひとつうなずく。

「ええ、女によ王おうから話を聞いて驚きました。すっかり誤解が生しようじているようで私も困惑しているのですが、彼の帥そち職しよくを解といたことは中務卿に就つけるための段取りで他た意いがあってのことではありません。主上おかみも私も三の宮の力量は認めておりますので、今後いかんなくその能力を発はつ揮きしてもらい、私の右腕となってくれることを期待しているのですよ」

　口くち許もとに笑みさえ浮かべて明槻は言うが、あまりの白しら々じらしさに塔子はすっかり閉へい口こうしてしまう。まあ三の宮の力量にかんして認めているような発言はあったので、完全に心にもないことを言っているわけではないのだろうが。

　気抜けしそうになる気持ちを叱しつ咤たし、とりあえず塔子は緊張を取り戻す。

「中の宮様」

　呼びかけに省子は視線を動かし、じっと塔子を見据える。その眼差しは石のように無む機き質しつで、塔子はここまで感情を表に出さない女性をこれまで見たことがなかった。

　臆おくしそうになるところを踏みとどまり、平静さを懸けん命めいに装よそおう。

「私一人では決められることではないので東宮様にご相談いたしましたら、このようにお話しいただいた次第でございます。三の宮様と苑子様も復ふく縁えんなさったことですし、養よう子しの件はなかったということでよろしいでしょうか？」

　依頼を断るという塔子の言葉を、省子はまったく表情を変えることなく聞いていた。省子が自分の発言をどのように受けとめているのか、塔子は少しもうかがうことができなかったので、話し終えたあとも緊張は解けないままであった。

　やがて省子は、口許をゆっくりとほころばせた。

「もちろん。元の莢さやに収まるのであれば、それがいちばんよいことですから。これも尚侍のご尽じん力りよくのおかげですね。心より御おん礼れいを申しあげます」

　笑顔とまでは言わずとも、比較的穏やかな面おも持もちだった。それが意外で塔子は、もしかしてコノハナサクヤヒメへの願望は自分の考えすぎで、養子の話は単純に孫の将来を心配してのことだったのかと思い直したほどだった。

「ひとまず六条には姫の乳う母ばを使わしましょう。産まれてくるややのためにも、新しい乳母も選ばなくてなりませんね」

「………中の宮様」

　取りつくろっている部分はもちろんあるのだろうが、省子に苑子を突き放すようすがないことに塔子はほっとした。養子の件を苑子が知ったとき、そして苑子が三の宮を選んで実家を出たのだと省子が知ったとき、母娘おやこの仲がどうなるのかが昨夜ここに泊まったときからずっと引っかかっていたからだ。

（そうよね、母娘なのだから………）

　頭から疑ってかかっていた自分を気恥ずかしく思うのと同時に、胸の奥が少し温かくなるのを塔子は感じた、のだが───。

「お二人がこのまま仲なか睦むつまじい夫婦として多くの子こ宝だからに恵まれ皇こう家かを繁はん栄えいさせてくだされば、内ない親しん王のうとして私もこれ以上望ましいことはありません」

　とつぜん冷ひや水みずを浴びせられたように、胸が冷えた。

　そうだ。省子にコノハナサクヤヒメになることを諦あきらめるつもりがないのなら、母としての情を抜きにしても苑子と縁えんを切るはずがないのだ。

　三の宮と苑子が離縁していたのなら、生まれてくる子供が女じよ児じだった場合、もはや省子にはなす術すべがない。それを承しよう知ちしたうえで、三の宮の立場や性格の扱あつかいにくさを天てん秤びんにかけ、省子は二人を離縁させるほうを選んだのだ。

　二人が復縁したことで、産まれてくる子供を省子が自分の駒こまとして利用することは難しくなった。しかし駒となりうる男だん児じを得られる可能性はずっと高くなった。

（そうだった……）

　苑子と三の宮が復縁したことを喜ばしく思う気持ちに変わりはないが、その現実に露つゆほども気づかなった自分の能のう天てん気きさに塔子は臍ほぞを嚙かむ。こんな言い方が適当だとは思っていないが、敵を増やす可能性を自分で大きくしてしまったのだ。

　最終的に自分が入じゆ内だいを決意したとしても、周りが望むように皇おう子じを産むことができるとはかぎらない。そのとき自分の入内を望んだ者達はどれだけ失しつ望ぼうするだろう。

　仮に産めたとしても、その子を守ってゆくことができるかどうかも分からない。これまで入内した数あま多たの女によ人にんのうち幾人もが、それが叶かなわず紅こう涙るいをしぼってきたのだ。自分だけがうまく乗りきれるなど、なにを根こん拠きよに思いあがれるのだろう。

　さまざまな不安が積せき乱らん雲うんのように急速に広がり、塔子は膝ひざの上でこぶしを震わせた。

　そんな塔子を相手に、省子は口調を変えることなく語りつづける。

「女おんな一いちの宮みや様以来の皇こう族ぞくの誕生でございますから、皇家の繁栄のためにも、娘には丈夫な子供を産んでもらいたいと願っております。願わくば最初は姫がよろしいですね。主上と尚侍を最後に、斎さい院いんも斎さい王おうも不在でございますので」

「………まことに、仰おおせのとおりでございます」

　次があるから長ちよう子しは姫でもかまわないという本ほん音ねを読み取り、塔子はぎこちなく返すしかできなかった。

　そのときだった。

「叔母上」

　とつぜん明槻が呼びかけ、省子は視線をむける。

「はい？」

「私はそれほど母に似ていますか？」

　とうとつな問いに、省子は一度首を傾げたあとすっと目を細めた。

「ええ。こうしてご尊そん顔がんを拝はいさせていただき、懐なつかしくさえ思います。これほど姉によく似た東とう宮ぐう様であるのなら、ぜひ娘を入内させたかったと少々悔くやしく思うくらいに」

　あらかじめ織りこまれた言葉のように省子は答える。あくまでも姉に対する敵てき意いは表に出さない。確かく執しつを考えれば本当に不自然な称しよう賛さんぶりだ。そもそもいかに相手が東宮とはいえ、そんな因いん縁ねんのある姉の子に自分の娘を嫁がせたいと思うものなのだろうか？

（あれ？）

　ふと思いついた疑問に、塔子は猛もう烈れつな違い和わ感かんを覚えた。

「まあ、しょせんイワナガヒメの娘ですから、縁がなかったものと諦あきらめております」

　苦笑交まじりの省子の言葉に、塔子ははっとする。

　自分など姉に比べれば、イワナガヒメのようにつまらない存在だ。そのように省子はたびたび口にしていたのだと、以前明槻から聞いたことがある。

（……まさか？）

　その考えに至った瞬間、塔子は手のひらに嫌な汗がにじむのを自覚した。

　これまで塔子は、省子が自分の恋人を奪った姉・榠めい子こへの憎にくしみから、その延長でコノハナサクヤヒメのように自分の系けい統とうから帝みかどを出したいと望んだのだと考えていた。

　だがそれほど姉を憎んでいたのなら、そんな野や望ぼう以前に娘を明槻に入内させたいとは思わないのではないか？　しかし省子は、苑子の入内を阻んだ左さ近こん衛えの大だい将しように憤ふん慨がいしたと聞いている。ならば苑子を入内させたいとは考えていたことになる。

　考えてみれば道どう理りだ。確かに明槻は榠めい子この産んだ子供ではあるが、母親とはまったく別の人間であることぐらい、省子ほど知的な人間であれば分かっているはずだろうから。

　だから省子は貴族の娘の道として苑子の入内を望み、明槻に悪く思われぬよう榠子への敵意を押し隠しつづけた。

　だというのに、明槻は苑子の入内をかわしつづけてしまったのだ。

　ひょっとして省子は、娘との結婚を拒みつづけた明槻にいつのころからか恨みを抱いだくようになっていたのではないのだろうか。榠子の性しよう悪わるさばかりが話題になって思い至らなかったが、とうぜん自分から姉に心変わりをした弾正尹宮だんじよういんのみやも省子は憎んでいたはずだ。

　その結果、自分をないがしろにした榠子や弾正尹宮への恨みを、いまは娘をないがしろにした明槻に重ね、彼を憎んでいるのではないのだろうか？

　急速に速まる鼓こ動どうに息苦しさを覚えながら、塔子は前に立つ明槻を横からのぞきこむ。

　明槻は厳しい表情で、じっと省子を見返していた。

　イワナガヒメの娘だからしかたがない───自じ虐ぎやく的てきな言葉が、苑子の入内が成らなかったことへの当てこすりであることは、明槻も分かっただろう。

　言うまでもなく明槻は、苑子に対してずっと罪ざい悪あく感かんのようなものを抱いていた。だから昨日の謝罪となったわけだし、三の宮の妻となった苑子はそれを幸いなこととして受け入れてくれた。当人達はそれで終わったが、長年恨みを蓄ちく積せきしてきた省子はとうていそれでは終わらなかった。

　だが、己の策さく略りやくが阻はばまれたいまも、省子は内側に秘めた怒りや恨みで自身の心をじっくりと焦こがしながら表向きは涼すずしげな顔をしている。

　あらためて塔子は認にん識しきした。左近衛大将が言っていたように、中の宮は怨おん念ねんを晴らすために怜れい悧りさを発はつ揮きできる人なのだ。

　ごくりと息を吞のむ塔子の前で、省子は涼しい顔で話をつづける。

「それに引きかえ、姉は本当にコノハナサクヤヒメのような女性でした。彼女を一目でも見れば、夢中にならない殿との方がたなどおりませ───」

「そうですか。ですが私は大嫌いでした」

　省子が言い終わらないうちに、明槻は断だん言げんした。塔子はぎょっとして明槻を見たが、その表情から細やかな感情らしきものはうかがえなかった。

　逆にこれまでずっと行儀のよかった省子の顔に、はじめてほころびが生じた。

　彼女は信じられないものを見るような眼まな差ざしを明槻にむける。単純に母親を大嫌いだと断言する息子に驚いたのか、あるいはあらゆる男から愛された姉を、息子とはいえ大嫌いと言いきれる男の存在が信じられなかったのか───。

　省子はにわかにうろたえだし、それでもなんとか場を取りつくろうべく口を開く。

「ま、まあ……、東宮様。御お母はは上うえのことをそのように………」

「あの人は周りが思っているほど幸せではなかったのですよ。ただ本人にとって幸いなことに、自分のことも他人のことも、人生というものを深く考える人ではなかったので不幸の自覚がなかっただけです。だから自分がどれほど浅はかで、人を傷つける生き方をしてきたのかも分からないまま亡なくなったのです」

　実の母に対する辛しん辣らつな言葉に塔子は耳を疑う。言葉だけではなく口調からも、明槻の母親に対する怒りと侮ぶ蔑べつ、そして憐あわれみを交まじえた不ふ可か思し議ぎな感情がにじみ出ていた。

　省子は目の前にいる相手がまるで未知の存在であるかのように、ぼう然と明槻を見つめていた。自分をないがしろにしつづけた姉の息子、しかも自分の娘をないがしろにした相手から、こんな言葉を聞くとは思ってもいなかったのか。

　───あるいは姉と重ねて憎んでいた甥おいが、実は自分と同じように姉を憎んでいる現実を知って驚いたのかもしれない。

「気づきませんでしたか？」
















　明槻の問いに、省子はわれに返ったように首を横に振った。

「………少しも。私は、姉は咲く花のように満ちた人生を生きた人だと思っていました」

「八や重え山やま吹ぶきのように、美しいばかりで実のない花もあります」

　そこで明槻は一度言葉を切り、考えを整理するように間を置く。やがて彼は胸の奥に溜たまったものを、すべて吐き出すような深い息をついて言った。

「だからあんな人に、いつまでもとらわれつづけることはないのです」
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　如月きさらぎも末となり、梅が散った御ご所しよでは桜が白い花を開きはじめていた。

　吉よし野の山やまの花が、下しも千せん本ぼん、中なか千せん本ぼん、上かみ千せん本ぼん、奥おく千せん本ぼんと順次に開いてゆくように、山桜は開花時期にずれがあるので、そのぶん長く楽しむことができる花だった。

「まあ、まあ。壺つぼ庭にわの桜の美しかったこと」

　その日の夜、手て燭しよくを持って外から戻ってきた女によう官かんが開かい口こう一番に言った。

「夜空に白い花が浮かびあがって、月とあいまってとても幻げん想そう的てきな光景でしたわ」

　うっとりした物言いに、他の女官達が歓かん声せいをあげた。

「それならば、ぜひ観みにいかなくては」

「でも不思議なものね。紫し宸しん殿でんの桜はまだ開いていないというのに」

「日当たりがそれほどちがっているとは思えないのだけど」

「そこが山桜の不思議なところよ」

「尚侍ないしのかみ、おいでになりませんか？」

　御み簾す越しの女官の誘いに、塔子は文ふ机づくえにむけていた顔をあげた。

「私はいいわ。みなで行っていらっしゃいよ」

　いっせいに不服げな声をあげる女官達に、塔子は筆を振りあげて自分がいま作業中であることを訴うつたえた。

「花の命は短いのですよ。いまのうちに観にいかなくては」

　紫宸殿の桜はまだ開いていないと話題にしたばかりなのに、あきらかに矛む盾じゆんしたことを女官は言う。主人をほったらかしにして自分達だけ出かけるのは体てい裁さいが悪い。それゆえなんとか塔子を引っぱり出したいのだろう。

「山桜はそんなすぐには散らないでしょう。私に遠えん慮りよしないで、みなで行ってきて」

　自分に付きあわせて花見を諦あきらめさせるのは申し訳がない。そんな思いから塔子が言うと、彼女の気き性しようを承しよう知ちしている女官達は最初だけ遠えん慮りよがちなそぶりを見せたが、すぐにみな妻戸から出ていった。

　母おも屋やから人ひと気けのなくなった廂ひさしを眺め、塔子はふうっと一息ついた。

「やれやれ、これで集中できる」

　いろいろと邪じや魔まが入り中ちゆう断だんに中断を重ねたために、当初の予定より大おお幅はばにずれつづけている古こ事じ記きの写しを少しでも進めなくてはと、今朝自分に発はつ破ぱをかけたばかりなのだ。雪掌侍ゆきのないしのじようが集めてくれた女官達は話の分かるいい人達ばかりだが、本を読んだり文を書くときにはちょっとにぎやかすぎる。

　切きり燈とう台だいの下でこつこつ作業を進めていると、廂のほうできしりと床を踏む音がした。

　塔子は少し緊張して御み簾すのむこうを見る。しかし大おお殿との油あぶらの明かりに照らされた姿に、すぐに警けい戒かいを解といて呼びかける。

「なんだ、あなただったの」

　口調で一人だと判はん断だんしたのか、明槻が御簾をまくりあげて入ってきた。

「なんですか、主人を残して殿でん舎しやに誰もいないだなんて」

「私が行っていいって言ったのよ。桜と月がきれいなんですって」

「ああ、今こ宵よいは居い待まち月づきだそうですよ」

　あまり関心がないように言うと、明槻は傍そばに座りこんだ。

「中なか務つかさ卿きようの宮みやが、今宵は遅くなったので月見をしながら帰ると言っていました」

　三の宮が中務卿に任にん命めいされたのは先日のことだった。もともと仕事に対して熱意がある人間だったので、水を得た魚のように真剣に取り組んでいるのだという。こんな遅い時間まで居残ることになったのはそのためなのだろう。

「あんまり遅くなると、苑その子こ様が心配なさるわよ」

　苦く笑しよう交まじりに言いながら、塔子は手にしていた筆ふでを硯すずり箱ばこに戻した。

　その動きに、明槻は目め敏ざとく気づく。

「いいですよ、つづけてください」

　遅ち々ちとして進まない作業を、塔子が歯は痒がゆく思っていることは傍はた目めにも明めい白はくだった。それでなくとも前まえ触ぶれもなく急に来たことを、明槻も申し訳なく感じているのだろう。

「ううん、いいの。せっかく来てくれたのに」

「………なんですか、悪いものでも食べたんですか？」

　素で薄うす気き味み悪い表情をする明槻に、塔子は閉口した。

　らしくもなく健けな気げな言葉を言ったのには、実は理由があった。

　社しや交こう辞じ令れい的てきな部分があったと分かっていても、明槻が苑子に『入じゆ内だい』の話をしたときは面白くなかった。そうなるとあらためておのれのこれまでを顧かえりみて、もうちょっと彼を大事にしなければという、いまさらの反省の念が胸の内に生しようじるようになったのだ。

　しかし結局この反応なので、少々むっとした。

「別に」

　ふてくされたまま塔子は、作業を再開しようと硯箱の筆に手を伸ばした。しかし誤ってつかんだそれは、筆ではなく七なな種くさ粥がゆのときに女官からもらった例の〝粥かゆ杖づえ〟だった。殿との方がたの尻しりを叩くと、その人の子こ宝だからに恵まれるという例のあれだ。直なお霧ぎりの家から戻ったあと、置き場所に困って筆と一緒に硯箱にしまっておいたのだ。

（う、うわ～。よりによって、この人の前で）

　杖つえを握ったままあからさまに焦あせりだした塔子に、明槻は訝いぶかしげな表情で問う。

「なんですか、それは？」

「い、いえ、これはその………」

　まさか本当のことも言えず、なんとか誤ご魔ま化かそうと塔子はしどろもどろになる。

「粥杖ですか？　女官の誰かがあなたに渡したのでしょう」

　知っているのなら訊きくな！　と叫びたい気持ちを堪こらえ、不ふ承しよう不ぶ承しよう塔子はうなずいた。

　明槻は苦笑いを浮かべて塔子の右手を取ると、指を一本一本ほどくようにして杖を離させた。そして片手で手首を握ったまま、じっと塔子の目を見つめて言った。

「いいですよ、自然にしていてくれれば」

「え？」

「お産はおめでたいことですが、肉体的にも精神的にも女によ人にんにとって大変なものです。あなたの姉上も、そのためにあんなことになった。私は愛いとしい人が、そのように追いつめられる姿を見たくはありませんから」

　切々とした明槻の言葉に、塔子はうっすらと唇くちびるを開いて彼の顔を凝ぎよう視しした。

　明槻はふっと力を抜くように、表情をやわらげた。

「だから母にも、生命いのちがけで産んでくれたことには感謝しているんですよ」

「………」

「それだけですけどね」

　寂さびしげに告げると、明槻は取りあげた粥杖を文ふ机づくえの上に置いた。ころんと静かな音をたて、杖が半回転だけ転がる。

　手首を預けたまま、塔子はその音を聞いた。

　もやもやと晴れぬ霧きりのようにあった不安が薄れてゆき、じんわりと温かいものが心を満たしてゆく。同時に明槻の心にある、他の誰にも埋めることのできない空くう虚きよを感じ取り、胸がしぼられるような気持ちになった。

　塔子は自分の手首を握る明槻の手を、開いたほうの手で包つつみこむように触ふれた。そして自分の手首ごと引きよせるように、自みずからの頰ほおにきゅっと押しあてた。

　明槻は手を預けたまま、目を細めて塔子の顔をのぞきこむ。

「どうしたのですか？」

　塔子は小さく首を横に振って、押しつける手にいっそう力をこめた。

　この人が好きだ、一緒にいたいとはこれまで幾度か思った。

　だけどいまはじめて、この人の妻になりたいと願った。








終
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　こんにちは、小お田だ菜な摘つみです。

　なりゆき斎さい王おうの入じゆ内だい～心こころの花はなは咲さき出いずる～をお届けします。五巻目をあのようなところで終わらせてしまったので、読み終わったあと「うが～～」となられた読者様もいらっしゃったかと思いますが、どうぞご安心ください。宮きゆう中ちゆう編完結です！　五巻でからみあっていた人間関係がどのように落ちついたのか、どうぞご確認ください。




　ちなみに今回は二にの宮みやというキャラクターが、書いてみてとても新しん鮮せんでした。どこが新鮮かと申しますと、私がはじめて書いた「弟に優しいお兄ちゃん」だったからです。姉し妹まい萌もえはあるのですが兄弟きようだい萌えが皆かい無むの私は、男同士仲がよいなんて気持ち○い、という偏へん見けんと差別でしかない思いこみを持っておりまして、意識的に避さけていたわけなのです。

　前作「革かく命めいは恋こいのはじまり」のヒーローのお兄ちゃんもわりと優しい（？）お兄ちゃんでしたが、こちらは三さんの宮みやにくらべ弟が絶対的にしっかりしていたので、むしろお兄ちゃんに振り回される弟、という印象のほうが書いていて強かったかな。

　兄妹といえば、シリーズ最強のハイスペック女子・万ま結ゆも、最初は超ブラコンにしようかと考えていたのですが、それじゃああんまりお約束過ぎるかなと思ったのでやめにしました。ただ彼女が男性に対して厳しい眼まな差ざしをむけるのは、無意識のうちに兄を基準にしているので、他の男性が情けなく思えてしまうからなのであります。

　あと本人は出てきませんが、明あか槻つきの母親である榠めい子こ内ない親しん王のう。こんな母や姉は絶対に欲しくありませんが、私が書いていて一番楽しいのはやはり悪あく女じよなんですよ、すみません。




　ところでこのお話の第一稿をあげたあと、作家さん仲間達と伊い勢せ・熊くま野のに行ってまいりました。三度目ではありますが、前に行ったのは世界遺産登録前でかなり昔でしたので色々と利り便べんがよくなっていましたね。やはり世せ界かい遺い産さん登録の影響でしょうか。

　年数をおいてあらためて、自分がやはり熊野という土地が大好きなのだと思い知らされました。しかも以前はぼっち旅だったのですが、今回は色々と萌え話を共有できる作家さん仲間との旅。本当に濃のう密みつな時間を過ごさせていただきました。ただし、このお話の第一稿という言葉で分かるように、熊野編は終了しておりますので原稿を書く上で具体的な材料にはなっておりません。ですが心の肥こやしにはなっておりますので、なりゆき斎王の今後の展開にぜひご期待ください。




　紙幅が尽きてまいりましたので、ここで謝辞を。イラストを担当してくださった凪なぎかすみ様。今回も目の覚めるような美しいイラストをありとうございます。毎度お世話になっております、担当様。校正様。その他、この本を出版するにあたって尽じん力りよくいただいた方々、本当にありがとうございます。そしてなによりこの本をお求めになってくださったあなたに感謝をこめて、お礼の言葉とさせていただきます。




　次回のお話も舞台は宮中ですが、平安物としてはちょっと意表をついたキャラクターが出てくると思います。実は担当様にプロットを渡ししたとき「大丈夫かな？」と心配したのですが「小田さんらしいですね」という言葉とともにＯＫをいただきましたので安心しました。そのような理由で、ぜひ次巻もよろしくお願いします。
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